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　平成２１年３月に本学第二期中期目標・中期計画が発表された。その中で国際化に関する中期目標として，「国際

的な学術交流，学生交流及び開発途上国への教育支援を推進し，国際社会に貢献する。」と示され，中期計画として，

「国際学術交流協定校等とのセミナー，シンポジウム，共同研究等を積極的に実施する。」，「留学生の受入体制を充

実し，修学環境を整備するとともに，教職員の国際化推進のための研修を積極的に実施する。」，「教員教育国際協力

センターの充実を図り，JICA 等と提携協力し，開発途上国での教育支援を積極的に推進する。」と示された。

　このことは，文部科学大臣の私的懇談会である「国際教育協力懇談会」の第３回報告（平成１８年８月）「大学発

知の ODA 〜知的国際貢献に向けて〜」で示された「国際社会における責務を果たし，開発途上国の様々な課題を

より効果的に解決するために，大学をはじめ我が国が有する「知」を活かした国際協力を推進する」という考え方

に沿うものといえる。また本報告の中の「我が国の大学が有する「知」の活用」において，１．大学の知を活用する

意義・大学が担う役割，２．取組を期待する環境整備の方策，の観点から具体的な提案がなされている。この中で大

学の役割として教育，研究，社会貢献を明確に示し，国際開発協力への参画を通しての社会貢献とともに教育研究

の実践フィールドの拡大への期待等が述べられている。また大学が担うべき役割について，個々の大学の努力に加え，

援助機関，政府関係機関等関係者が一体になった「知的コミュニティ」構築による対応が重要であるとしている。

また環境整備に関しては，情報共有・意見交換の場の整備，知的ネットワークの形成，プロジェクト・コーディネー

ターの育成・確保とともに，援助リソース，競争的研究資金，基盤的資金等々情報，人的，物的，資金など条件整

備の重要さが指摘されている。

　こうした国際教育協力懇談会報告の中で大学に期待された役割を本学としてどのように展開するかを明確にした

ものが，前述の第二期中期目標・中期計画として示されたものといえる。すなわち，これまでの本学の多様で豊富

な国際教育協力の経験を振り返りながら，さらにその成果を積み上げるとともに，その効率化を図ることが重要で

ある。またそれらの経験を活かして，大学としての教育，研究そして社会貢献のフィールドを確保し広げる努力を

していく必要がある。そしてこうした国際教育の積み上げが本学の使命である教員養成と教員の力量向上に役立ち，

国際化への視野の拡大につなげていくことが重要である。そのためにも私どもセンターでは平成２０年度からの３か

年間で，本学学部，院学生はもとより広く市民の国際化に資する「国際教育カリキュラム」策定のための基礎資料

の収集・分析，実施・評価，提案・発信を目指しているところである。

　この「国際教育カリキュラム」策定のための基礎資料の収集・分析の観点からも，私どもの教員教育国際協力セ

ンター紀要「国際教育協力研究」は重要な知見として重視している。本第４号までに投稿いただいた皆様に感謝す

るとともに，今後とも積極的なご提言をいただきたいと切に望んでいる。

　さらに文末になったが，平成２１年３月には，私どもセンターの平成１７年度〜２０年度（４か年）の事業につい

て学内外の委員の方々から評価とご意見をいただいた。これまでのセンター事業の見直しとともに今後の事業運営

に十分活かしていきたいと考えている。関係の皆様方に心より感謝申しあげるところである。 （平成２１年３月）

第二期中期目標「国際化」の実現と「国際教育カリキュラム」開発研究の推進を

鳴門教育大学教員教育国際協力センター

所　長　　服　部　勝　憲

巻　頭　言
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１．はじめに

　平成２０年度の南アフリカ共和国（以下「南アフリ

カ」）からの研修受入に際し，その研修内容として当該

州教育省や参加研修員から，Grade７〜Grade９の統計

教材（確率を含む，以下「統計教材」）を扱いたいとの

要請があった．そこで当該国が実現を目指している

Curriculum ２００５（注１）の考え方に基づく統計教材につ

いて，その代表的・典型的な教科書として使用されて

いるOutcomes-Based CLASSROOM MATHEMATICS

（Grade７〜 Grade ９，Heinemann）１）に見られる統計

教材を確認する機会があった．そこで，Curriculum ２００５

及びその実現を目指す Revised National Curriculum 

Statement Grade R−９（Schools）２）で記述している内

容がその教科書でどのような具体的な教材として取り

あげられているかを検討したいと考えた．

　最初に南アフリカにおける新しいカリキュラム構成

における数学の内容について検討する機会にもなった

国際教育到達度評価学会（The International Association 

for the Evaluation of Educational Achievement，以下「IEA」）

の国際数学・理科教育調査の結果の概要とそれに対す

る南アフリカにおける分析の概要について概観する．

２．国際数学・理科教育調査に見る南アフリカの生徒

の実態

　南アフリカの重要な施策の１つとして教育改革が展

開されており，その実現のために目標，内容として明

確にされたのが Curriculum ２００５であった．またその

策定，実施の段階で参考にされたものに国際教育到達

度評価学会（The International Association for the 

Evaluation of Educational Achievement，以下「IEA」）

による教育調査への参加とその分析があった．南アフ

リカの場合，この調査に参加したのは平成７年実施の

第３回・国際数学理科教育調査（（Third International 

Mathematics and Science Study： TIMSS，中学校１年・

３９カ国が参加）であった．中学校の数学の調査問題に

ついては，「分数・数感覚」，「幾何」，「代数」，「資料の

表現・分析，確率」，「測定」，「比例」の６つの内容領域

によって構成されている．国立教育研究所（当時）によ

ると，数学についての平均得点，平均正答率等の国際比

南アフリカ共和国の目指す Curriculum 2005の考え方に基づく統計教材の構成
− Outcomes-based CLASSROOM MATHEMATICS(Grade 7〜Grade 9, Heinemann)に見る統計教材についてー

Composition of Statistics Teaching Materials Based on the View of Curriculum 2005 in South Africa:
Statistics Teaching Materials through Outcomes-Based CLASSROOM MATHEMATICS

(Grade7〜 Grade9, Heinemann)

服　部　勝　憲

HATTORI Katsunori

鳴門教育大学教員教育国際協力センター

International Cooperation Center for the Teacher Education and Training

Naruto University of Education

Abstract：Improvement of Mathematics education is requested for South Africa. 

Especially the contents, there is the connection between instructions and 

statistics should be improved. That comes out as results of various kinds of 

investigations, and the actual condition of the statistics teaching materials 

shown in the view of the curriculum 2005 which aims at realization, and the new 

Mathematics textbook based on its examination.

キーワード：南アフリカ共和国，Curriculum 2005，統計教材，CLASSROOM MATHEMATICS



2 国際教育協力研究　第�号

服　部　勝　憲

較からも南アフリカの生徒の数学の成績は相対的に下

位にあったことが分かる．３） またさらに相対的成績と

いう観点からも分析をしている．これは，それぞれの

領域の難しさを揃えるように各国の各領域の平均正答

率を修正し，各国の全体の正答率からその各領域の修

正した平均正答率を引くことによって求めたものであ

る．この分析によると，南アフリカの場合，中学校１

年では「代数」，「比例」領域の正答率は全体の正答率

よりも有意に高く，「幾何」，「資料の表現・分析，確

率」，「測定」領域の正答率は全体の正答率よりも有意

に低かったとしている．また中学校２年でも「代数」，

「比例」領域の正答率は全体の正答率よりも有意に高

く，「資料の表現・分析，確率」，「測定」領域の正答率

は全体の正答率よりも有意に低かったとしている．

　これらの分析は，南アフリカの研究者 Sarah Howie

と Colleen Hughes の分析結果と符合するものである．

Sarah Howie と Colleen Hughes は，TIMSS の結果にお

ける南アフリカの生徒の状況について分析，考察して

いる４）．その中で数学の基礎的事項に関する成績につ

いて，南アフリカの生徒の成績は全般的によくないと

総括するとともに，南アフリカの生徒はグラフの解釈

に関して困難を感じており，新しい知識と既有の知識

を関連づける，決まりきった解き方のない問題の解決

等について大きな困難を持っているとしている．その

具体例として，図１，図２を示している．

　南アフリカの生徒の問題 B の正答率が極端に低いこ

とが分かる．

　こうした国際教育調査の結果からも，数，式に関す

る内容についての成績に対して，統計や測定に関する

内容の成績が低いといえる．このことは，南アフリカ

の数学教育の経験にも関係しているであろうし，教師

の教材観，指導観はもとより，指導力にも大きく関わっ

ていると考えられる．

３．NATIONAL CURRICURUM STATEMENT におけ
る統計教材の記述

　Curriculum ２００５の実現に向けて教育省から出版・

配布された REVISED NATIONAL CURRICURUM 

STATEMENT GRADES R−９（SCHOOLS） POLICY 

MATHEMATICS（2002）２）によって，その具体像を

Grades ７−９に限って概観することとする．先ずここ

では，５つの Learning Outcomes を明確にしている．

そ れ ら は，Learning Outcome1: Numbers, Operations and 

Relationships，Learning Outcome2: Patterns, Functions 

and Algebra，Learning Outcome3: Space and Shape 

(Geometry)，Learning Outcome4 : Measurement，

Learning Outcome5 : Data Handling である．

　ここで，Learning Outcome5: Data Handling の概要に

ついて，Revised National Curriculum Statement より概

観しておく．そこでは， DATA HANDLING「The learner 

will be able to collect. summarise, display and critically 

analyse data in order to draw conclusions and make 

predictions. and to interpret and determine chance 

variation.」と概括されており，資料の収集・整理に終

わるのではなく，目的を明確にした多様なデータの収

集，要約，表現はもとより，批判的な分析やデータに

ついての考察を通した予測を視野に入れている．この

図１　Item ２の問題

表１　Item ２の正答率

問題 B の正答率問題 A の正答率国　　　名

����オーストラリア

����カナダ

����チェコ

����デンマーク

����ドイツ

����オランダ

����ニュージーランド

����ロシア

����スウェーデン

����アメリカ

����南アフリカ

����平均正答率

表２　Item 4 の正答率

問題 B の正答率問題 A の正答率国　　　名

����オーストラリア

����カナダ

���チェコ

����デンマーク

����ドイツ

����オランダ

����ニュージーランド

���ロシア

����スウェーデン

����アメリカ

���南アフリカ

����平均正答率

図２　Item 4 の問題
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とき確率の考え方を導入しているのも特徴といえる．

　同じ National Curriculum Statement に示された評価

基準の中に見られる内容の概要を示す．Grade ７では，

目的に応じた人権，社会，経済，環境，政治等々の多

様な資料の収集はもとより，新聞，書物等からのデー

タの収集やアンケート調査，標本調査等も学習の内容

となっている．また資料の代表値としては，平均，メ

ジアン，モードの意味と求め方や資料のレンジ（範囲）

の意味も取り上げられる．またデータを要約したり，

表示したりするためのグラフについては，棒グラフ，

ヒストグラム，円グラフ，折れ線グラフ等が取り上げ

られている．またあることが起こりうる割合を実験を

通して考えさせたり，相対度数の定義と比較させたり

することとしている．

　Grade ８では，前学年の内容およびそれにつながる

内容の学習が進められることとなるが，データを表や

樹形図を用いて表現すること，目的に応じてデータの

グループ化や統計処理方法を選択すること，資料につ

いての包括的な処理等へと視野を広げることがある．

また起こりうる度合についての見込みと相対度数を比

較し検討することとしている．Grade ９では，南アフ

リカの社会に関連したデータを取り上げること，アン

ケートやインタビューに関わったデータの活用を考え

ること．このとき，資料の代表値や散らばりの度合い

を取り上げることとしている．グラフについては，こ

れまでの学年で取り上げたものの活用を図ったり，単

位，目盛り，間隔等を生徒自身が決定できるようにし

たりすることとしている．また散布図もこの学年で取

り上げる．また起こりうる度合についての見込みと相

対度数を比較し，その差・違いについて議論すること

としている．

　こうした学習を通して，確かなデータをもとに論理

的にものごとを見たり，考えたりすることができる力

を養うとともに，起こりうることを予測する力を伸ば

すことを指導のねらいとしていることが推察できる．

こうした Grade ７〜 Grade ９の評価基準として示され

た内容は，学年毎に細切れに示すのではなくて，内容

の連続性を重視し，学年が上がる毎に内容を深め，広

げるというカリキュラム構成に沿ったものと言える．

４．新教科書 CLASSROOM MATHEMATICSに見る
統計教材の検討

　南アフリカでは，前述した Curriculum ２００５の実現

に向けて，それまでの教科書の内容を一新した教科書

が出版されるようになってきた．数学の場合にその典

型と思われるものは，Outcomes-based, CLASSROOM 

MATHEMATICS， LARIDON et al，Heinemann である．
１），図３）先ずはこの教科書に示された主として統計（確率

を含む）に関わる内容について例示する．

　Grade ７では，３１１ページ中の２９ページを統計に関

図４　Grade ７−１図３　CLASSROOM MATHEMATICS（Grade ７）
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わる内容に使っている．その概要は，Handling data and 

chance と The big clean-up に示されている．前者はこれ

までの統計に関わる学習でデータの収集の方法やその

表現方法としての棒グラフ，円グラフ等を見直すこと

や 平均，メジアン，モード，レンジ（範囲）の意味や

その求め方，コイン，ピン，さいころを使ってあるこ

とが起こる確からしさについて考える内容である．

　後者はこれらの内容について活動を通してデータの

収集とその整理の実際を学ぶことになる．例えば，清

掃活動を通してデータの収集とその整理の実際につい

て学ぶことになる．

　Grade ８では，３４８ページ中の４５ページを統計に関

わる内容に使っている．ここでは，統計とグラフに関

わる内容や図形の面積とあることが起こる割合との関

係等我が国における算数・数学カリキュラムとは異な

る構成となっているので，分量的な比較はできないと

思われる．Grade ８ の Handling data と Playing games 

with probability の内容であるが，グラフの扱いも

Grade ７と比較するとその特徴がよく分かる．

　また Playing games with probability で扱っている図

形の面積と確率（あることが起こる確からしさ）をこ

の段階での教材として扱うことは，大変興味深い教材

ではあるが，生徒にとっての理解度はどうであろうか．

　Grade ９では，３４５ページ中の５１ページを統計に関

わる内容に使っている．ここでは Papering over the 

statistical cracks と Counting the chances がその主な内

容である．Papering over the statistical cracks では，南

アフリカにおける紙の生産，消費，輸出入，再生紙等

について総合的に扱っている．その中でデータの収集，

図５　Grade ７−２ 図６　Grade ７−３

図７　Grade ８−１
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南アフリカ共和国の目指す Curriculum 2005 の考え方に基づく統計教材の構成

整理，表現等を関連を持たせて扱い，グラフによる表

現の方法に潜む問題点についても的確に扱っているの

は望ましいと考えられる．

５．おわりに

　前述のように，国際調査結果からも，南アフリカの

生徒の統計（確率を含む）の内容についての理解や技

図８　Grade ８−２ 図１０　Grade ９−２

図１１　Grade ９−３

図９　Grade ９−１
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能には課題があることがわかる．このことは南アフリ

カの教育研究者の指摘からも確認できることである．

　先ずは前述した教科書の内容構成であるが，従来の

代数，幾何，解析等の領域・分野を超えて新たな観点

から内容構成がなされている．例えば資料の収集にし

ても，広く身の周りのことから，社会，経済，文化，

科学的な内容まで幅広くとらえようとしている．これ

らの教材は新しい教育を求める方向からもよく考えら

れて関心が持てるものといえる．しかし南アフリカの

実際を見るとき，都市部と周辺地域ではその特性に多

様なものがあり，教科書の教材とは余りにもかけ離れ

た現実があると思われる．こうしたギャップを教師が

埋めることができるかどうかは資料の収集とその整理

の学習にとって重要な課題である．生徒が資料の収集

と整理の学習に価値を見出すことができるかどうかが

かかっているからである．それも統計や確率は指導し

たことがないという教師の指導経験の不十分な中での

対応が可能なのかどうか，ということである．（注２）

　資料の特性を見出すための整理の仕方や棒グラフ，

帯グラフ，円グラフ，折れ線グラフ等グラフによる表

現も，Grade ７で終了するのではなく，その発展とし

て Grade ８でも取り上げ，表現する次元を上げていく

などの工夫がなされている．

　代表値の扱いについても，Grade ７で，範囲，平均

値，中央値，最頻値の基本を押さえ，Grade ８では，

中央値との関連で四分位数を取り上げている．また感

覚的に２つの集団の数値の分布の様子を比較できるよ

う Stem and leaf plots（注３）を取り上げ，工夫が見られる．

　平成２０年度の研修員の教材研究の中で見られたこ

とであるが，資料の代表値を取り上げるとき，その定

義と求め方，特に求め方に焦点が置かれがちであった．

なぜそれを考えるのか，それを考えることによって何

が見えるようになってくるのか，についての考察が不

十分であると考えられた．これでは，学年間の内容の

つながりや発展を意図した教材構成であっても，その

特色が生かしきれないといえる．これらの観点からも，

新しいカリキュラム構成の考え方に基づく教材を扱う

ことを考えるとき，教員の教材についての考え方や具

体的な指導方法が重要になってくることは言うまでも

ないことである．そのための教員教育を計画的・継続

的に実施することが必須の条件となるといえる．その

ことが教員の指導経験のなさをカバーし，改善してい

くことになると考えられる．（注４）

 

引用・参考文献及び注

１）Laridn et al (2000/2001), Outcomes-based CLASSROOM 

MATHEMATICS (Grade7 〜 Grade9), Heinemann.

２）REVISED NATIONAL CURRICURUM STATEMENT 

GRADES R-9 (SCHOOLS) POLICY MATHEMATICS 

(2002), DEPARTMENT OF EDUCATION, pp. 88-91．

３）国立教育研究所（１９９７），中学校の数学教育・理

科教育の国際比較−第３回国際数学・理科教育調査

報告書−，pp ３６−４５．東洋館出版社．　

４）Sarah Howie, Colleen Hughes (1998), MATHEMATICS 

AND SCIENCE LITERACY OF FINAL-YEAR SCHOOL 

STUDENTS IN SOUTH AFRICA, TIMSS SOUTH 

AFRICA, Human Sciences Research Council, February, 

pp 64-72.

（注１）Curriculum ２００５では，これまでのような

「Subject」中心のカリキュラムでなく，「Learning 

Area」を重視する．そこで示された８つの Learning

　Areas とは，「Communication,Literacy and Language 

Learning」，「Numeracy and Mathematics」，「Human 

and Social Sciences」，「Natural Sciences」，「Arts and 

Culture」，「Economic and Management Sciences」，

「Life Orientation」，「Technology」であり，そのバ

ランスが重要であるとする Curriculum ２００５に示さ

れた内容は，革新的な提案といえる．

（注２）赤川泉・隅田学（２００１），南アフリカ共和国

の教育改革における理数科教育開発と国際協力，広

島大学教育開発国際協力研究センター国際教育協力

論集，第４巻第１号，pp．６５−７６．アパルトヘイト

とその後の理数科教育の現実，文化・言語・ジェン

ダー他多様な視点からその問題点を明確にしている．

（注３）Stem and leaf plots とは２つの集団の数値の

分布の様子を視覚的にとらえられるように工夫した

図である．例えば２位数の数値で表されている２つ

の集団の資料があるとき，十位の数値を縦に中央に

順次並べ，２つの集団の一位の数値を小さい順にそ

の左右に並べていく整理の仕方であり，全体の数値

の分布と２つの集団の数値の分布の様子が視覚的に

明確にとらえられる方法といえる．

（注４）服部勝憲（２００２），南アフリカ共和国中等数

学科教員現職教育の課題−ムプマランガ州における

ベースライン調査から−，広島大学教育開発国際協

力研究センター国際教育協力論集，第５巻第１号，

pp．１０９−１２３．数学科教員の力量，研修の立場から

その現状と課題について考察している．
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研究論文
� 鳴門教育大学国際教育協力研究　第�号，����，����

１．はじめに

　日本にとって政府開発援助を通じ開発途上国の安定

と発展に貢献することは，その国益に深く結び付いて

いる．すなわち相互依存関係が深まる中で国際貿易の

恩恵を享受し，資源・エネルギー，食料などを海外に

大きく依存する日本にとって，国力にふさわしい責任

を果たし国際社会の信頼を得ることは大変重要である．

２００３年８月に策定された政府開発援助大綱では，「貧

困削減」「持続的成長」「地球規模の問題への取組」「平

和の構築」を重点課題とし，我が国の経験と知見を活

用することを基本方針の一つとし戦略的に実施すると

している１）．そして技術・知見を活用するために，国

内の NGO・大学などとの連携の強化を図るとしている．

国際協力懇談会報告２００６では，基礎教育分野の協力

に対し理数科教育，教育行財政，学校改善・校内研修

などを日本の比較優位を有する分野としている．

　JICAは１９９４年にフィリピンにおける理数科教育に

関わる技術協力プロジェクトを開始し，２００６年度まで

に２７カ国を対象とした３３の事業を行っている．２００５

年度の段階で基礎教育の技術協力プロジェクト３３件

のうちおよそ３分の２（２２件）を占めている．この要

因として日本の理数科教育はTIMSSや PISAなどの国

際的な学力調査で常に上位グループを占め，急速な工

業化の発展の中で大きな役割を占めていたと途上国に

考えられていること，また多くの国で実施したことで

得意分野とみなされるようになったということが指摘

されている２）．また澤村３）の指摘する通り理数科教育

の内容は相手国の政治的・文化的な文脈の中でとらえ

る必要があるが，それでも他の分野に比較すれば普遍

性の要素が高いといえ，JICA が積極的に推進してきた

ことは理解できる２）．

　この理数科教育の技術協力プロジェクトに対し，国

立大学特に教員養成系大学・学部はその専門性を生か

してかかわってきた．関与した教員は開始時点で決し

て国際教育協力の専門的な経験を保持していたわけで

はなく，主として理科あるいは算数数学教育の専門性

を基盤として国際教育協力を行ってきた．

　教員養成大学・学部にとって理数科教育の国際教育

協力に関与する意義はどのようなものであろうか．活

動を行う途上国は，日本とは異なる文化を有し，環境

も大きく異なっている．理数科のカリキュラム自体は

先進的なものであることが多いが，先進国から輸入さ

れた内容であることもよくあり，現地の実態を反映し

ていないこともしばしば見られる．初・中等教育の急

速な拡大に伴う高い生徒・教員比率，教科書や教材の

不足，教員の資格，現地の大学教員や学校教員のもつ

教育経験が旧来のカリキュラムによっていることも大

きく影響し，政策レベルのカリキュラムと，実際の学

校現場で実践されるカリキュラムとの間には大きな

国立教員養成系大学・学部の理数科国際協力参加−その教育研究に与えたインパクト−

Impact of International Math and Science Education Cooperation
in National Universities for Teacher Education

小　澤　大　成

OZAWA Hiroaki

鳴門教育大学教員教育国際協力センター

International Cooperation Center for the Teacher Education and Training

Naruto University of Education

Abstract：National universities for teacher education have participated international 

cooperation for math and science education since 1994. Due to this participation, 

professors and organizations of universities have been changed.

キーワード：教員養成系大学・学部，理数科教育，国際協力，教育研究
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ギャップがある．理数科協力の対象者は，確立された

知識をもつ成人であり，日本における学部教育〜大学

院教育の対象者とは相違していることが多い．

　このような環境のもと理数科の国際教育協力に参加

することにより，教員そして大学は変わったのだろう

か．下條は研究活動の活性化と社会性の向上，教育学

部の機能向上・国際化，国際教育協力を通じた点検・

評価という視点を挙げている４）．大学教員にとってそ

の専門性を生かして理数科の国際教育協力に従事する

ことは，その知を活用した社会貢献となる．また開発

途上国における活動を行うことで大学教員のコミュニ

ケーション能力は進化し，日本の経験の見直し・相対

化や途上国の現実に対応することを通じてより実践的

な内容が加味され，特に教科教育の分野の教育が向上

するであろう．また新たな研究フィールドを得ること

で理数科カリキュラム，教材開発，教員養成，現職教

員研修などに関する研究が活性化されることが期待さ

れる．大学にとっても外部の機関と連携し国際教育協

力を進めることで組織的に進化するはずである．

　本研究では，理数科技術プロジェクト２）に参加した

大学のうち，国立教員養成系大学・学部を選び，教育

研究などに関する影響を調査した．

２．調査対象・方法

　調査対象は北海道教育大学，群馬大学教育学部，東

京学芸大学，信州大学，愛知教育大学，京都教育大学，奈

良教育大学，鳴門教育大学，福岡大学，宮崎大学教育

学部である．教育研究へのインパクトに関しては，各

国立大学法人の中期目標・中期計画（２００４〜２００９年

度）とその達成度報告書によった．研究成果に関しては，

大学が国際協力を行った国名をキーワードとして NII

論文情報ナビゲーター（http://ci.nii.ac.jp/）を用いて検

索を行った．科学研究費補助金の獲得に関しては，大

学が国際協力を行った国名をキーワードとして科学研

究費補助金データベース（http://kaken.nii.ac.jp/）を用

いて検索を行った．

３．技術協力プロジェクトへの参加

⑴　北海道教育大学

　エジプトにおける理数科技術協力プロジェクト「小

学校理数科授業改善」（１９９７年１２月〜２０００年１１月），

「小学校理数科教育改善」（２００３年４月〜２００６年３

月）に主として参加し，またスリランカにおける技術

協力プロジェクト「学校運営改善」（２００５年１０月〜

２００８年１２月）に理科教育の教員２名を専門家として

派遣している５）（表１）．「小学校理数科授業改善」に対し

ては理科教育の長期専門家２名，短期専門家５名，数

学教育の長期専門家１名短期専門家２名，教育学の短

期専門家３名を派遣している６）．「小学校理数科教育改

善」に対しては理科教育の短期専門家１５名算数教育の

短期専門家６名を派遣している５）．

⑵　群馬大学教育学部

　インドネシアにおける理数科技術協力プロジェクト

「初中等理数科教育拡充計画」（１９９８年１０月〜２００５

年９月）に対し，数学教育の短期専門家４名を派遣し

ている６）．また「前期中等理数科教員研修強化」には

数学教育の短期専門家１名を派遣している７）（表１）．

⑶　東京学芸大学

　インドネシアにおける理数科技術協力プロジェクト

「初中等理数科教育拡充計画」（１９９８年１０月〜２００５

年９月）に対し，コーディネーションの役割を果たし，

理科教育の短期専門家を３名（生物教育１名，化学教

育２名），情報教育の短期専門家を１名派遣している６）．

またモンゴルにおける理数科技術協力プロジェクト

「モンゴルにおける子どもの発達を支援する指導法改

善」（２００６年４月〜２００９年７月）に対し，理科２名，

算数・数学１名，IT 教育１名，総合学習１名の短期専

門家派遣を行っている８）（表１）．

⑷　信州大学教育学部

　ガーナにおける理数科技術協力プロジェクト「小中

学校理数科教育改善計画」（２０００年３月〜２００５年８

月）に短期専門家を１名派遣している６）．鳴門教育大

学が民間企業と共同で受託したアフガニスタンにおけ

る理数科技術協力プロジェクト「教師教育強化」（２００５

年６月〜２００７年７月）に短期専門家を１名派遣して

いる（表１）．

⑸　愛知教育大学

　カンボジアにおける理数科技術協力プロジェクト

「理数科教育改善」（２０００年８月〜２００５年３月）お

よび民間企業と共同で受託した「高校理数科教科書策

定支援」（２００５年１１月〜２００８年１１月）に参加．「理

数科教育改善」には，数学の短期専門家３名，物理の

短期専門家１名，生物の短期専門家１名，化学の短期

専門家１名を派遣している６）．「高校理数科教科書策定

支援」に対して理科（物理・化学・生物）１名，化学

１名，数学１名の専門家を派遣している９）（表１）．

⑹　京都教育大学

　フィリピンにおける理数科技術協力プロジェクト

「初中等理数科教育向上開発パッケージ協力」（１９９４

年６月〜２００１年３月）に参加し，理科教育の短期専

門家を１名派遣している６）（表１）．

⑺　奈良教育大学

　カンボジアにおける理数科技術協力プロジェクト

「理数科教育改善」（２０００年８月〜２００５年３月）お
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よび「高校理数科教科書策定支援」（２００５年１１月〜

２００８年１１月）に参加．「理数科教育改善」には，生

物の短期専門家１名を派遣している６）．愛知教育大学

が民間企業と共同で受託した「高校理数科教科書策定

支援」に対して生物１名の専門家を派遣している９）（表１）．

⑻　鳴門教育大学

　南アフリカ共和国における理数科技術協力プロジェ

クト「ムプマランガ州中等理数科教員再訓練計画」

（１９９９年１１月〜２００６年３月），ラオスにおける理数

科技術協力プロジェクト「理数科教員養成」（２００４年

６月〜２００８年６月），民間企業と共同で受託したアフ

ガニスタンにおける理数科技術協力プロジェクト「教

師教育強化」（２００５年６月〜２００７年７月）に対し専

門家を派遣している．

　「ムプマランガ州中等理数科教員再訓練計画」に対し

て評価担当の３名，数学教育担当の６名，理科教育担当

の６名，「理数科教員養成」に対して理科３名，数学１

名の専門家，「教師教育強化」に対して評価１名，理科

２名，数学１名の専門家をそれぞれ派遣している（表１）．

⑼　福岡教育大学

　ガーナにおける理数科技術協力プロジェクト「小中

学校理数科教育改善計画」（２０００年３月〜２００５年８

月）に参加し，短期専門家として１名派遣している６）（表１）．

⑽　宮崎大学教育学部

　ガーナにおける理数科技術協力プロジェクト「小中

学校理数科教育改善計画」（２０００年３月〜２００５年８

月）に参加し，短期専門家として１名派遣している６）（表１）．

４．各大学の社会との連携，国際交流等に関する目標

とその達成度

⑴　北海道教育大学

　中期目標の中に「学校教育に関する国際協力におい

て拠点大学としての役割を果たす」ことを掲げている．

これをふまえ，教育・研究に係る国際貢献活動を推進

するため，国際協力部門を備えた「国際交流・協力セ

ンター」を２００５年度に設置し，「北海道教育大学　国

際協力に関する指針」を制定し，国際協力業務に全学

的体制で取り組むことを明確にしている．日本国際協

力センターとの交流協定を締結し，国際交流コーディ

ネーターの受け入れ，講座の開設による学生の国際意

識の涵養を図っている．JICA のコンサルタント登録を

行い，プロジェクト受注体制を整備し，「エジプト国小

学校理数科教育改善プロジェクト」の受注，「スリラン

カ国学校運営改善プロジェクト」への専門家派遣，集

団研修「初等理数科教授法」の企画提案・受注などを

行っている．またNGOや他大学などと連携し国際協力

を推進する様々な事業に取り組んでいる．さらに人間

地域科学課程に国際文化・協力専攻を置き，国際交流・

協力の教育体制を整備している１０）．

表１　教員養成系大学・学部と JICA 理数科プロジェクト

派遣専門家数期　　　間プロジェクト名対　象　国大　学　名

長期３短期�����������������小学校理数科授業改善
エジプト北海道教育大学

短期�������４������３小学校理数科教育改善

短期４�������������９初中等理数科教育拡充計画
インドネシア群馬大学教育学部

短期１�����５��������前期中等理数科教員研修強化

短期４�������������９初中等理数科教育拡充計画インドネシア
東京学芸大学

短期５�����４������７子どもの発達を支援する指導法改善モンゴル

短期１�����３������８小中学校理数科教育改善計画ガーナ
信州大学教育学部

短期１�����６������７教師教育強化アフガニスタン

短期６�����８������３理数科教育改善
カンボジア愛知教育大学

短期３���������������高校理数科教科書策定支援

短期１�����６������３初中等理数科教育向上開発パッケージ協力フィリピン京都教育大学

短期１�����８������３理数科教育改善
カンボジア奈良教育大学

短期１���������������高校理数科教科書策定支援

短期���������������３ムプマランガ州中等理数科教員再訓練計画南アフリカ

鳴門教育大学 短期４�����６������６理数科教員養成ラオス

短期４�����６������７教師教育強化アフガニスタン

短期１�����３������８小中学校理数科教育改善計画ガーナ福岡教育大学

短期１�����３������８小中学校理数科教育改善計画ガーナ宮崎大学教育学部
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⑵　群馬大学教育学部

　全学の中期目標の中に「国際交流に関しては，外国

諸機関との交換留学制度や共同研究を活発化させる．

また，多くの国からの留学生を受け入れるとともに，

海外から優れた研究者を客員教授として受け入れ，教

育・研究の活性化を図る．さらに，国際協力事業に積

極的に参加し，開発途上国への知的支援，技術患者在

宅医療支援のネットワークを構築する」ことを掲げて

いる．これをふまえ，国際交流企画室国際協力事業専

門部会を通じ，開発途上国の大学，研究機関等の研究

者との共同研究やワークショップの開催及び国際機関

への協力を積極的に推進した．教育関係の協力分野は，

教員養成，理数科教育分野等である．JICA のプロジェ

クト「現職教員研修政策実施支援計画（ガーナ）」，「前

期中等理数科教員研修強化プロジェクト（インドネシ

ア）」に参加している１１）．

⑶　東京学芸大学

　中期目標の中に「国際協力機関，非政府組織（NGO），

非営利組織（NPO）等との連携を推進する」ことを掲

げている．これをふまえ JICA と研修員の受入れ，専

門家の派遣に関する契約を締結し，事業協力を行った．

また，国際協力銀行（JBIC）の中国内陸部人材育成事

業による研修員受入を行った．「モンゴル国子どもの発

達を支援する指導法改善プロジェクト」に民間企業と

ともに参加している１２）．

⑷　信州大学教育学部

　全学の中期目標の中に「公的機関や地域団体との連

携を図りつつ，本学を地域の国際交流の拠点とする」

ことを掲げている．これをふまえ，「JICA 等の協力に

より，国際協力に対するシンポジウム及び講演会の開

催，長野県 JICA派遣専門家連絡会に参加する等公的機

関や地域団体と連携・協力して，開発途上国等に対す

る技術協力や教育面での協力に向けた活動を行った」

としている１３）．

⑸　愛知教育大学

　中期目標の中に「教職員・学生それぞれに最適な国

際交流の在り方を構築し，留学生の受入と派遣及び教

職員の国際交流を進めながら，国際的な視野をもった

教育関係者の育成に努める．」ことを掲げている．これ

をふまえ，JICA 集団研修等を毎年に受入れるとともに，

JICA 技術協力プロジェクト「カンボジア国高校理数科

教科書策定支援プロジェクト」を国際コンサルタント

会社との共同企業体で受託している１４）．

⑹　京都教育大学

　中期目標の中に「大学の研究成果や人材を，地域や

国際協力に活用するための取組みを充実する」ことを

掲げている．これをふまえ，「教員研修留学生の受け入

れや現職教員の研究留学生受け入れ，中国政府派遣外

国人研究員受入れにより教育および教員養成に関する

共同研究と研究指導を行った．国際共同研究・国際協

力の充実を図るため，附属学校も含めた全学的な国際

教育協力，国際共同研究に関する調査を行った」とし

ている１５）．

⑺　奈良教育大学

　中期目標の中に「留学生の交流，その他諸外国等と

の教育研究上の交流を促進する」と，国際教育協力関

係の活動は目標に入っておらず，達成度の記載の中に

も見当たらない１６）．

⑻　鳴門教育大学

　中期目標の中に「国際的な学術交流及び学生交流を

推進する」を掲げている．これをふまえ，２００５年度

に教員教育国際協力センターを設置し，外国人客員研

究員の受入により共同研究を行ったほか，同センター

事業として，国際教育協力専門家会議，国際教育協力

フォーラム等を実施している．また２００５〜２００７年

度には JICA の研修を１２件受託し，開発途上国の教育

支援を行っている．JICA 留学生を中心とした理数科専

攻の学生に対して，英語による授業を実施している．

また，２００８年度から修士課程に短期修了が可能となる

コース（国際教育協力コース）を設置している１７）．

⑼　福岡教育大学

　中期目標の中に「国際交流を活発に行うための諸施

策を整備・推進することにより，本学の教育研究の国

際化を図る」を掲げている．これをふまえ，国際交流・

国際貢献活動に関する基本方針を策定し，大学として

国際交流・国際貢献活動に広汎に取り組む体制を整え

るとともに，２００７年度にはNGOとの連携に着手し，カ

ンボジアの理数科教員研修事業や英語アフリカ圏中等

理数科教育研修生の受入を行っている．なおこの研修

受入はそれぞれ１日ずつである１８）．

⑽　宮崎大学教育学部

　中期目標の中に「開発途上国等への支援を推進する」

を掲げている．これをふまえ，２００５年度にコンサル

タント登録により JICA 事業に直接参加する資格を得，

２００６年度には国際連携センターに国際協力部門を設

置して途上国支援事業を実施している１９）が教育関係の

取り組みはまだ行われていない．

５．研究に関する実績

⑴　北海道教育大学

　エジプトのプロジェクトが開始された１９９７年以降，

エジプトの理数科教育に関する研究を行い，その成果

を２０００年以降８編発表している．内訳は，理科教育

に関するもの６編，数学教育に関するもの２編である．

科学研究費補助金については２００２〜２００４年度に環
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境教育に関する基盤研究�，２００８年度に小学校理科教

育に関する特別研究員奨励費を獲得している．また

２００５年度に筑波大学の研究者が行った算数教育に関

する基盤研究�に分担者として参加している（表２）．

⑵　群馬大学

　インドネシアの教員養成，数学教育，理数科プロジェ

クト等に関する研究を行い，その成果を１９９９年以降

１８編報告している．内訳は，教員養成に関するもの

７編，インドネシアの教育に関するもの５編，数学教

育に関するもの３編，理数科プロジェクトに関連した

もの３編である．科学研究費補助金については関連す

る研究では採択されていない．

⑶　東京学芸大学

　インドネシアのプロジェクトが開始された１９９８年

以降，理科教育，科学教育，国際協力に関する研究８

編が発表されている．内訳は理科教育に関するもの４

編，科学教育に関するもの３編，国際協力に関するも

の１編である．またモンゴルのプロジェクトが開始さ

れた２００６年以降，総合学習に関する研究２編が発表

されている．科学研究費補助金については，広島大学

の研究者が行った理数科教育の援助に関する基盤研究

（A）に分担者として参加している（表２）．

⑷　信州大学教育学部

　ガーナのプロジェクトが開始された２０００年以降，

ガーナの理数科教育に関する研究３編が発表されてい

る．科学研究費補助金については，関連する研究では

採択されていない．

⑸　愛知教育大学

　カンボジアのプロジェクトが開始された２０００年以

降，カンボジアの理科教育，数学教育などに関する１２

編の研究が発表されている．理科教育に関するもの７

編，数学教育に関するもの４編，理数科教育に関する

もの１編である．科学研究費補助金については，関連

する研究では採択されていない．

⑹　京都教育大学

　フィリピンのプロジェクトが開始された１９９４年以

降，フィリピンの理数科教育などに関する１２編の研究

が発表されている．理数科教育に関するもの８編，そ

の他１編である．科学研究費補助金については，１９９８

年度〜２０００年度および２００１年度にいずれも教師教

育に関する基盤研究�が採択されている（表２）．

⑺　奈良教育大学

　カンボジアのプロジェクトが開始された２０００年以

降，カンボジアの理科教育に関する３編の研究が発表

されている．科学研究費補助金については，関連する

研究では採択されていない．

⑻　鳴門教育大学

　南アフリカのプロジェクトが開始された１９９９年以

降，南アフリカの理数科教育に関連する研究を２１編発

表している．理科教育に関するものが１０編，数学教

育に関するものが５編，現職教育に関するものが３編，

学校教育に関するものが３編である．ラオスの理数科

教育に関連した支援はプロジェクト開始以前も行われ

ていたため，２００１年以降１３編の研究が発表されてい

表２　科学研究費補助金獲得状況

研究機関研究種目期　　　間課　　　題　　　名大　学　名

北海道教育大学
特別研究員
奨　励　費

����年度〜����年度
エジプトの小学校理科教育に対する仮説実験授
業戦略の効果

北海道教育大学 北海道教育大学基盤研究�����年度〜����年度
大学教育のためのプロジェクト型環境教育プロ
グラムの開発

筑波大学基盤研究�����年度〜����年度
「万人のための教育」で課せられたニュメラシー
育成方略に関わる国際共同研究の企画

広島大学基盤研究�����年度〜����年度
日本の発展途上国に対する理数科教育援助 :教室
レベル・インパクトの評価

東京学芸大学

京都教育大学基盤研究�����年度〜����年度
アジア諸大学との教師教育カリキュラム共同開
発に用いる遠隔授業システム設置の調査

京都教育大学

京都教育大学基盤研究�����年度〜����年度
時代変化に対応する教師教育と現職教育のモデ
ル・カリキュラムの開発と試行

鳴門教育大学基盤研究�����年度〜����年度
教員養成大学大学院の開発途上国進出に向けて
の学術調査研究

鳴門教育大学

筑波大学基盤研究�����年度〜����年度
「万人のための教育」で課せられたニュメラシー
育成方略に関わる国際共同研究の企画

鳴門教育大学基盤研究�����年度〜����年度
教員養成系学部学生の教科カリキュラム編成能
力開発に関する研究

鳴門教育大学基盤研究�����年度〜����年度
日本・アジア・アフリカの学校の連携による自然
環境教育に関する研究
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る．内訳は数学教育に関するものが７編，理科教育に

関するものが６編である．アフガニスタンのプロジェ

クトが開始された２００５年以降，理科教育に関する研

究が１編公表されている．科学研究費補助金について

は，２００４年度〜２００５年度に環境教育に関する基盤研

究�，２００４年度〜２００６年度および２００６年度〜２００７

年度に教員養成に関するそれぞれ基盤研究�と基盤研

究�が採択されている．また２００５年度に筑波大学の

研究者が行った算数教育に関する基盤研究�に分担者

として参加している（表２）．

⑼　福岡教育大学

　ガーナのプロジェクトが開始された２０００年以降，

ガーナの理科教育に関する研究２編が発表されている．

科学研究費補助金については，関連する研究では採択

されていない．

⑽　宮崎大学教育学部

　ガーナのプロジェクトが開始された２０００年以降，

ガーナの理科教育に関する研究１編，研修に関する研

究１編が発表されている．科学研究費補助金について

は，関連する研究では採択されていない．

６．おわりに

　教員養成系大学・学部が取り組んだ理数科の国際協

力は，大学の運営，教育および研究に相応の影響を与

えていて，その影響は特に派遣専門家の数やプロジェ

クトに対する取り組み方と関連していることが判明し

た．エジプトにおける２つの技術協力プロジェクトに

長期専門家３名，短期専門家を合計で３１名派遣した北

海道教育大学，そして南アフリカ，ラオス，アフガニ

スタンにおける３つの技術協力プロジェクトに合計

２３名の短期専門家を派遣した鳴門教育大学が専門家

派遣数では，群を抜いており，これらの教員養成系大

学が国際協力に力を入れていることがわかる．そのこ

とは北海道教育大学が国際協力部門を備えた国際交

流・協力センターを２００５年度開設し，「北海道教育大

学　国際協力に関する指針」を制定するなど国際協力

業務に全学的体制で取り組むことを明確にしているこ

と，また鳴門教育大学が２００５年度に教員教育国際協

力センターを設置していることなど組織的な体制が整

備されていることからも明らかである．この両大学で

は，北海道教育大学が人間地域科学課程に国際文化・

協力専攻を置き，また鳴門教育大学も２００８年度より

大学院修士課程に国際協力教育コースを開設するなど

教育面にも影響が及んでおり，国際協力懇談会報告

２００６にある国際開発協力を通じた大学改革２０）が進行

しつつある．宮崎大学も２００６年度には国際連携セン

ターに国際協力部門を設置して途上国支援事業を実施

しているが，総合大学ということもあり教育分野の協

力はまだ行われていない．

　インドネシアの技術協力プロジェクトでコーディ

ネーションの役割を果たした東京学芸大学，カンボジ

アのプロジェクトに９名の短期専門家を派遣した愛知

教育大学も民間企業と共同で国際協力事業を行ってい

る．

　研究に関しては技術協力プロジェクトに参加した大

学は前述したように多くの研究成果を発表しており，

国際協力に参加することで今までにない研究分野を得

て多様な研究が実施されていることがわかる．科学研

究費補助金に関しては，理数科教育の国際協力に関連

する研究として北海道教育大学，京都教育大学および

鳴門教育大学が補助金を獲得している．また北海道教

育大学，東京学芸大学，鳴門教育大学の研究者は他大

学の研究者の分担者として研究に参加している．

　このように教員養成系大学・学部にとって国際教育

協力は社会貢献の一つであり，大学によってはその特

色の一つとなっている．今後は，多くの大学で行われ

ている学生の国際意識の涵養だけでなく，日本の理数

科を中心とする教員養成にどのように生かしていくか

が課題であろう．
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研究論文
� 鳴門教育大学国際教育協力研究　第４号，�����，����

１．はじめに

　鳴門教育大学教員教育国際協力センター（以下，

INCET）では，派遣現職教員の任地での活動の支援を

目的とする文部科学省「国際協力イニシアティブ」教

育協力拠点形成事業として，平成１９年度は「派遣現

職教員の活動の幅を広げるハンズオン素材とその活動

展開モデルの開発」を実施した．平成２０年度は，平

成１９年度の事業の成果を踏まえ，「日本国内での実践

知を反映したハンズオン教材の集約」に取り組んだ．

　平成１９年度の事業では，任地で手に入る廉価な材料

を用いて，生徒を引き付ける面白みのある授業を展開

できる「ハンズオン素材」の集約とその活動展開モデ

ルの開発に着手した．そして，東南アジア地域からバ

ングラデシュ人民共和国をアフリカ地域からタンザニ

ア連合共和国をそれぞれ選定し，両国において授業実

践をおこなった．ハンズオン素材の集約にあたっては，

青年海外協力隊や派遣現職教員などの隊員間での成果

伝達の橋渡しも兼ねる目的から，派遣中・帰国後の隊

員に呼びかけ，実際に自分が任地において開発した教

材の提供も募った．最終成果物として，「途上国で手に

入る材料で子ども達を引き付ける授業ができるハンズ

オン素材集」（服部・青山，２００８）の他，文部科学省

「国際協力イニシアティブ」教育協力拠点形成事業の

関連情報の整備・管理をおこなっている筑波大学教育

開発国際協力研究センター（CRICED）が管理・運営

する HP「国際協力イニシアティブ」ライブラリへの

データ登録と，INCET の HP 上に「ハンズオン素材デー

タベース」を設置した（青山，２００８）．

　本稿では，平成２０年度の事業展開から最終成果物

「開発途上国で手に入る素材を活かすハンズオン教材

の作り方」（服部・松嵜，２００９）の作成に至るまでの

経緯と，事業の反省点について報告し，今後の事業展

開の方向性について検討する．

２．平成２０年度の事業の背景と目的

　平成２０年度の事業は，平成１９年度の事業の反省か

らはじまった．ハンズオン素材の集約と成果および評

価から次の２点が課題として浮かび上がった．「１）「大

学の知の活用」という観点から，集約された素材はま

だ不十分な点が多く，改善を必要とする．２）すでに相

当数のハンズオン素材が集約されたが，各教科各単元

が揃っておらず，隊員からの広範なニーズに応えられ

日本国内の実践知を反映したハンズオン教材の集約と教材の作り方

−パラオ共和国アイライ小学校における実践事例紹介を通じて−

Gathering Hands-on Teaching Materials & Procedures to Make Materials:
Introduction of Case Study of Lesson Practice at Airai Elementary School in Republic of Palau

松　嵜　昭　雄

MATSUZAKI Akio

鳴門教育大学教員教育国際協力センター

International Cooperation Center for the Teacher Education and Training

Naruto University of Education

Abstract：In this paper, the result of our project implemented by INCET, named “The 

hands-on materials-intensive reflected practical wisdom in Japan” is reported, 

which is a part of  “Cooperation Bases System” promoted by MEXT. This 

project focus on process to make hands-on teaching materials. As case study 

lesson practice in Republic of Palau with teaching materials is introduced.

キーワード：国際協力イニシアティブ，ハンズオン（教材，素材），パラオ共和国
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るだけの蓄積には至っていない．」（文部科学省内 HP

より）

　以上のことから，次のような事業展開を構想した．

国際教育協力に携わる大学教員によるハンズオン素材

に対する評価・改善をおこない，その質的向上を図る

とともに，各大学で実施されている教育協力事業にお

いて開発されているハンズオン素材の集約を進める．

また，ハンズオン素材が現地の言語に翻訳されている

ことによる利点は非常に大きく要請も多いことから，

英語，スペイン語を中心として，可能な範囲で多言語

翻訳を進める．

　そして，平成２０年度の事業では，以下の３点を目

標として設定した．「第１に，集約されたハンズオン素

材に対して，教育の専門家の視点から検討を加え，評

価・改善を行う．第２に隊員からのニーズに応えるべく，

ハンズオン素材の充実を図る．今般のハンズオン素材

集約方法は，隊員に対する呼びかけではなく，国内大

学で実施されている国際教育協力事業の中で開発され

たハンズオン素材の収集である．第３に，集約したハ

ンズオン素材の多言語化を進めることである．」（文部

科学省内 HP より）

　ハンズオン素材に対する検討の中では，個別のハン

ズオン素材の改善をおこなうことに加え，授業改善へ

の効果や有用性，扱う教師の力量に対する要求度など

様々な観点から分類し，利用する隊員および現地教員

への指標の提供を目指す．こうすることで個々の隊員

の状況に応じた有益なリソースを提供することへとつ

ながる．また，ハンズオン素材が現地語に翻訳されて

いることで，現地教員（カウンターパート）等とも情

報を共有することができ，隊員と現地教員が共同して，

授業構成に対する検討ができるようになる．

３．ハンズオン教材の集積に向けた取り組み

　平成２０年１２月１９日に実施した，事業の活動実施

者による研究会において，教材作成に必要となる素材

とハンズオン素材を区別することや，教材の製作過程

について手順を写真入りで示すことによって，ハンズ

オン教材を初めて目にする隊員や現地教員に対しても，

ハンズオン教材の製作が容易になるよう改善すること

とした．そして，見開き２ページを基本として１つの

教材をまとめることで，見やすさにも配慮することと

した．研究会におけるこれらの指摘を踏まえ，平成２０

年度の事業では，平成１９年度の事業で集約した素材群

についてのフォーマットを変更するとともに，新たな

ハンズオン教材の開発にも着手することとなった．以

下は，フォーマット変更にともなう，平成１９年度の

事業で設定していた項目と平成２０年度の事業に設定

した項目の関係である．

　変更を加えていない項目は，「タイトル」「ねらい」

「対象概念」「指導する際のポイント」「留意点」「製作

者」である．削除した項目は，「教科」「単元」「コメン

ト」「図表・写真等」「出典」である．「教科」および

「単元」の項目を削除した理由は，教科教育の知見を

もとに教材化が進められているものの，開発途上国に

おいては必ずしも対応する教科がないことや，指導内

容によっては，特定の教科による項目で分類が困難な

教材が多いことによる．整理・統合した項目は，以下

のものである．「必要な材料」は，「ハンズオン素材と

準備」と「必要となる材料」に分けた．その理由は，

開発途上国で入手可能な素材によって代替可能な材料

と，文房具のような授業および教材作成に「必要とな

る材料」に区別するためである．また，「教材の作り

方」「教材の使い方」「授業の流れ」の項目をまとめて，

「製作過程」として，写真入りで掲載することにした．

そして，「言語」は「国名（言語）」に変更し，授業の

中で実際に使用した素材について記す「使用素材」と

いう項目を新規に設け，「学年」「時間数」と合わせて，

「事例紹介」にまとめた（資料１，資料２）．

４．パラオ共和国における授業実践

　鳴門教育大学大学院学校教育研究科国際教育協力

コースの授業「国際教育協力演習Ⅱ（現地演習）」とし

て，平成２０年１月１２日から２６日の期間渡航し，パ

ラオ共和国（以下，パラオ）のアイライ小学校（Airai 

Elementary School）において，大学院生が図画工作・

美術教育の実践をおこない，筆者は大学院生の引率と

授業と担当した．

　アイライ小学校は，第１学年から第８学年までの児

童・生徒が在籍しており，すべての学年で異なる教材

を準備して授業を計画した．しかし，ハンズオン教材

の利用という観点から当初の計画を変更し，第３学年

と第７学年では，同じ教材「スクラッチの不思議」を

使用し，比較をおこなうこととした．本稿では，この

教材を例にとって説明する．

⑴　第３学年における取り組み

　第３学年では，教材として，白ボール紙（白色）を

１人２枚準備してお

き，額縁となる部分も

予め準備をしておい

た．授業前に担任を通

して，スクラッチ用具

を持参してくるよう

児童に連絡をお願い

してあったが，残念な 写真１
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がら準備をしてきた児童はいなかった．そのため，ス

クラッチ用具は，予め準備をしておいたフォーク，プ

ラスチック製スプーン，定規，コイン（日本の５円硬貨），

楊枝，竹串を用いた（写真１）．

⑵　第７学年における取り組み

　第７学年では，ボール紙（四つ切）を１人２枚準備

したが，額縁部分は準備をせず，額縁づくりも授業の

中でおこなった．スクラッチ用具は，予め準備をして

おいたものも利用可能としたが，自宅や学校の周辺か

ら適当なものを探してくるよう指導した．プラスチッ

ク製フォーク，アルミファイル，ゼムクリップ（写真２），

ボタン，石（写真３）の他，コイン（パラオの硬貨），

釘，ビーズなどをスクラッチ用具として用いている生

徒がいた．

　また，「わたしのパラオ（My Palau）」というテーマ

を生徒に与え，作品をつくるように指示したため，生

徒は各々がテーマを設定した．テーマの一例として，

バイ（写真４）やストーリーボード（写真５）を額縁

としている生徒がいた．

　バイを形取った額縁づくりに取り組んだ生徒は，額

縁を飾るためにココナッツの葉や皮を準備し（写真６），

さらに，学校の校庭から石を拾い集め（写真７），「My 

Abai」という作品を製作した（写真８）．

　ストーリーボードを形取った額縁づくりに取り組ん

だ生徒は，額縁を飾るためにビーズや貝殻を準備し，

「My Turtle」という作品を製作した（写真９）．

５．ハンズオン教材の集約

　４．で紹介した，パラオにおける実践事例については，

指導案作成のもととなった日本の小学校における実践

事例を「教材の作り方」として，授業の実際に対応す

る内容を「実践事例」として紹介している．そして，

平成１９年度事業の項目である「教材の作り方」の説

明は原則変更を加えず，「製作過程」の説明としている．

　多言語翻訳を，すべての教材について進めており，

最終成果物の１つである冊子には，５言語（日本語，

英語，フランス語，スペイン語，アラビア語）が翻訳

済みの教材を収録した．そして，この冊子とは別に，

平成２０年度の事業では，各言語のみを収録した別冊を

準備することとした（写真１０）．

　INCET では，JICA 受託事業として地域特設「中東地

域小学校理数科教育改善」研修や地域特設「仏語圏ア

フリカ INSET 運営管理（校内研修導入，改善支援）」

研修をおこなっている．前者の研修地域では，アラビ

ア語が使用されており，後者の研修地域では，フラン

ス語が公用語となっている．これらの地域の研修員に

写真４　バイは，パラオの

伝統的な集会所で，写真は

現存するアイライ州にある

最古のもの．

写真２　　　　　　　　　　　写真３

写真５　ストーリーボード

にはパラオの神話等が彫り

こんであり，代表的土産の

１つとなっている（写真は

パラオ政府観光局 HPより）．

写真６　　　　　　　　　　　写真７

写真８

写真９
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対しては，５言語すべてを収録した冊子を配布するので

はなく，各地域で使用されている言語のみを収録した

別冊の配布を予定している．このような資料提供によ

り，各国の実態に即した教材作成や素材について，また，

各国のニーズに応える教材開発について，意見交換が

可能になると期待できる．平成２１年度に予定されてい

る各研修において，実際に取り組んでいく予定である．

６．おわりに

　平成１９年度と平成２０年度の事業を進めてきた結果，

以下の３点の課題が浮上してきた．

１）派遣現職教員に対する「ハンズオン」の趣旨，

教材の周知徹底不足

２）教材の見直しと評価の必要性

３）開発途上国における「ハンズオン教材」を活用

した実践事例数の確保

　１点目の課題は，派遣される隊員の方々を対象とし

た「ハンズオン」概念の周知を図ることと，「ハンズオ

ン」概念を十分備えた教材を提供することが必要であ

る．この課題は，JICA 青年海外協力隊事務局の方々か

らのコメント１）を踏まえたものである．平成２１年４

月７日には，平成２１年度青年海外協力隊現職教員特別

研修プログラムの中で，派遣現職教員を対象とした，

ハンズオン教材についてのワークショップをおこなう．

派遣前に実際にハンズオン教材に関する理解を促進し，

任地において教材作成の際の手助けとなるよう，教材

のデータベース化を更に進めていくこと，逐次的な情

報提供を呼びかけていくことが大切である．

　２点目の課題は，１点目の課題を踏まえ，これまで

に集約・開発を進めてきたハンズオン教材の中から，

「ハンズオン」教材として使用に耐えうるものへの精

選を前提とする．開発途上国において適用可能な汎用

性を備えたものであるかどうかを精選の視点として，

教材を見直す．派遣現職教員をはじめ任地で活動して

いる青年海外協力隊隊員の方々の視点からハンズオン

教材の評価をおこない，開発途上国独自の教材開発お

よび授業実践における教材の質的向上を図ることが必

要である．

　３点目の課題は，平成１９年度の事業で開発した活動

展開モデルを踏まえ，指導案を作成し，開発途上国に

おける授業の提案を想定している．提案する授業は，

異なる開発途上国であっても，可能な限り同一の教材

を用いることにする．当然のことながら，各国の事情

により，入手できるハンズオン素材は異なり，独自の

教材が作成されることになる．そのような実践事例に

ついて比較・検討をおこない，ハンズオン教材として

の評価としていきたい．

註

１）JICA 青年海外協力隊事務局の技術顧問である橘

克彦氏より，本事業の展開，ハンズオン素材の収集

や教材の開発に対する貴重な意見を頂いている．ま

た，本稿で紹介した，パラオにおける授業実践に対

しても貴重な意見を頂きました．この場をかりて御

礼を申し上げます．
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研究論文
� 鳴門教育大学国際教育協力研究　第４号，�����，����

１．パラオ共和国の概要

　パラオ国は人口２万人ほどのマレー系のカナカ人，

カナカ人とドイツ，日本，米国との混血で構成された

国家である．人口２万人のうち１．５万人がパラオ人，

５千人が出稼ぎの外国人である．１６世紀にスペイン人

がミクロネシアの島々を発見し，１８９９年にドイツに売

却した．１９１４年には日本が占領し，１９２０年には日本

の委任統治領となった．１９４７年には国連の信託統治領

として米国の統治下に入り，１９７８年にはミクロネシア

連邦から脱退して１９８１年に自治政府を発足し，１９９４

年に独立した．

⑴　パラオ国の教育施策

　パラオ国の教育施策は，他の大洋州諸国と同様に米

国の影響を大きく受けている．その状況下でパラオ国

は独立前の１９８８年に数学のカリキュラムである

Mathematics Curriculum Framework（MCF）（図１）を

発刊している．パラオ国は独立するまでに教育施策を

計画的に作成していたことがわかる．２００８年から改訂

カリキュラムによる教育が実践される予定であるが，

２００８年の１４ th Education Convention（教育研究大会）

に参加した時点ではすべては公表されていなかった．

パラオ国における初等中等算数・数学教育向上の今後の展望

Foresight for Improvement on Arithmetic and Mathematics Education in Republic of Palau

金　児　正　史

KANEKO Masafumi

東京女学館中学校・高等学校

Tokyo Jogakkan Girl’ s High School and Middle School

Abstract：In 2008, 14th Education Convention was held in Republic of Palau. The content 

of arithmetic and mathematics education of this convention and the content of 

discussion with JOCV are reported here. Palau put away the power of 

mathematics education with eager motivation now.

キーワード：国際協力機構（JICA），

　　　　　　パラオ国「初等中等算数・数学教育算数指導力向上」フォローアップ協力，

　　　　　　Mathematics Curriculum Framework（MCF），

　　　　　　大洋州地域初等中等算数・数学科コース（大洋州地域特設研修），

　　　　　　14th Education Convention（教育研究大会）

図１　Mathematics Curriculum Framework
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そこで本稿では１９８８年に作成されたカリキュラムを

中心にパラオ国の教育施策を示す．

　パラオ国の小学校は１年生から８年生，高等学校は

９年生から１２年生である．２００８年現在，公立学校は

１７小学校と１高等学校の１８校で，生徒は合計２９２２

名である．また教師は２７４名である．私立学校は小学

校が２校，高等学校が５校である．私立短期大学は１

校あるが大学に進学する場合はグアム大学やアメリカ

の大学へ留学することが多い．

　さてMCFには１年生から１２年生までが学ぶ学習内

容と学習目標がまとめられている．MCF の冒頭にある

原理的な説明では，コンピュータやテクノロジーが社

会に大きく進出しているこの時代に備えるために数学

は欠かせないと書き出し，日常生活のあらゆる場面で

数学的技能が求められているとも述べている．１２年間

を通した学習単元はどの学年も①数と数の理論，②計

算力の向上や計算を伴う日常的な活動，③量と測定，

④幾何，⑤確率と統計，⑥数学的考え方や論理の獲得

の６領域に大別されている．高等学校最上級生の選択

数学では三角関数や複素数まで学ぶ．MCF の学習内容

と学習目標はその多くのページを８年生までに割いて

おり，MCF が初等教育に重点を置いて作成されている

ことがわかる．

⑵　パラオ国の教育課題

　今回パラオ国を訪問した目的は「初等中等算数・数

学教育算数指導力向上」フォローアップ協力の調査に

ある．これは２００６年から鳴門教育大学で実施してい

る JICA の研修員受け入れ事業の大洋州地域初等中等

算数・数学科コース（大洋州地域特設研修）のフォロー

アップ協力である．２００７年の本邦研修の研修員はパラ

オ国教育省の数学教育カリキュラム作成担当官のハド

リーンであり，２００８年の研修員はアイライ小学校長の

デイビッドだった．彼らが今回のフォローアップの対

象者である．ハドリーンからは事前にフォローアップ

協力にともなって提案書が送付されてきた．ハドリー

ンは数学教育を担当するただ一人の教育省の担当官で

ある．彼女は新しいカリキュラムを軌道に乗せるため

の激務をぬって，日本から帰国した研修員にどのよう

な目的と内容のフォローアップ研修が有用なのかも質

問されてこられた．その一方で７月２９日から３１日に

実施される教育研究大会では，いくつかのセッション

に分けて本邦研修の一端を紹介してもらいたいという

意向も持っておられた．ハドリーンが求めていたセッ

ションの内容は，授業時間のマネジメント，教室の内

外におけるしつけ，学習意欲をわかせる授業の仕方と

いったものだった．ハドリーンからの提案書の前文に

は，国内で実施される研修会で学んだことを授業に生

かすのに苦労している教師が多いこと，多くの教師が

時間のマネジメントと教室のマネジメントに苦労して

いること，特に５年生から８年生を指導する教師が幾

何，統計，量と測定，代数の指導に苦労していること

も書かれていた．時間のマネジメントではどのように

授業の最初と最後を構成したらよいか，授業と授業の

時間的なメリハリをどうしたらよいか，教室のマネジ

メントでは教室を快適な学習環境にするための教師の

工夫と生徒へのしつけをどうするか，黒板のマネジメ

ントではどのように授業の目的や教材などを黒板を利

用して提示すればよいかなど，具体的に考えを示して

欲しいと求められた．またマイクロティーチングの方

法やそのよさ，日本の研究授業の方法やそのよさ，授

業公開の意義や効果についても話して欲しいと求めら

れた．

　パラオ国では高学歴者はアメリカの大学を卒業して

いる．一方教員には高学歴者は少なく，高等学校卒業

後に教員になる場合が多い．トレーニングを受けてい

ない教員が多いことから，パラオ国では２００７年から

教員免許取得が義務づけられている．その結果，およ

そ３割の教員は国内の短大で実施されるスクーリング

に一生懸命になり，そのレポート提出に精力を注いで

授業に集中できないでいる状況にある．また教育省は

指導案の提出を教員に義務づけているが，提出のため

の指導案になってしまっているという問題点もあると

いう．また，１つの授業ができても他の授業との関連

も視野に入れて授業できる教員は多くないと聞いた．

また小学校１年生から落第があるという，生徒には厳

しい環境である．また時間通りに授業が終わらずに休

み時間が短かかったり，トイレが混んでいるので授業

中でもトイレに立つ生徒がいると聞いた．教科書はす

べて米国のものを使用している．

　この状況の中で，JICA は算数の基礎教育の改善等の

支援を目的として２００８年現在，教育省に SV １名と

JOCV １名，公立小学校６校に６名の JOCV を，公・

私立高等学校各１校ずつに２名の JOCV を派遣してい

る．JICA がパラオ国に派遣しているすべての SV およ

び JOCV２２名のうち教育関係のボランティアに１０名

が携わっている．

２．教育研究大会で実施されたセッション

　３日間の教育研究大会には８つのセッションの枠が

あり，健康教育やカウンセリング，生活指導はもとより，

教育評価，改訂されたカリキュラムの解説，パラオを

取り巻く環境問題までも取り扱われていた．事前に配

布された発表要項によればおよそ５０種類のセッショ

ンが開催される予定になっていた．また参加したい

セッションが同じ時間帯に重複するのをカバーするた
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パラオ国における初等中等算数・数学教育向上の今後の展望

めに，同じ題目のセッションが何回か繰り返されて，

合計１３０以上のセッションが実施される計画になって

いた．ただ会場に行くとセッションが中止になってい

たり，追加のセッションも行われていたので実態はわ

からない．その中で数学にかかわるセッションは，改

訂された数学のカリキュラムの解説，JOCV が中心に

なって作成した算数のテキストを利用した授業事例の

発表，調査団員による研究授業を中心とした解説と事

例紹介が予定されていた．ただ教育省に１人しかいな

い数学担当官のハドリーンのご家族にご不幸があって

彼女が教育研究大会に一切参加できないというアクシ

デントがあったために改訂された数学のカリキュラム

の解説はすべで中止された．興味深く拝聴しようとし

ていたので残念だった．なお，２００８年度の大洋州地

域特設研修員だったデイビッドは鳴門教育大学での研

修内容の紹介，研究授業の大切さなどを力説するセッ

ションを行い，多くの先生方の関心を引き出していた．

本邦研修の意義を実感された先生のセッションの価値

は非常に高いと感じた．

３．教育研究大会の数学に関するセッション

　数学については JOCV による算数のテキストを利用

した授業事例の紹介と，調査団員による教材の紹介や

研究授業の考え方を示すセッションが行われた．これ

らのセッションの内容を以下で紹介する．

⑴　JOCV が作成したテキスト

　１７年度に派遣された JOCV が中心になって作成し

始めた MATH Getting Ready for Grade １（図２）を用

いた授業展開例が発表された．この小学校１年生用の

テキストは，数の概念がなかなか定着しない現状を打

破したいと考えた JOCV が日本と米国の教科書を参考

にしながら独自に作成したものである．パラオ国は小

さな島をのぞけばその領土は大きな２島で構成され、

それを結ぶ道路網は完備されている．こうした地理的

条件から，JOCV が集まるつもりになれば集まれる希

有な環境にある．その環境を利用して毎月開催してい

る「算数部会」に参加した３代にわたる JOCV たちが，

MATH Getting Ready for Grade １を完成させた．また

生徒用テキストだけでなく教師用指導書（図３）も作

成した．

　教師用指導書は生徒用のテキストを縮刷してほとん

どのページに側注と脚注を設け，指導目的，使用する

教材，考えられる授業の活動例，それにともなう教師

の活動，評価項目を丁寧に提示している．学習内容は

１から５，６から１０までの数の意味理解，算用数字の

書き方，集合数と順序数の理解を深めること，２数の

大小関係の理解を深めることである．具体物を表す絵

は身近な海の生き物などを利用し，次の段階ではさら

に具体を捨像した丸いチップと数を対応させるように

構成されている．集合数と順序数の概念は難しいが，

このことを教師が意識して生徒に指導していければ，

図２　MATH Getting Ready for Grade １ 図３　MATH Teacher’ s Edition の１ページ
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すばらしいテキスになると感じた．またこのセッショ

ンでは詳細な指導案も提示されていた．このテキスト

と教師用指導書は現在はすでに全公立小学校に配布さ

れ，授業でも活用され始めているはずである．JOCV

の方々が協力して作成したテキストがパラオ国のすべ

ての公立小学校の数学の授業で活用されることは，パ

ラオ国の教育省と JICA が有機的に機能している証で

もある．

⑵　調査団員によるセッション

　今回のフォローアップ協力調査団員は鳴門教育大学

の服部勝憲教授と私だった．教育研究大会における調

査団員によるセッションは，１⑵で述べたパラオ国教

育省のハドリーンの提案書に沿うように構成した．そ

して小学校で活用できる教材とそれを用いた授業展開

を提案した．

　①　ハンズオン素材の活用事例

　　服部教授はまずタングラム（図４）を用いて様々

な図形をつくる数学的活動を紹介した．タングラム

の７つのチップを利用してシルエットの図形を作る

活動で，生徒は合同あるいは相似の直角二等辺三角

形の中で等しい辺の長さやそれぞれのチップの角の

大きさに着目する．このことで直角二等辺三角形や

正方形，ひし形の特徴を体験的に理解していく意義

を示した．なおタングラムは画用紙に印刷したもの

をセッション参加者に渡し，７つのチップをはさみ

で切り出してもらってから作業を始めた．

　　また，正方形の紙を折って作った６つのチップ（図

５）を使って立方体を作る数学的活動も提示した．

日本には折り紙があるが，他国にはあまりない．そ

こでコピー用紙から正方形をつくり出す方法を考え

るという課題から授業を始める．なお完成した６つ

のチップのうち１枚をひろげて，完成した立方体の

１辺になっている箇所はどこの折り線か考えるよう

な課題も想定できる．この２つの数学的活動の事例

は，いずれもとても多くの国で手軽に調達できるハ

ンズオン素材を用いた授業展開の紹介だった．

　②　授業のしつけと教師の考え方

　　私は最初にハドリーンが求めているしつけの話と

授業の構成の理念を話した．ただしこれらの話題は

多様な考え方があるので，私見であることを強調し

た．私が授業を行う際に常に気をつけていることと

して，生徒がきちんといすに座るように促すこと，

教室が静かになるまで授業を始めないこと，なかな

か静かにならないのであればきちんと注意すること，

授業の開始・終了時刻を守ること，略案でも授業計

画を作ることなどを話した．また授業は生徒が何か

しら獲得できるように計画すること，授業の目標や

教材，生徒の反応を常に明確にしておくこと，教室

を生徒が考える場所にすることなども話した．授業

目標については１時間ごとの目標だけでなく１単元，

あるいは単元間を見通した目標も意識していること

を話した．授業後の研究授業については，授業者を

尊重しながらブレインストーミングすること，授業

のよかった点は必ず話すこと，違う指導方法もある

と考えたらその方法や教材も紹介すること，研究授

業は継続的に行う努力をすることなどを話した．私

見を述べたのだが，パラオの先生方は授業で工夫し

てみたいと話されていた．

　③　位取り記数法の教材の紹介

　　教材の紹介では，私はパラオの先生方があまり得

意でないと事前に伺っていた十進位取り記数法，通

分，繰り上がり繰り下がり，立方体の体積の１／３

の四角錐作りなどを扱った．以下では紙面の都合上，

十進位取り記数法と繰り上がり，繰り下がりの教材

とその指導展開について示す．

　　パラオ国の先生方に十進位取り記数法の原理を明

図４　タングラムのチップ 図５　立方体を作る１つのチップの折り方
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確にする教材として，図６に示すような unit，long，

flat，block によるイメージ図を提示した．最初に

１０unit が１ long，１０ long が１ flat，１０ flat が１ block

と定義する．そして，１０の unit を集めたら１ long

に交換する，１０の long を集めたら１ flat に交換す

るといったように，同じ種類を１０個集めたら必ず大

きな１かたまりに交換するという規則で考えるよう

にする．たとえば１２個の unit は１つの long と２つ

の unit とする．生徒の最初の学習活動は，このよう

にたくさんある unitをより大きな１かたまりに交換

することである．このセッションでは先生方にイ

メージ図を利用して説明したが，教室では図７のよ

うな具体物を教師が作って生徒に手にとらせて考え

る機会が大切であることを強調した．

　　図７の教具は，パラオ国で簡単に手に入る豆を２

つに切って unit，long，flat を作ったものである．こ

の教具の素材が食物であることが気になって JICA

事務所に事前に確認していただいたが，問題ないと

のことだった．パラオ国に入国してからすぐに作成

して教育研究大会のセッションに間に合わせた．先

生方にも実際にこの教具を使って考えてもらった．

　　次の学習段階は，１つの longと２つの unitを‘１２’

と書き換えていくことである．図８のように十の位

を long digit，一の位を unit digit として２つの枠の中

に１と２をかく，という手順を徹底する．

　　これらの過程で，生徒が繰り上がりの加法を具体

物，イメージ図，数による計算という３つのことが

らを関連させてとらえられるように指導することを

教師が意識すべきであると話した．生徒が自分で１

列に並べた１０個の unit を１つの long に置き換える

という活動を通して，彼らはイメージを作っていく

からである．私の説明が十分でなかったことが原因

だと思うが，イメージ図だけで生徒に考えさせよう

と考えている先生方が多かったように感じた．もう

少し話すべきだったと後悔している。

　　繰り下がりは同じ桁でひき算できなくなったとき

に１つ上の桁の１かたまりを１つ下の桁の１０個の

かたまりに分解してひき算できるようにする考え方

である．この考え方の１つを図示したものが図９で

ある．繰り下がりも最初は具体物を利用して考え，

次にイメージ図でも考えられるようにし，その上で

計算できるようにする指導過程の大切さを強調した．

　　８月初旬から始まる新学期直前の研究会にもかか

わらず，意欲的な先生方が多くいらっしゃられたこ

図９　繰り下がりのイメージ図

図６　unit，long，flat，block のイメージ図

図７　豆で作った位取り記数法説明器

図８　long と unit を用いた位取り記数法
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とは感心した．セッション終了後にはご自分の勤務

校で活用・実践したいとの声があり，セッションで

活用した素材や教材をもらいたいとの要望が多く

あって極力差し上げた．

４．パラオ国の算数・数学教育向上の展望

　教育研究大会後に，SV と JOCV の方々と主に算数の

テキストについて議論する機会を得た．またデイビッ

ド校長のアイライ小学校を表敬訪問することもできた．

この２つの出来事は，教育研究大会とともにパラオ国

の教育事情をじかに感じることができる機会だった．

またパラオ国の今後の算数・数学教育向上の具体的な

道筋も感じることができた．

⑴　SV，JOCV との会合

　目前に迫る８月の新学期から利用される算数のテキ

ストを，授業でどのように活用するとより効果的かブ

レインストーミングした．そこでは数の指導の本質に

関わる議論も行われ，集合数と順序数の概念をいかに

生徒に伝えていくかで議論は白熱した．一方でカウン

ターパートのパラオ国の小学校の先生方に数の概念を

獲得してもらったうえで授業を実施できるようにする

ためには JOCV がどのように協力できるかも議論に

なった．このような活発な議論を JOCV の方々ととも

にする中で，今回完成した算数のテキストが，活発に

意見交換し続けてきた JOCV の努力の結晶であること

を再確認した．実はこの算数のテキストは，２００７年

にミクロネシアで開催されたミクロネシア３国算数指

導力向上セミナーで出会ったパラオ国の当時の JOCV

から意見を求められていたテキストである。それが完

成しただけでなくパラオ国で活用されようとしている

ことには私も特段の思いを持った．この成果をあげた

大きな理由として，　JOCV の方々による月１回の数

学教材作成の検討会を継続して開催しようとする強い

意志があったこと，主たる国土がそれほど大きくなく

しかも道路網が整備されていて JOCV の方々が集まり

やすかったことなどがあげられる．しかもこの検討会

の活動内容を知った教育省が算数のテキストを評価し

て協力してきたことも大きい．今後もこの調整役とし

て，JICA 事務所や SV の役割は重要である．

　この一連の議論のなかでパラオ国の公立学校１年生

から１２年生までの４学期分の定期考査と実力テストの

問題は教育省のハドリーンが１人で作成しているとい

う事実も知らされた．教師が自分の授業にあわせて試験

問題を作成できる状況にないとのことだった．しかし一

方で教育省が統一テストを作成して実施する意義は大

きい．考える学習を追求する重要性を感じているハド

リーンが，試験問題の一部に考えさせる問題や概念を問

いかける問題を盛り込めば，容易にカリキュラムの意図

を先生方にメッセージとして届けることが可能だから

である．教育省に SV が配属されていることもあり，早

速ハドリーンと協力する動きも出てきそうである．

⑵　アイライ小学校への訪問

　新学期を翌日に控えた時期だったがアイライ小学校

を訪問する機会にも恵まれた．JICA 調整員の説明では，

パラオ国で１，２を争う教育環境が整った小学校とのこ

とだった．校内のどの施設もきれいに整頓されていて，

先生方も落ち着いて翌日の準備にていねいに取り組ん

でおられた．教具も予想以上に豊富で，デイビッドが

米国に注文して手に入れているそうである．アイライ

小学校を訪問して，パラオ国の各学校がこのレベルま

で向上する可能性を秘めていると実感した．

⑶　今後の展望

　教育省のハドリーン，アイライ小学校のデイビッド，

SV や JOCV の協力体制など，教育成果を上げるための

条件はかなり整備されてきていると確信した．ただ，

算数・数学教育の向上という観点で考えると，リーダー

シップを発揮できる現地の人材は十分とはいえない状

況にある．１⑵で述べたが，ハドリーンはパラオ国の

教員研修に必要な事柄を明確に把握している．ハド

リーンをバックアップできるデイビッドのような現場

の教師が増えていかないとならないだろう．ハドリー

ンも述べておられるが，パラオ国内の教員研修のシス

テムを確立していくことも重要である．その意味では

パラオ国内にある唯一の私立短大（Palau Community 

College）に教員養成課程を作ることとも絡めて総合的

に研修形態を作り上げることが望まれる．課題は多い．

しかしさほど時間がかからずにパラオ国の先生方が，

生徒がどの程度数学的な概念を獲得したか評価する必

要性を感じ，試験問題も自ら作成しなければ十分な成

果も得られないと思うようになるだろうと感じている．

　今回調査団員としてパラオ国の教育の一端に触れさ

せていただいた．パラオ国の教育を考えながら我が国

の教育も考える貴重な機会を得たことを，JICA をはじ

め諸関係機関に深く感謝している．
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１．はじめに

　文部科学省は，平成１３年度から現職教員特別参加制

度を創設し，５年間で３５３名の教員が派遣された（２００７

年２月時点，（独立行政法人国際協力機構青年海外協力

隊事務局，２００７））．帰国後は国際理解教育や各教科教

育における指導力の向上などが期待できることから，

この制度に積極に取り組む教育委員会も増えている．

しかしながら，これまでの帰国後の還元活動は，個人

の努力に負うところが大きく，体験談の報告などにと

どまり，経験を生かす場があまりないこともあり，経

験が十分に活用されない場合が多い．

　そこで鳴門教育大学が実施している「派遣現職教員

の活動の幅を広げるハンズオン素材とその活動展開モ

デルの開発」に関連させて，上記の交流イベントを実

施することにより，理数科を中心とする教育関係帰国

隊員のネットワークを強化し，組織的に協力隊経験を

教育現場に還元する国際教育協力モデルを検討した．

２．目　　的

　本交流イベントは，文部科学省の「国際協力イニシ

アティブ」教育協力拠点形成事業の一環として，青年

海外協力隊北海道 OB 会が実施したものである．主な

目的は，次の通りである．

３．交流イベントの概要

　平成１９年１２月８日，JICA 札幌にて交流イベント

を行った．

　当日は，青年海外協力隊北海道 OB 会の小・中・等

学校の帰国教員などが中心となって運営．道内の小・

中・高等学校の主に開発教育／国際理解教育を実践さ

れている教員４４名と一般市民９名の参加により，

JICA 青年研修事業（英語圏アフリカ）のウガンダ，タ

青年海外協力隊帰国教員を活用した国際教育協力モデルについて

International Educational Cooperation Models Applying the Experience of Ex-JOCV Teachers

宮　古　　　昌

MIYAKO Masashi

北海道札幌稲西高等学校

Hokkaido Sapporo Tohsei High School

Abstract：In this paper, the result of international exchange event, named “Let’s talk 

about Math & Science Education with JICA Paticipants, Ex-JOCV teachers and  

Japanese teachers” is reported here. It is a part of “International Cooperation 

Initiative” promoted by MEXT. 

　　　　　First there is the content of this event, then ideas for applying the experience of 

Ex-JOCV teachers to math and science education are reported here.

キーワード：青年海外協力隊，国際教育協力，理数科教育，国際協力イニシアティブ

①　JICA 研修員・教育関係帰国隊員との交流を通

して，教育や国際協力の在り方を探る．

②　現職教員特別参加制度や帰国隊員の活動を参

加者へ紹介し，国際協力についての啓発を行う．

③　教育関係帰国隊員のネットワークを強化し，

教育関連研究会とのネットワークづくりを推進

する．

④　教育関係帰国隊員として，帰国後の教育協力

の在り方を探る．

⑤　国際協力イニシアティブの取組を参加者へ紹

介し，ハンズオン素材の作成協力を依頼する．
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ンザニア，マラウイからの理数科教員（以下，研修員）

２１名と共に交流が行われた．以下は，交流イベント

のプログラムである．

４．アクティビティ１

⑴　発表者

　宮古昌（ケニア派遣，北海道立理科教育センター）

⑵　サイエンスショーについて

　北海道立理科教育センターの境研究室長がサイエン

スフォーラムにおいて行い科学の哲人に輝いた，参加

型の「石」をテーマとしたサイエンスショーを紹介した．

⑶　サイエンスショーの概要と位置づけ

　このサイエンスショーは，単なる「面白み」，「驚き」

をアピールするショーではなく，道ばたに落ちている

ような何気ない石の中にも，様々な情報が含まれてい

て，その情報を活用することで山の生い立ちなどを知

ることができるということを考えてもらうショーであ

る．今回の交流イベントの最終テーマは「理解するっ

てどんなこと」であるため，石の中の情報を読み取る

具体的な方法から始め，終わりにはその情報を活用す

るところまでを一連のショーで行い，「科学を伝える方

法」や，「理解するってどんなこと」について，「問題

提起３」で議論をするときのヒントになればと思い

行った．

５．問題提起１

⑴　発表者

　樋口和彦（ウガンダ派遣）

⑵　話の概要

　ウガンダについて地理的説明などを行った後，ウガン

ダの教員養成学校での活動について紹介．学校では，日

本クラブをつくり，日本文化等を紹介したことや，授業

では「学ぶ生徒が笑顔になること」を目指す試みとして，

数字体操などを行ったことを紹介した．また，校外では

孤児をサポートするNGOとも協力したことを紹介した．

しかし，この問題提起１は，プログラム最後の問題提起

３を行うための教育事情に関する情報提供と位置づけ

たため，踏み込んだ話は避けてもらった．

６．問題提起２

⑴　発表者

　Ngerageza Edina Ngerageza（タンザニア研修員）

⑵　話の概要

　タンザニアの教育事情（就学率，政府とそれ以外の

教育関連機関，政府によるシラバス改訂）や教育制度

（初等・中等教育（O レベル，A レベル）の流れ）に

ついて紹介した．また，教員を目指すようになったきっ

かけが，中等学校時代の化学の先生が現在北海道で教

員をされている帰国教員であり，その授業で化学の面

白さを学んだことであることを披露した．

７．アクティビティ２

　アフリカといっても教育環境は一様ではないが，教

室に教科書が数冊しかないような状況で，教員は統一

試験の得点率をあげることに一つの使命を感じている

【開　　会】

開会挨拶　「現職教員特別参加制度」「国際協力イニシア

ティブ事業」の紹介と説明．

【アクティビティ１】観察・実験サイエンスショー

「石って面白い？！〜科学を伝える方法〜」

○サイエンスショーを通して，科学を伝える方法につい

て考えてみます．

【問題提起１】

「マラウイ・ウガンダで取り組んだこと」

○教育協力は特に今後，主導的役割があるといわれてい

ます．ここでは「マラウイとウガンダ」における理数

科教育の現状と青年海外協力隊による教育協力のあ

り方について，教材体験を交えながら考えます．

【問題提起２】

「タンザニアの教育事情についてみんなで考えてみよう」

○アフリカにおける理数科教育の問題点は様々ありま

すが，根底には日本と同様の問題も存在します．タン

ザニアの理数科教育の現状を日本と比較することで，

日本の教育を見つめるきっかけとします．

休　　憩

【アクティビティ２】ポスターセッション

「途上国で実験実習指導は有効だろうか？」

１．帰国教員が開発したローコスト教材・実験等の紹介

と活用についての話し合い

２．数学教材の紹介と活用についての話し合い

○途上国における実験実習をアフリカからの教員と一

緒に体験していただき，その有効性を途上国の視点か

ら考えていただきます．

【問題提起３】

「学びについて語ろう！〜途上国と日本の教育事情か

ら〜」

１．途上国における理科教育問題の視点からの気づき

２．途上国における数学教育問題の視点からの気づき

○開発途上国の問題や現状について理数科教育の視点

から見つめ，アフリカからの教員や青年海外協力隊

OB とともに知見を深めることによって，広く「学び」

の意義や可能性を語り合います．

【閉　　会】

アンケート　ふりかえり　閉会挨拶
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中，果たして，日本の理数科協力が推し進めている身

近な素材を用いた実験・実習などを中心とした問題解

決的な学習法が，途上国の教育状況やニーズに応じた

ものなのかどうかを，ポスターセッションの形式で，

７ブース１０テーマの実験や調査研究の紹介を通して，

研修員と参加者が一緒に実験・実習などを体験するこ

とにより，その有効性を途上国の視点から考えてみた．

⑴　大気圧実験（ふくらむ風船）とアルコールランプ

作り

①　担　当

　　千葉恵市（フィリピン派遣，利尻町立利尻仙法

志中学校）

②　ブース内容

　　フィリピンに派遣されていたときに開発した，

圧力と体積の関係，圧力と沸点との関係を，実感

を伴って理解させることができる実験を紹介した．

また，任地で作成した物理の実験集を展示し，ア

ルミ缶でアルコールランプを作る方法を紹介した．

③　研修員から出された意見

・現地でも簡単に購入できる材料を使っているのが

良い．

・とてもおもしろい．

・目で見てすぐに実感できる．

　また，派遣されていたときに作成した物理の実験

集を展示していたが，それを見て，とてもいい本だ．

ぜひ購入したいという声が何名もの先生から寄せ

られた．

④　参加者から出された意見

　・マシュマロ以外でどんなものが使えるのか．

⑵　アルコールの引火実験

①　担　当

　　片山一之（パプアニューギニア派遣）

②　ブース内容

　　パプアニューギニアへ派遣されていたときに

行った，アルコールの引火実験を紹介した．また，

アルコールの性質とアルコールランプを安全に使

用するための取り扱い方を紹介した．

③　研修員の反応

　　アルコールが引火して紙コップが上に飛び上

がっていく様子を見て，びっくりすると同時に，

興味深く実験を見ていた研修員の姿が印象的で

あった．また，ある研修員は，ホワイトボードに

書いた実験の説明を一生懸命に板書していた．

　　「この材料なら自分達の国でも調達できるで

しょ？」との質問に対し，笑顔で「はい」と返事

していたことから，アフリカでも十分実践可能な

実験であると考える．

⑶　水滴君（水滴顕微鏡つくり）

①　担　当

　　寺内まどか（リベリア派遣，北海道士幌高等学

校）

②　ブース内容

　　「国際協力イニシアティブ」で作成中のハンズオ

ン素材の一つである，北海道立理科教育センター

が開発した水滴顕微鏡「水滴君」の作製方法とそ

の使用方法を紹介した．

③　研修員から出された意見

　　水滴顕微鏡では，熱心にのぞき込み，はっきりと

細胞が見えると歓声をあげていた．「自分の国では

顕微鏡は非常に高価なので，これは是非国に帰っ

たら学校でやってみたい．」との意見が多かった．

⑷　大地色のクレヨンを作る

①　担　当

　　新谷拓己（マラウイ派遣）

②　ブース内容

　　「国際協力イニシアティブ」に提出したハンズオ

ン素材の一つである，北海道立理科教育センター

が開発した大地色のクレヨン作りを紹介した．

写真１　大気圧実験の紹介場面

写真２　水滴君の紹介場面
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③　研修員から出された意見

　　大変興味を持ち，実際にクレヨン作りに挑戦し

た研修員もいた．クレヨン自体はアフリカ各地で

も使われているが，実際に作ることできることに

感心していた．

　　材料についての質問があったが，現地入手につ

いては心配がないことがわかると，帰国後の作製

に意欲的な姿勢を見せていた．

④　参加者から出された意見

　　材料の一つである粘土質の土をどのように入手

するのかという質問が一番多かった．自然の土か

ら採取する方法を説明したが，日本であれば火山

灰は沢山あるので，地域のものを使うことも可能

であることを伝えた．研修員に限らず，参加者の

中にも自ら挑戦したいという方が多数いた．また，

自作したクレヨンを持ち帰ることができ大変喜ん

でいた．

⑸　マイクロスケール実験

①　担　当

　　村上玄一郎（ケニア派遣，別海町立中西別中学校）

②　ブース内容

　　東北大学の萩野先生らが中心となり研究をして

いるマイクロスケール実験を紹介し，見本教材を

提供した．

③　研修員から出された意見

　　マイクロスケール実験にはかなり興味を持った

研修員が多かった．特に薬品の量が少量で行える

点を評価していた．今回は電気分解実験を紹介し

たが，他にどのような実験があるのかを質問され

た．帰国後もやってみたいという意見もあった．

④　参加者から出された意見

　　研修員と同様，マイクロスケール実験の良さに

共感する参加者が多く，特に小学校の先生は薬品

が少量のために，安全性が上がることについても

感心していた．また，廃液処理も少量，少人数で

行える点なども評価が高かった．マイクロスケー

ル実験がのっているホームページを紹介した．

⑹　圧気発火器と夕焼けモデル

①　担　当

　　若木順（ケニア派遣，別海町立西春別小学校）

②　ブース内容

　　広く一般的に行われている，気体を加圧して発

火させる圧気発火器を用いた実験と，ペットボト

ル容器で夕焼けを再現するモデル実験を紹介した．

また，見本教材を提供した．

③　研修員から出された意見

　・local material を使った実験は大変興味深い．

　・アクリル管は手に入らないかもしれない．ガラ

ス管では無理か？→ガラス管だと破損しやすいの

でかなりの危険を伴う．

⑺　数学の調査研究

①　担　当

　　杉山正彦（タンザニア，ザンビア派遣）

②　ブース内容

　　タンザニアの中等学校Ｏレベルでは数学が必須

科目であるが，数学の成績は非常に悪い．O レベ

ルの国家試験では，７割以上の生徒が数学で不合

格（合格点は３５点）となっていた．数学の学力

不足の原因をさぐるために，JOCV の理数科教師

隊員が活動していたいくつかの中等学校で実施し

た『数学基礎力テスト』について報告した．

③　研修員から出された意見

・私は「借金」の概念は使わずに，数直線を使って

教えている．

④　参加者から出された意見

・日本の児童でも，同じような間違いをするものが

いる．

写真３　大地色のクレヨンを作るの紹介場面

写真４　数学の調査研究の報告場面
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⑻　まとめ

　研修員には参加者とは別に，紹介した実験の有効性

について，アンケート調査を行った．質問項目は，以

下の３項目である．

質問１：「あなたの勤務している地域において，これ

らの実験・実習で使われている素材は調達可能で

すか」（図１）．

質問２：「これらの実験・実習の内容はあなたの国の

学習指導要領の指導内容に当てはまりますか」（図

２）．

質問３：「これらの実験・実習を帰国後に実践しよう

と思いますか」（図３）．

　また，各質問では理由も聞いた．

　　アンケート調査の結果は次の通りである．数字は

人数を示している．

　この調査結果から，６ブース８テーマの実験・実習

に使われている素材に関して，この３カ国では，ほん

どが調達可能であるが，一部の地域においては，滅菌

ピペット，製氷皿，アクリル管の調達が難しいことが

わかった．内容に関しては，クレヨン作りが，シラバ

ス上教えるところが定まらないようであった．しかし，

全ての紹介した実験・実習に関しては，授業で取り入

れようと考える研修員がほとんどであった．

　またコメントとして，

などの好意的なコメントが寄せられていることから，

実験・実習に興味を持ち，日本の理科教育の中から自

国の教育改善に資するものを見いだしているようであ

り，教科書の中だけで扱われている，実験を覚えるだ

けの授業には意味がないと考えているようで，自国教

員の意識変革や授業法の改善が必要であると考えてい

るようであった．以上のことから，ポスターセッショ

ンで紹介した意義は大きかったと考える．

　各ブースの担当者からは，ポスターセッションの義

や運営に関して，次のような意見がでた．

図１　質問１の結果

図２　質問２の結果

図３　質問３の結果

・市販のものではなく身近な素材で，実験を行う

工夫を学べた．

・興味を持たせることができる．

・授業との関連を深め，実感を持たせることがで

きる．

・身近なもので教具の代用ができる．

・ものづくりを生徒とともに行うことにより，も

のをつくる知恵を与えることができる．

・試験に合格させるだけでなく，実際にものを使っ

て教えることの重要性を改めて認識した．

・数学の調査研究は国へ帰ってからの数学の指導

法の改善に役だった．

・このようなイベントでポスターセッションを行

うことができたのは，とても有意義だった．なぜ

なら，教員が理科教育を考える上で最も苦労する

部分が実験の工夫だからである．教科書に載って

いる薬品が手に入らず，現地で調達できるもので

実験を行わなければいけない環境にいた隊員は，

研修員と同様の苦労をしており，帰国後の教員経

験で新たに得た工夫も含めて，このようなポス

ターセッションで研修員と実験方法などについて

交流を行うことは，帰国後の活動としては両者に

とってとても有意義なことと考える．もっとこの

ような活躍の場があるとよい．
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　今回は初めての試みということもあり，紹介した実

験の多くは国内で使われているものが多かったが，今

後，帰国隊員が任国で開発した教材や任国で行った調

査研究を通して，研修員と参加者が理数科教育につい

て交流を深めて行くことは，双方にとってとても有意

義な研修になるものと考える．今後，どのような場を

利用して，どのような方を対象とするのかなどにより，

このポスターセッションは，広がりのある活動となる

可能性を感じた．

８．問題提起３

⑴　南アフリカの事例より（数学）

①　担　当

　　岩崎弘之（南アフリカ派遣，北海道石狩翔陽高

等学校）

②　おもな話の流れ

　　南アフリカでの活動紹介と現地校の授業風景を

提示した後，現地教員の板書（三角関数）があま

りに暗記一辺倒になっていることを提示．勿論，

国々での背景や教育環境の違いがあり，南アフリ

カでは統一試験をパスすることが至上命題となっ

ているが…．「皆さんはどのような数学指導上の工

夫をされますか」ということを話し合ってもらっ

た．

③　意見発表にて出された意見（一部）

・小学校とマイナスの数が加わる中学校とでは数学

の難しさにおけるギャップは日本でも同じである。

また，「わからない」ことがモチベーションの低下

に繋がることも日本と同じである．そこで「生徒

にどうわからせていくか」ということが重要とな

るのでは．（参加者）

・限られた時間の中で，膨大なシラバスがある．ま

た統一試験などで結果が悪いと，文部省などから

指導が入るため，シラバスをこなすことが優先に

なってしまう．その結果，「なぜ？」や「楽しさ」

を教える余裕がないという悪循環がある．（研修

員）

⑵　ガーナの事例より（理科）

①　担　当

　　今岡俊二（ガーナ派遣，北海道名寄光凌高等学

校）

②　おもな話の流れ

　　ガーナの学校紹介をした後，体験に基づいて「理

解するってどんなこと」，「計算機は必要か」とい

う２つの問題提起を行った．

　　赴任して間もなくの時，小テストにおいて化学

反応式の問題を出したが，一部の問題を除き全く

できなかった．テスト前に「わかりましたか」の

問いに自信満々に「はい」と答えていたのに．な

ぜ生徒は理解したと答えたのだろうか．テスト前

の生徒の様子とそのスト結果を使い，「理解するっ

てどんなこと」，生徒にとって「理解する」とは何

だったのかということを話し合ってもらった．

　　また，計算を伴う授業では計算機を使うことが

認められていた．しかし，とっさの単純計算など

でも計算機を頼ったり，計算機で出た答えを信じ

てしまう．検算の習慣もほとんどない．授業にお

いて「計算機は必要か」ということを話し合って

もらった．

③　意見発表にて出された意見

・授業で習った問題だけ出来た．理論が分かってな

いので，習っていないものはだめだった．一部出

来る生徒のものを，他の生徒がカンニングした（参

加者）

・わかったと答えて早く授業を切り上げたかった．

「わかったか？」と質問すること自体がよくない．

そう質問されれば生徒は「わかった」と答えざる

を得ない．具体的な質問をするべき．（研修員）

⑶　まとめ

　この交流イベントの最後のプログラムとして，参加

者・研修員・帰国教員が教育に関してこのような場で

・ポスターセッションは，限られた時間で多くの

実験を紹介できるので，このようなイベントでは

一番良いスタイルだと思う．ただし，体験型のス

タイルも今後検討の余地がある．

・理科以外の先生がみてもわかりやすいものを選

んだのが良かった．

・少し時間が少なかったように思う．ゆっくり見

て回る時間的余裕があるとよい．

写真５　問題提起の場面
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意見を交わす時間をもてたことは有意義であったとい

える．特に，これまでの流れで，ある程度の情報が参

加者に伝わったため，個人的に抱えていた質問や意見

が出しやすかったように感じる．

　運営者からは，この問題提起の意義に関して，次の

ような意見が出た．

　また一方で，次のような運営に関する反省点も出さ

れた．

９．参加者からのアンケートによる評価

⑴　参加者の研修目的

　図４は，「今回の参加の目的について」に対するアン

ケート調査の結果である．

　多くの参加者が，理数科の教員ではなく，開発教育

／国際理解教育を実践されている教員であり，その研

修目的は様々であったことがわかる．

⑵　研修プログラムについて

　図５は，各プログラムに関し「当初の研修参加の目

的を達成するための参考となりましたか」に対する，

図６は，やや具体的に聞いてみた，「今後も機会があれ

ば，今回のような青年海外協力隊帰国教員とアフリカ

からの教育者を交えた交流イベントに参加したいです

か？」に対する，アンケート調査の結果である．

　今回の参加者の多くが理数科の教員ではなく，開発

教育／国際理解教育を実践されている教員が多かった

ことから，満足のいく内容となるのか心配したところ

もあったが，アンケート結果からは，参加者の多くが

各自の研修参加目的を達成できたと考える．同時に帰

国教員と研修員との実際の生の声が聞こえる交流は今

後も続ける価値のあるものと考える．また，参加者の

コメントからは，次のような好意的な感想が多く寄せ

られ，参加者には，理数科教育の具体的な指導法はも

とより，様々な視点から理数科教育あるいは教育その

ものの在り方を考える機会を得ることができたといえ

る．

・このような参加者・研修員・帰国教員が交流で

きる機会を設けることは，帰国後の活動の一つと

して意義あるものと思う．１つ目は，途上国の教

育環境等について理解している日本人がいるとい

うことを研修員に理解してもらうことができ，ま

た，そんな中で「研修員の皆さんは母国で頑張っ

ているよね」といった『手放しで，説明抜きで』

共感できる日本人がいるということを示すことが

できること．２つ目は，帰国後も何らかの形で国

際協力に関わっていきたいと考えている教育関係

帰国隊員の連携を深める場になるということ．

・帰国教員が橋渡しとなり，日本の教師と研修員

とが理数科教育を話題とした意見交換を行うこと

は，互いに他国の教育事情を通して，自国の教育

事情や教育に関する考え方を振り返る意味で刺激

になったのではないかと思う．

・途上国の教育事情や隊員活動を知ることは，教

育関係者として有意義なことであると思う．

・ターゲットとする学年（小中高のどれか）を明

確にしなかったため，討議内容が明確にならな

かったのではないか．

・参加者の目的が様々であったため，特に，アフ

リカの人たちと直接いろんな話しをしたいという

参加者にとっては，意見交換の時間が足りないプ

ログラムであったかも知れない．

図４　参加目的

図５　目的の達成度

図６　また参加しようと思うか
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　しかし，次のような，プログラムの内容が盛りだく

さんだったことによる運営上の課題や参加対象者の設

定に関する課題などのコメントも寄せられた．

１０．研修員からのアンケートによる評価

　研修員には，「あなたの青年研修参加の目的にとって，

この交流プログラムは役立ちましたか」という問を行

い，コメントをもらった．

　研修員全員から，この交流イベントは彼らの研修に

「大いに役立った」という回答を得ている．

　コメントからは，

などの好意的な感想がとても多く寄せられた．

　しかし，研修員からも，

などの時間に関する課題と議論の内容に関する運営の

助言をいただいた．

１１．成果と課題

　この交流イベントを通して，札幌近郊の教育関係帰

国隊員と道内の小・中・高等学校の帰国教員とのネッ

トワークが今まで以上に強まったことは大きな成果で

あり，何よりも交流イベント自体が企画した教育関係

帰国隊員自身の勉強になった．また，内容が盛りだく

さんであったが，アイスブレーキング⇒話⇒自由に動

ける交流活動⇒話と議論と，限られた時間内ではうま

くまとめることができたと考える．

　アフリカからの研修員と参加者の交流を通して，途上

国と日本の理数科教育とを比較し，様々な角度から理数

科教育について考え，意見交換をし，お互いの教育を見

つめ直すこのような学びの場を提供することで，協力隊

経験を発信・共有できたことも大きな成果である．

　一方，課題として，タイムマネージメントの強化が，

参加者，運営者の双方から指摘として出された．目的

をより絞り，参加者を限定するなどの工夫や，ポスター

セッションでは，ポスターやレジュメに差があったた

め，ある程度，規格（レジュメの書式，日本語・英語

両方準備するのかどうか，など）を決めて，統一を持

たせる必要がある．

　今後同様の交流イベントを企画するに当たりポス

ターセッションにおいては，帰国隊員が任地で開発し

た教材を多く紹介したり，逆に参加者に小・中学生くら

いのレベルでやり易く，且つ分かり易い実験を紹介し

・アフリカの教育者の方と直接議論できて刺激と

なった．

・アフリカの先生たちと少しですが直接話せたこ

とが一番の財産です．

・国際協力と言われただけでは伝わらない実情や

細かい点を知ることができた．どの内容も伝えた

いことがあって，ためになった．

・海外でも指導内容や指導方法で困るポイントは

同じなんだという印象を受けた．

・他国の理数科教育の指導法や教育全般がどのよ

うになっているのかがわかったのは，大きな収穫

でした．

・学校へ戻って生徒に伝えることが多くあります．

また，生徒をいつかアフリカへ送り出したいと思

いました．

・途上国の状況を学ぶことによって，日本の教育

状況の見直しができた．これを日本の教育に反映

できる場はあるのでしょうか．

・開式の挨拶で「日本はどうなってしまうのか」

との話があったが，国際交流だけでなく教育の大

切さを改めて感じる一日であった．

・ポスターセッションは色々と沢山みることがで

きて良かった．授業で活用させていただきます．

・理数科教員としてアフリカに行ってみたいと思

いました．

・知人の誘いで参加したが，それがなければわか

らないままでした．もっと強く募集をかける方法

がないかと感じました．

・もっと内容について話せる時間，交流できる場

面があれば良かった．

・日本には足りないものを，アフリカの研修員の

目から見た観点で聞きたかった．

・お互いの国の教育というものを柱に意見し合う

ことは，研修の趣旨からして必要なのではないか

と感じた．

・理数中心の話だった．他の教科もあるとよいで

すね．

・全てのプログラムが興味深かった．帰国後，生

徒や同僚へ学んだことを伝えたい．

・多くの日本の先生方と議論できたことは貴重な

経験となった．お互いに有意義であったと思う．

・もっと時間が必要だった．

・とても多くのことを学んだが，より特定の分野

でもっと具体的な議論ができると，さらに深く経

験を共有できると思った．
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てもらうなどの実験に関して交流を深める工夫や日本

の児童・生徒も参加できるプログラムを工夫し，お互い

に教育現場に戻ってから，より教育現場に還元できる

ものへと改善していく必要がある．また，この種の交流

イベントはリピーターが多いことを想定した上で，初

めての参加者同様，「面白い」と思わせる楽しい企画作

りも必要だろう．

　ネットワークを広げ，交流イベントの目的を浸透さ

せるためには，理数科以外の職種の帰国教員にも協力

をお願いしながら，新しい視点を取り入れる工夫をし

ながら，継続した取組も必要となってくる．

１２．充実した帰国後の還元活動のために

　今回の交流イベントを通して，帰国教員には帰国後

の還元活動について，次の２つの志向があることがわ

かってきた．

　現在，日本人学校の帰国教員は帰国後，国際理解教

育研究会という場で活動を続け，帰国後，日本の教育

に貢献をしている．青年海外協力隊の帰国教員には青

年海外協力隊でなければ得られない，実際に途上国の

教育現場で教え，地域の住民と生活を共にしてきたと

いう貴重な経験がある．青年海外協力隊の帰国教員も

同様に，国際貢献のみならず帰国後も日本の教育など

にもっと貢献することが望まれている．また一方で北

海道に限らず，青年海外協力隊の帰国教員は，帰国後

の４月には異動となってしまい，派遣前の学校で帰国

報告をする機会も無く，新しい学校で日常業務の忙し

さと派遣前の学校との環境の違いにより，協力隊経験

を活かす場も持てず日々が過ぎていく等の現状である

ことも明らかとなった．そこで，帰国後の教育の還元

活動を行っていくためには，帰国教員のネットワーク

をつくり，その中で，派遣前の教員と帰国教員との交

流の場を事前に持ったり，帰国後も交流を継継するこ

とができる組織体制をつくることが必要となってくる．

　しかし，いくつかの課題もある．

　理数科教育協力は主に大学等が行っており，帰国教

員が協力できる機会がほとんどない．今回，当 OB 会が

受託した JICA 青年研修のようなやや専門性が低い教

育協力に，実践的な観点で帰国教員が関われるように，

などの，途上国と教員間の交流や学校間の交流が図れ

る施策を工夫する必要があると考える．

　また，帰国後の組織的な教育活動を行うには，まず

ネットワークの強化が必要だが，帰国教員は，バラバ

ラに帰国してくるため，まとまって集まる機会を得な

いまま，地方へ戻ることになる．また，今回のような

交流イベントを行う場合，通常は予算措置がなく，ボ

ランティアベースで行うため，地方から帰国教員を呼

ぶことは難しく，結果として都市部の帰国教員のみが

関わることとなる．あるいは，「JICA 研修員の学校訪

問」を利用して，地方の学校へ研修員を呼びたいと考

えても，予算面，研修員の研修目的外のプログラムで

あるという理由から，関わりを持つことができる帰国

教員はやはり都市部に限られるという現状がある．帰

国教員の帰国後の活動を支援するのであれば，

などへの支援も考えられるのではないだろうか．

　今後，多機関が連携をして，知恵を出し合い，帰国

①　教育現場にも還元できるような理科，数学な

どの専門性を生かした教育協力，交流活動に関

わること．

　例えば，今回のポスターセッションのような実

験紹介などを行うことにより，継続的に研修員と

関わりを持つこと．より実践的な深い内容で，し

かも生徒を巻き込んだ交流とするため，勤務して

いる学校に専門を同じくする研修員を受け入れ，

一定の期間，授業・実験・教材開発・話し合いな

どを行ったりすること．あるいは，帰国教員が研

究会を組織し，そこで組織的な専門性を生かした

持続可能な教育協力，交流活動を行うこと．

②　協力隊経験を発信しその共有を図ることがで

きるような，開発教育／国際理解教育等の教育

活動に関わること．

　例えば，地方の学校に勤務していても，都市部

で研修を行っている様々な職種の研修員を学校へ

訪問させ，生徒との交流を持たせること．今回の

ような交流イベントを継続的に行うこと．

・大学や受託団体が積極的に帰国教員を活用する

・何らかの基準を設けて，学校が数年間に渡り継

続して実践的な研修のための研修員を受け入れる

ことができる機会をつくる

・カウンターパートなどを帰国後に呼ぶことを可

能にするなど，途上国の一般教員が日本に来る機

会を増やす

・帰国教員のネットワークを強化するために，都

道府県レベルで帰国教員を集める場を設けること

・交流イベントを行うための予算やそれに関わる

旅費

・地方の帰国教員等が既に研修目的で来日してい

る多職種の JICA 研修員などを学校へ呼べるプロ

グラム
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教員が継続して協力隊経験を教育現場に還元すること

ができる方策を見つけ出していく必要がある（図７）．

１３．おわりに

　過去に日本は国外から理数科の手法を吸収し，それ

を国内で消化し，日本の理数科教育としての教育手法

を確立してきた．教育界のグローバル化とは，英語を

学ぶだけではなく，例えば日本の理科教育の手法を国

外へ発信をし，それが返信され，その過程で教育の在

り方を深化させ，総合的なレベルを上げることと考え

ると，国際理数科教育協力はまさに国内の理数科教育

を深化させるものにもつながる．

　今回，途上国と日本の理数科教育とを比較し，お互

いの教育を見つめ直す学びの場をつくることで，協力

隊経験の発信・共有を図ることができた．また，この

ような教育現場での交流の橋渡しをする活動は，協力

隊経験者の得意分野であり，帰国後の教育現場への還

元活動でもある．今回の交流モデルはその一例であり，

形態は様々考えられるが，このような活動を継続する

ことが，教育のグローバル化への対応につながり，最

終的には子供たちの国際的な素養を育て，今後の我々

人類がともによりよく生きる知恵につながるものと考

え，帰国教員の海外での教育経験が教育現場に還元さ

れる有効な活動方法を今後さらに検討して行きたい．

　文部科学省国際課には，「国際協力イニシアティブ」

として，交流イベントを行う貴重な機会と多大なる支

援をいただいた．また，JICA 札幌には会場の提供と広

報活動で多大なる支援をいただいた．この場をかりて

お礼申し上げます．
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図７　イメージ図
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1. Introduction

　　To face the diversified tasks in school education, 

the social concern with practical ability of teachers have 

been growing for the last several years. In professional 

development of mathematics teachers, what is important 

is to keep the balance between mathematical expertise 

and pedagogical knowledge. The case method offers the 

key to an understanding of this kind of balance. Case 

method is one powerful teaching strategy to educate 

practitioners. About case method, the most controversial 

fields at present are legal, medical, and business 

professions (cf.HBS, 2008). Over the past few decades, 

a few numbers of studies have been made on case 

method in the field of teacher education (eg. Barnett, 

1998, Walen & Williams, 2000, Schifter & Riddle, 2004). 

Specially, little attention has been given to pre-service 

primary mathematics teachers. This paper is intended as 

an investigation of this field.

　　The purpose of this research is two fold: 1) to 

investigate some tasks of professional development of 

pre-service primary mathematics teachers through the 

handling of advanced query that students had, and 2) to 

verify the potential of case method for growth of pre-

service primary mathematics teacher.

2. Methodology

　　The outline of investigation as follows; 

Participants; 91 pre-service elementary school teachers 

from undergraduate school (private university) were selected 

for this research. The reason why undergraduate students 

are selected as subjects is that they had no formal teaching 

experience without their private mathematics tutoring.

Data collection; Data were gathered in May 2008. Two 

types of data were collected: 

⑴　Questionnaire investigation; the questionnaire 

has two parts. Part A is to identify their belief about 

early mathematics and teaching it. Part B is the cases 

to check the interpretation, evaluation, and support 

for elementary pupils. Two cases were observed by 

participants, they were asked to respond in each case.

Research on Case Method for Japanese Prospective Teachers:
Focus on Numeracy

OHARA Yutaka

College of Social Sciences, Ritsumeikan University

Abstract：The purposes of this research are to investigate (1) some tasks of professional 

development of pre-service primary mathematics teachers through the handling 

of advanced query that student had, (2) the potential of case method for growth 

of pre-service primary mathematics teacher. For these purposes, a questionnaire 

was conducted on 91 pre-service mathematics teachers (undergraduate students). 

6 examinees from that survey were then selected for interview survey. The 

results indicated two main points: 

 　　　　　(a) Japanese pre-service mathematics teachers would not realize the necessity 

of advanced mathematics to educate elementary pupils on arithmetic.

　　　　　 (b) Case method could be an effective tool to link between the practical 

decision making in classroom and mathematical subject matter knowledge.
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⑵　Clinical interviews; after questionnaire investigation, 

some typical participants were interviewed, and the 

interviews were audio-recorded, and transcribed.

Material; In part A of questionnaire, there are six questions 

for their belief as follows; 

Q1．Early mathematics (arithmetic, in elementary 

school) is changing with times and areas.

Q2．Teaching of early mathematics should start from 

pupil’ s conceptions. 

Q3．Early mathematics is nugget of defined routine 

rules. 

Q4．Teachers need high order (advanced) mathematics 

to teach early mathematics. 

Q5．Early mathematics is constructed from human 

activities. 

Q6．Early mathematics is easier to teach than 

advanced mathematics. 

  Odd-numbered questions are focus on early mathematics 

itself, and even-numbered are focus on teaching and 

learning of it. The participants have four level choices; 

i) yes, ii) maybe yes, iii) maybe no, and iv) no.

　　In part B of questionnaire, there were two cases as 

shown table1 and table2. Each case described a situation 

in which the pre-service teachers had to respond to na �   ve 

question of elementary school pupils. Three features of 

cases used are as follows; 

�　Being problematic situations that need the 

decision-making as a responsible teacher. 

�　Being highly valued to essential matter about 

mathematics to become an expert early mathematics 

teacher. 

�　Keeping the reality of children’ s mathematical 

conception in their classroom.

　　Then the participant was asked to interpret what the 

pupil might have had in mind, and describe how they 

would respond to the pupils as a primary mathematics 

teacher. 

3. Results of Questionnaire Investigation

Results of Part A and Discussion

　　A summary of the response is shown in table3.

Table 3. Result of question for their belief

Table 1. Case1  in questionnaire Table 2. Case2  in questionnaire

No
Maybe

No
Maybe

Yes
YesN=91

8164522Q1(P)

13263616Q2(P)

4431115Q3(N)

562663Q4(P)

593740Q5(P)

1922419Q6(N)
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　　The major tendency in table3 could be interpreted 

in two senses. Firstly, Japanese pre-service teachers 

might think that early mathematics is changeable, 

flexible, and arisen from human activities.

　　This result basically shows desirable aspect of their 

belief. Secondly, pre-service teachers would not realize 

the necessity of advanced mathematics to educate 

elementary pupils on arithmetic. These are the points to 

be specially considered for professional development of 

primary mathematics teachers.

Results of Part B and Discussion

　　A summary of the kinds of response is shown in the 

following tables.

　　It might be inferred from these responses to both 

tasks that although they accept the pupil’ s na � ve ideas, 

they might not wish to discuss these advanced topics.

　　Table 6 and Table 7 show various interpretations in 

two cases. Subjects were allowed to write down more 

than one answer in task1-2, 2-2. Approximately, third 

part of pre-service teachers could not do anything for 

Makiko & Ryuta’ s conception about divisor and multiple.

　　What needs to emphasized is slightly lack of awareness 

for mathematical nature of these cases (divisibility relation). 

On the whole, it seems that most of them do not have 

confidence of treating of pupil’ s na � ve conceptions. 

　　Since it is complicated to investigate each correspondence 

of the interpretation and supporting in each case, we 

referred to the result of task 1-1, 2-1. Analysis of tasks 

1-1 and 2-1 were conducted in order to determine whether 

the difference among pre-service teachers’ views was 

statistically significant.

　　We see immediately that the (positive, negative) 

categories in table 8, table 9, are larger than the other 

categories in each set of table. According to the χ 2 test 

for each results (table 8,9), the χ 2 values were 4.075 in 

table 8, and 6.064 in table 9. The differences of views in 

both tables are statistically significant (p<.05). The 

result indicates that most pre-service teachers tended to 

interpret affirmatively pupils’ conception, but they 

were compelled to disregard them in classroom discussion. 

　　So far, we have seen how rough insights into pre-

service teachers’ belief were gained through their responses 

to two cases. However, beyond a quantitative grasp, the 

features of their comprehension are not fully known. 

Moreover, their responses might depend on their views 

of teaching mathematics as well as on the cases in 

question. It is also necessary to check into what was 

behind their responses and care for them. Therefore, we 

conducted a more qualitative examination by clinical 

interview, and this is reported in the next section.

Outline of Clinical Interview

　　Interviews were conducted for the following 

purposes: 1) To follow up on pre-service teachers’ responses 

in the questionnaire, and obtain direct information 

concerning their belief around early mathematics, 2) To 

Table 4. Result of task1-1

NoYesN=91

1774Task 1-1(a)

5239Task 1-1(b)

Table 5. Result of task 2-1

NoYesN=91

2269Task 2-1(a)

7120Task 2-1(b)

Table 6. Result of task 1-2

Blank (no
response)
and so
forth

To ask
Makiko
what is
commonality
of checking
ways

To teach the
key idea of
divisibility
relation

To show the
checking
method for
“3”and “4”

3217451Subjects
(n=91)

Table 7. Result of task 2-2

Blank (no
response)
and so
forth

To ask
Ryuta the
definition of
divisor and
set him
relinquish it

To check
his idea by
reading
math text
book,
together.

To
encourage
Ryuta to
define of
divisor

25364613Subjects 
(n=91)

Table 8. Result of Task 1-1

Using Makiko’s
conception for discussion(b)

(a) NegativePositive

4628PositiveDesirability of her 
conception 611Negative

Table 9. Result of Task 2-1

Using Ryuta’s conception 
for discussion(b)

(a) NegativePositive

5811PositiveDesirability of her 
conception 139Negative
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care for their view of teaching early mathematics, with 

special focus on the balance between mathematical 

expertise and pedagogical knowledge. The six subjects 

were selected from the following reason. Result of 

task1-1, 2-1 shows a possibility that participant who 

belongs to the (Positive, Negative) category might have 

some special persistence. Based on the above two items, 

the interview was conducted using a semi-structured 

interviewing method (Patton, 1990) that proceeded 

flexibly according to the subject’ s reactions. Interviews 

are analyzed from two viewpoints: (a) the basis of 

interpretation and responses, and (b) how their views 

keep or change through discussion of two cases. 

Results of interview and Discussion

　　Since there is not enough space to give the results 

of all interviews, and the two subjects who selected are 

because of having been the same reply tendency as two 

subjects besides each. Particularly, we outline the two 

episodes of PT 1 and PT 2, who showed the most interesting 

tendencies. 

　　About PT1, when asked to explain the reason why 

did he not make Makiko’ s conception the object of 

classroom discussion, PT1 said, “What is necessary is 

just to limit the definition of the divisor to the range of 

natural number. But I might not want her to speak it 

loudly”. After checking the formal definition of divisor 

in number theory on the math text, he changed his 

approach for teaching of the divisor and multiple. 

During the interview, his interpretation appeared most 

directly in the following dialogs. (Int.: Interviewer)

　　About PT2, in first half of interview, she consistently 

emphasized that “Ryuta’s idea is good for himself (personally)”, 

and “it is not duty to pick up his idea because that is not 

formal contents of elementary school”. After tutorial 

learning of divisibility relation and modular system, 

PT2 had started to think about the didactical implication 

of picking Ryuta’ s idea. The following comment 

expresses the feature of PT2’s view on the role of the 

elementary mathematics teacher. These tendencies are 

frequently found in second half.

　　Above dialogues describe how PT1 and PT2 

interpreted pupils advance question that was not 

expected to have been taught in elementary school. At 

least they acknowledged two pupil’ s interests and 

attitudes. During the second half of interview, PT1, and 

PT2 had tried to become knowledgeable about advanced 

mathematics in order to teach arithmetic deeply.

4. Concluding remarks

　　The purpose of this research is to investigate some 

tasks of professional development of pre-service primary 

mathematics teachers, and to verify the potential of case 

method for growth of pre-service primary mathematics 

teacher. From what has been discussed above, overall, 

we could get the following two main findings:

(a) Japanese pre-service mathematics teachers would 

not realize the necessity of advanced mathematics to 

educate elementary pupils on arithmetic.

(b) Case method could be an effective tool to link 

between the practical decision making in classroom and 

mathematical subject matter knowledge.

　　We should look more carefully into these findings 

because one of the primary roles of early mathematics 

teachers is to help pupils construct appreciated conceptions 

based on their pedagogical knowledge at different levels.

Note

　　This paper is a renewal version the paper presented 

on the International Conference of International Conference 

of Educational Research which was held on September 

13, 2008. Khon Kaen. 
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Um... Makiko wish to extend the concept of divisor 
and multiple. ...(pause)...um...it is good attitude for 
math....but...timing is important, too.
Indeed. Well, how do you decide the timing to teach 
about divisibility relation and discuss her idea in 
class?
..Um...maybe...not.... It might get confusing......in 
elementally school... honestly....    I was very 
surprised to hear her suggestion. Since checking the 
exact definition, we can not state about this.

PT1:

Int :

PT1:

Hmmm, so please tell me what do you feel about 
the response to Ryuta?
...So...it had little merit to be taken up in classroom, 
initially. ...now I also regard this Ryuta’s idea as 
good opportunity to get awareness of general 
principle in classroom, somehow...if possible...we 
can take care him if we well know background.
Background ?
It means... exact mathematics. To be more 
thoughtful....I think...

Int :

PT1:

Int :
PT1:
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要　　約

　本稿は，小学校教師を志望する日本の大学生９１名を

対象としたケースメソッドの実践について，数学的リ

テラシー育成を事例として報告するものである．質問

紙及び面接調査で確認された同法による指導効果とし

て，⑴小学校算数を児童に指導することと大学におい

て高等数学を学ぶことを関連づける必要性についての

実感を促すこと，⑵教室における数学の教科内容知識

と教室での実践的な意思決定を結びつけること，が確

認された．

 （訳：小原　豊）
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1. Introduction

　　Due to the fact that mathematics is very important 

in all walks of life, the Tanzanian government has been 

emphasising the need for regular in-service education to 

improve, among others, mathematics teachers’ quality 

and professionalism. The government is committed to 

ensuring the provision of quality mathematics education. 

However, of major concern are the consistently low 

achievement levels in the subject, especially Basic 

Mathematics, among students at secondary school level.

　　Many reasons have been advanced to explain this 

state of students’ poor achievement in mathematics. 

One of the major reasons that is frequently mentioned in 

the recent years is the quality of mathematics teachers. 

Due to the current expansion of student enrolment and 

the increase of secondary schools, there has been a 

shortage of qualified teachers. As a result, many schools 
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Abstract：It is reported that the Tanzania government is facing a big challenge of 

organising in-service education programmes that would have impact on 

mathematics teachers’ pedagogical content knowledge and skills (PCK&S), 

which ultimately improve students’ performance in the subject. By using 

development research approach, a study was designed to evaluate the impact of 

peer collaboration with the use exemplary materials in probability. The 

investigation involved 6 ordinary level (junior secondary) mathematics teachers 

and 130 Form 4 (12th Graders) mathematics students. In data collection, the 

study used triangulation process that involved observation of collaborative 

activities, interviews, and student test. Findings from this study revealed that 

teachers had adopted the collaborative activities that were promoted through 

the programme for the purpose of enhancing their PCK&S. Moreover, they were 

also stimulated to conduct other collaborative activities. Findings from students’ 

test results showed that there was a significant difference between pre-test and 

post-test scores, demonstrating that students gained knowledge as a result of 

activity-based probability lessons. Combining the results from teachers’ experiences 

with peer collaboration and students’ learning, it can be concluded that the 

COllaboration to Support MAthematics Teachers (COSMAT) programme had 

yielded a positive impact on teachers’ PCK&S and teacher collaboration.
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have employed unqualified teachers such as ex-Form 

Six Leavers (students who have just completed their 

advanced level education only) to teach. They have also 

employed people with background unrelated to teaching 

and have failed to secure employment opportunities 

relevant to their courses. There are cases in schools 

where teachers teach mathematics even though it is not 

their subject of specialisation. Also schools employ 

under-qualified teachers such as Grade A's, who qualify 

to teach at primary school level. Moreover, those who 

are qualified to teach at this level of education, have 

significant problems due to poor preparations they 

received in colleges (Chonjo, Osaki, Possi & Mrutu, 

1996; Jarvis, 1990). The majority of these teachers lack 

substantial subject matter knowledge, that is, knowledge 

of what to teach (content Knowledge), and how to teach 

the subject matter effectively (pedagogical knowledge) 

(Chonjo, et al., 1996 & Sichizya, 1997). Subject matter 

knowledge and pedagogical knowledge blend to form 

what is referred to as pedagogical content knowledge 

(Shulman, 1986). Pedagogical content knowledge 

(PCK) is the knowledge of how to transform formal 

subject matter knowledge into something appropriate 

for a particular group of students. 

　　Because of the problems of pedagogical content 

knowledge teachers have, as well as classroom conditions, 

there was an urgent need for comprehensive teacher 

support programmes so as to improve the quality of 

mathematics teaching. This was especially necessary in 

view of students’ poor performance.

　　The government recognises the need for teacher 

support for mathematics teachers in various ways. 

Through the then Tanzanian Ministry of Education and 

Culture (MOEC), local institutions such as the University 

of Dar es Salaam (UDSM); the Tanzania Institute of 

Education (TIE) and the Mathematics Association of 

Tanzania (MAT) organise teacher support programmes 

enabling teachers to receive high quality mathematics 

education. Other efforts have established collaborative 

donor-funded projects to receive support in these 

improvement efforts. One of the donor-funded projects 

is the Teacher Education Assistance in Mathematics and 

Science (TEAMS) project, which was based at UDSM. 

The TEAMS project focused on science and 

mathematics teacher education for both pre-service and 

in-service programmes, on staff development and 

development of teaching and learning materials (O-saki, 

2007).

　　With regards to organising in-service education and 

training, the TEAMS project was facing a number of 

challenges. Because of the country’ s size, it was 

difficult to organise in-service education programmes 

that reach all mathematics teachers scattered in different 

schools throughout the country. One-shot in-service 

programmes might be possible, but it was difficult to 

organise follow-up sessions. Besides, current professional 

development literature indicates that one-short in-

service education programme is not effective (Fullan, 

2001) while the importance of follow-up in school level 

is widely recognised (Fullan, 2001; Showers & Joyce, 

1996; van den Berg & Thijs, 2002). The TEAMS project 

was, therefore, exploring ways to provide teachers with 

school level support within the existing constraints. 

Peer collaboration, the practice of teachers supporting 

each other, was seen as a promising approach in this 

respect (Kwakman, 2003; Thijs, 1999). 

　　Subsequently, a study into peer collaboration within 

the framework of the TEAMS project was started, 

which was known as peer Collaboration to Support 

Mathematics Teachers (COSMAT). In its development 

the COSMAT programme had four major components, 

including (Kitta, 2004):

・School-based seminar as the central focus of the 

study;

・Exemplary materials developed by a team and 

introduced in school-based  seminars

・ Facilitators as part of the materials development team, 

who coordinated and stimulated peer collaboration in 

schools;

・Peer Collaboration, a form of teacher professional 

development introduced via school-based seminars 

and stimulated use of exemplary curriculum materials 

in probability lessons.

2. Towards collaboration in mathematics teachers’ 
professional development

　　Research on teacher professional development 

programmes gained momentum in the 1970s. Much of 

this research was based upon the work of Joyce, for example, 

Joyce & Peck (1977); Joyce & Showers (1995); Showers 

& Joyce (1996).

　　Literature shows that the continuing growth and 

professional development of teachers may be substantially 

enhanced by opportunities to collaborate with others 

(Fullan, 2001; Joyce & Showers, 1995; Nias, 1998; 

Showers & Joyce, 1996). The opportunity to take advantage 
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of the expertise of others, and be recognised for their 

own, can provide teachers with important reinforcement 

and incentives for continuing growth and development.

　　Teachers who work closely together on matters of 

curriculum and instruction find themselves better 

equipped for classroom work (Inger, 1993). Another 

perceived benefit of collegial practice in schools has 

been introduced by Fullan (2001), who maintains that 

educational change is more successful when teachers 

work collaboratively. The acceptance of new ideas is 

encouraged through what he terms ‘the primacy of personal 

contact’ amongst teachers. Taking the argument further, 

the educational outcome of students can also be improved 

by the successful adoption of this new teaching practice.

　　Despite the fact that collaboration has often been 

hailed as the solution to individualism and the isolation 

of teachers, it has some limitations. One of the limitations 

of teacher collaboration is an organisational setting that 

does not allow teachers the time to collaborate (Pugach 

& Johnson, 1995; Thijs, 1999). This is because teachers 

are often confronted by pressure of work; they are 

responsible for heavy workloads and have limited time  

 (Kwakman, 2003; Stuart, 1997) within the limited time 

in their schedules.

　　Also, collaboration is criticised for suppressing 

some of the important qualities of teachers as human 

beings associated with individualism. Fullan and 

Hargreaves (1992) caution that collegiality can suppress 

individuality and subject teachers to ‘group-think’, depriving 

them of independent thinking. Caution must be taken 

not to suppress all teacher individualism. Some of the 

aspects of teacher individualism such as caring, 

individuality, creativity and solitude are important for 

teacher effectiveness and confidence.

　　Apart from limitations, there are some challenges 

facing teacher collaboration. To be able to support each 

other to enhance their PCK&S, and in turn help students 

to learn better, teachers should have a sufficient knowledge 

base (http://education.stateuniversity.com/pages/2484/-

Teacher-Prepartion).The majority of teachers in schools 

are not fully prepared in this respect, though (Ball & 

Cohen, 1999; Fullan, 2001). This, of course, makes 

realising the benefits of collaboration difficult.

　　Another challenge for implementing collaboration 

in schools is building collaborative cultures among 

teachers. Pugach and Johnson (1995) contend that 

collaborative interactions are not always easy as it 

involves a change of behaviour. Nevertheless, Fullan 

(2001) argues that there is no single answer for this and 

suggest that changes require some impetus to get 

started. He proposes to begin with small groups of 

people, and if successful, build momentum.

3. Purpose

　　The purpose of the COSMAT study was to explore, 

design and evaluate peer collaboration-a school-based 

teacher professional development model that aimed to 

provide ongoing support for mathematics teachers since 

literature indicates that peer collaboration has 

beneficial effects on teachers' professional development 

and continued growth (Fullan, 2001; Joyce & Showers, 

1995; Showers & Joyce, 1996; Nias, 1998; van den Berg 

& Thijs, 2002). Peer collaboration means teachers 

working jointly to share their expertise and experience 

for the purpose of improving teaching, learning, and in 

this case, basic mathematics at the ordinary level 

secondary school. Very little was known in Tanzania 

about the potential of peer collaboration in relation to 

teacher professional development. The COSMAT study 

endeavoured to investigate the impact of this approach 

for mathematics teachers. More specifically, the study 

explored how peer collaboration could enhance their 

pedagogical content knowledge and skills.

4. Method

　　The COSMAT study followed a development research 

approach. Development research allows flexibility, step-

by-step development of the programme, and is sensitive 

to the context. This is very important because peer 

collaboration was a relatively new paradigm in teacher 

professional development and, very little was known 

about how it worked within the Tanzanian context. 

　　The COSMAT study was based on van den Akker’ s 

(1999) developmental research characteristics and was 

divided into three stages-the foundation building stage, 

the development stage and the evaluation stage. In the 

foundation building stage, the study’ s focus was to 

articulate tentative design guidelines for a potentially 

valid, practical and effective teacher professional 

development programme. Peer collaboration was considered 

the main component to enhance the mathematics teachers’ 

pedagogical content knowledge and skills (PCK&S). 

Validity, practicality and effectiveness are quality 

criteria for a sound professional development 
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programme (Nieveen, 1997; van den Akker, 1999). That 

is, the components of the programme should be based 

on state-of-the-art knowledge (content validity) and 

consistently linked to each other (construct validity). In 

terms of practicality, the COSMAT programme should 

be considered feasible by the target group and experts. 

Also it should be able to meet the needs of the teachers 

involved, the demands of the context in which they are 

working, as well as be consistent with the intentions of 

the developer. To be effective, the COSMAT 

programme should meet the expectations as expressed 

by the target group, improving mathematics teachers’ 

PCK&S. To generate professional development guidelines 

appropriate to a Tanzanian context, preliminary investigation 

was conducted. The investigation included (a) a 

literature review on teacher knowledge, basics for 

teacher professional development, and support for 

teacher professional development, (b) an analysis of the 

context in which the COSMAT programme was to be 

implemented, (c) an analysis of the available data about 

other peer collaboration programmes to see how they 

worked, (d) and a consultation of experts for their 

appraisal of the programme. The preliminary investigation 

resulted in the initial components of the COSMAT 

programme. 

　　The second stage of the study centred on the 

development and formative evaluation of COSMAT 

programme. According to van den Akker (2002), 

formative evaluation allows for judgements to be made 

on the strengths and weaknesses of an intervention in its 

development stages. 

　　The third stage of the study focused on determining 

the programme’ s impact. Information was collected to 

determine how teachers perceived the COSMAT programme 

and how they put programme ideas into practice. The 

impact study served as a summative evaluation, which 

enabled the researcher to make overall judgements 

about the COSMAT programme’s usefulness.

Sample and Participants

　　To determine the impact of the COSMAT programme 

6 mathematics teachers from three co-educational 

schools: two private and one public were used for in-

depth study on their ability to put programme ideas in 

practice. These teachers were selected because at the 

time of the study they were teaching Form 4 (12th 

Grade), where the topic of probability is taught. The 

criteria used to select these three schools were what 

Patton (1990) refers to as information rich. Since the 

study’ s intention was to gain more insight into the 

implementation of school-based peer collaboration in 

enhancing mathematics teachers PCK&S, the information 

rich schools were considered to be those with the 

following attributes:

・leadership that supports teacher professional 

development efforts;

・teachers willing to participate in the study;

・a form of teacher professional development efforts 

present  that involved some type of peer collaboration;

・mathematics departments that have a considerable 

number of teachers; 

・easy access to schools for the researchers. 

　　Apart from teachers, 130 Form 4 mathematics 

students from the three schools were also involved in 

the study. All 130 students did pre-test before and post-

test after the teaching of probability. Of 130 students, 30 

were involved in the guided group discussion.

5. Instruments

　　In order to determine the impact of the COSMAT 

programme, several data collection instruments and 

procedures were used. These included interviews, tests 

and observation of peer collaboration activities.

Interviews 

　　In this study, there were two sets of interview 

schemes: one for teachers and the other for facilitators. 

The teachers’ interview scheme consisted of questions 

aimed at collecting in-depth information about the 

programme’ s contribution in enhancing their PCK&S in 

teaching of probability. It also contained questions 

about their opinions about peer collaboration and 

facilitator’ s contributions in fostering peer collaboration 

activities in their departments. 

Test

　　Since the aim of the COSMAT programme was to 

improve classroom teaching, students' learning was 

explored. In order to collect information from students, 

one of the instruments used was a test. The test, which is 

shown in Appendix 1, consisted of 25 multiple-choice 

questions worth four points each. The test was 

developed by the researcher and covered all lessons in 

the exemplary material. The test was moderated by two 

experts: one from the University of Dar es Salaam and 

the other from the University of Twente so as to check 

its validity. The experts were guided by a table of 

specifications, which helped them relate to the 
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objectives and content of the lessons. The Cronbach's 

alpha was computed to determine the reliability of the 

test. The higher the score, the more reliable the 

generated scale was. Nunnaly (1978) has indicated 0.7 

to be an acceptable reliability coefficient. The overall  

alpha was found to be 0.79, which was good enough for 

this research purpose considering .70 is the cut-off value 

for being acceptable. The test was administered via pre-

 and post-test designs. The pre-test was administered 

before the teaching of probability. After the teaching, 

the same test was administered to the same group of 

students to see whether the probability lessons taught 

through an activity-based approach had an impact on 

their learning. 

Collaborative activities

　　In order to facilitate data collection of peer collaboration 

activities that took place in the mathematics department 

at each study school, facilitators were asked to take 

notes on these activities. This would help them 

accumulate information about activities that would take 

place informally, without prior notice to the researcher. 

The researcher and the research assistant also participated 

in taking notes on activities that were taking place in 

schools. All those involved were informed of the type of 

information they were to collect during these activities. 

Information collected was compiled ready for report 

writing.

6. Findings and discussion

　　The impact of the COSMAT programme was 

determined with respect to the evaluation levels as 

inspired by Guskey (2000). Specifically the evaluation 

focused on participants’ reactions, their reflection on 

the design specifications of the curriculum materials in 

connection with the actual use of the programme ideas 

in classrooms, teachers’ perception and students’ 

experiences and learning outcomes. 

　　Overall, the teachers’ reactions to the programme 

were positive. Through the seminar with the exemplary 

materials, teachers felt that their confidence and 

competence in teaching had been improved in terms of 

both subject matter knowledge and teaching skills, 

especially on probability topic. Through the seminar, 

teachers indicated also to have gained a clear picture 

about how peer collaboration could be conducted, 

which motivated them to organise collaborative 

activities. These findings are consistent with the study 

by Mafumiko (2006) who also in a similar context found 

that exemplary materials with procedural specifications 

on critical aspects of the curriculum enables teachers to 

work with and learn about new approaches without an 

extensive initial orientation. However, these findings 

are based on teachers’ self-reports, taken alone do not 

give direct evidence about the impact of the programme 

in the real user setting (school classrooms). On the other 

hand, including such information is useful, because if 

participating teachers do not value the content and 

approach of the programme, it is very unlikely that they 

would expend the effort to implement programme ideas 

and recommendations.

　　School visits and interviews with teachers also 

showed that teachers had adopted the collaborative 

activities that were promoted through the programme 

for the purpose of enhancing their PCK &S. 

　　In terms of student performance and experiences 

with the COSMAT programme, findings from students’ 

test results showed that there was a significant difference 

between pre-test and post-test scores, demonstrating 

that students gained knowledge as a result of activity- 

based probability lessons. This is a promising result, 

because probability is a topic that teachers indicated to 

be amongst the most difficult curriculum mathematics 

content area. The findings also indicate that students 

valued the topic of probability as being useful in day-to-

day activities. They seemed to appreciate the activity-

based teaching approach (most of the time involving 

group work) as useful, practical and interesting. They 

also perceived the team-teaching approach as useful 

since it helped them gain knowledge from the shared 

expertise of two teachers. 

　　Combining the results of the three data sources 

(teachers’ perceptions, observations in classroom and 

schools, and student learning experiences), it can be 

concluded that the COSMAT-programme has yielded a 

positive impact on teachers’ PCK&S and teacher 

collaboration. In the next section this impact findings 

are presented and discussed in more detail.

⑴　Teachers’ perceptions of peer collaboration
　　The study also sought to explore the impact of the 

collaborative activities as perceived by teachers. Table 

1 gives the summary of the areas in which teachers 

thought the collaborative activities had impact on them.

　　Through interviews, all six teachers from the three 

schools acknowledged that they benefited from 

collaborative activities both in subject matter knowledge 
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and activity-based teaching approaches as shown in Table 1.

　　Teachers from all three schools claimed that 

collaborative activities consolidated their subject matter 

knowledge. While teachers from School A argued that 

the collaborative activities helped them fill knowledge 

gaps that they had in the topic, their colleagues from 

School C argued that the activities helped them discover 

the weaknesses in the planning of lessons and cleared 

some doubts they had pertaining to some areas in the 

topic. Regarding activity-based teaching, teachers from 

School A and School B contended that collaborative 

activities, especially team teaching and co-planning of 

lessons helped enhance their competence in using the 

approach. 

Constraints in conducting peer collaboration activities

　　When interviewed, all six teachers identified several 

constraints (See Table 2) they faced in conducting 

collaborative activities in their respective schools.

　　Table2 shows that lack of time was indicated as one 

of the major problems all three schools faced in 

conducting collaborative activities. They associated the 

lack of time with congested timetables and the marking 

of large numbers of student exercise books. Teachers 

from School B and School C noted that the existence of 

double sessions in schools was another problem 

whereby mathematics teachers are split into two groups 

in such a way that it made it difficult for them to get the 

opportunity to conduct peer collaboration activities. 

Teachers from School A and School B considered 

clashing timetables as another constraint in conducting 

collaborative activities. This was specifically associated 

with team teaching. Team partners were sometimes 

allocated to teach at the same time in different classes. 

Teachers in School A and School B claimed that their 

meagre salaries forced them to use any extra time they 

were getting to conduct private tuition or do other small 

projects so as to make ends meet.

　　In summary, teachers from the three schools conducted 

a number of collaborative activities that included co-

planning of the lessons, team teaching, study groups and 

joint preparation of students’ tests. Though teachers 

appreciated the importance of peer collaboration, time 

was a major constraint for them to benefit from the 

scenario. The time constraint was associated with 

clashing timetables, double sessions and teachers being 

involved in private tuition.

⑵　Students’ experiences and learning outcomes
　　The study also explored students' experiences and 

learning outcomes with the activity-based probability 

lessons. These experiences, which were collected 

through guided group discussions and by a paper-and-

pencil probability test, were classified into two parts: 

students’ perceptions and students’ learning from the 

programme. Students as ultimate beneficiaries of 

change or innovation, the information gathered from 

them was considered useful for gaining insight into the 

potential impact of the programme on teachers. 

Students’ general opinions about probability lessons

Table 1  Perceived impacts of suggested peer collaboration activities
School CSchool BSchool AActivity

�Discovering weaknesses in 
lesson planning

�Enhanced competence using 
activity-based teaching

�Enhanced competence using 
activity-based teaching

Co-planning of lessons

�Clearing doubts about some 
areas in the topic
�Consolidated subject matter 

knowledge

�Consolidated subject matter 
knowledge

�Consolidated subject matter 
knowledge

�Filling knowledge gaps

Study groups
(Including discussion on past 
exam papers and solving 
students problems/questions)

�Promoting collegiality 
Enhanced competence
�using activity-based teaching

�Promoting collegiality
�Enhanced competence using 

activity-based teaching

Team teaching

Table 2  Problems encountered in conducting collaborative activities
School CSchool BSchool A

� Lack of time� Lack of time� Lack of time

� Double sessions� Double sessions� Clashing timetable

�Preparation and marking of mock exams� Clashing timetables� Teachers leaving the school

� Occupied by private tuition� Occupied by private tuition
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　　In general, all the students (n=30) from the three 

schools who were involved in the guided group 

discussion were positive about the probability lessons. 

They said that the topic in general was interesting because 

it was taught through activities and experiments instead 

of just listening to the teachers and writing notes. 

Students’ perceptions of team teaching

　　Since the teaching of probability involved team teaching, 

students were asked to give their opinions about the 

presence of two teachers in their classroom during the 

teaching of probability lessons. Students had mixed 

opinions about this issue. However, the majority of 

them supported the idea and few of them did not like it. 

Those who liked the idea asserted that when two 

teachers were in the classroom, they helped one another 

make the lessons more understandable to students. 

Because the practice was not common in schools, one 

student claimed that

At the beginning, when I saw two teachers in the 

classroom, I was surprised, but when the teachers 

started teaching and support each other, I liked so 

much.

　　Those who supported the practice also contended 

that team teaching was good because it helped promote 

attention and seriousness on the part of students. They 

further argued that each teacher had his/her style of 

teaching that helped make it easier to understand the 

probability lessons.

　　The few students (n=5) who did not like the idea of 

having two teachers in the classroom said that the 

situation not only gave teachers very little freedom and 

autonomy, but also interrupt students’ attention. One 

student argued that:

It was not fair to have two teachers in the classroom 

because it interfered students’ attention; they were 

feeling shy in answering questions as well as 

asking questions about the areas they did not 

understand. The idea makes some teachers not to 

teach properly because of the presence of his/her 

colleague in the classroom.

Student learning 

　　Students did the same test before and after the 

teaching of the probability lessons. Table 3 shows the 

overall performance for all the three schools pooled 

together.

　　Table 3 shows that for all the three schools there 

was a significant difference between pre-test and post-

test indicating that learning took place as a result of 

teachers using exemplary materials. Table 4 shows the 

performance of individual schools.

　　From Table 4 it can be gathered that in overall 

performance, School A scored higher in both pre-test 

and post-test than School B and School C. The 

difference might be due to the teachers’ performance in 

the classroom.

⑶　Some lessons from the COSMAT study and 
reflection on Japanese lesson study

� Peer collaboration introduced via school-based 

seminars with the aid of exemplary curriculum 

materials is a relatively new approach to teacher 

professional development in Tanzania. When 

designing and planning peer collaboration through 

school-based seminars or workshops there is a need to 

reflect on adult learning theory considering that 

teachers are life-long learners but they are adult 

learners. Transformative learning which involves 

transforming ‘habits of mind and/or ‘point of view’ 

are the most significant type of learning for adults 

(Mezrow, 2000 cited in Ono, 2008). How teachers 

perceive and learn with peer collaboration their 

Table 4  Pre-test and post-test scores for individual schools

Note: *is statistically significant (p<0.05)

Table 3  Pre-test and post-test results for all the three schools

Note: *is statistically significant (p<0.05)

tNSDMeanTest

29.6*13012.932.6Pre-test

13017.463.8Post-test

School CSchool BSchool ATest

t*nSDMeant*NSDMeant*nSDMean

14.94358.526.918.49458.728.617.845014.740.3Pre

3512.359.24513.658.35020.471.9Post
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existing beliefs and knowledge need to be thoroughly 

examined if their PCK &S are to be enhanced through 

peer collaboration and school-based seminars.

�　The role of curriculum (exemplary) materials as a 

positive model is only possible in the context of 

professional development that challenges the existing 

beliefs and knowledge that teachers bring to these 

materials. The ‘inert’ characters of curriculum materials 

need to be recognized because they do not by 

themselves generate positive changes in classroom 

practices. They are a tool that teachers can use to 

enact innovations. The behaviour and beliefs of the 

teacher are a critical factor in how the innovation 

/new programmes are implemented (Powell and 

Anderson, 2002).

�　The appreciation of teachers on the collaborative 

activities, such as co-planning of lessons and student 

tests, team teaching, and study groups as revealed in 

the COSMAT study supports the collaborative nature 

of any professional development work. In this regard 

Reitzung (2002) argues that even though there may be 

some opportunities for isolated work and reflection, 

most effective professional development happens 

when there are meaningful interactions, not only 

among teachers, but also with administrators, parents, 

academicians and community members. 

�　An example of good practice of an effective 

professional development, which is highly interactive 

(involves many stakeholders) and is good to learn 

from it, is the Japanese’s lesson study. Lesson study 

is a professional development process which teachers 

progressively strive to improve their teaching skills 

by working with other teachers to examine and 

critique one another’s teaching technique. It is a 

means of enabling teachers to develop and study their 

own teaching practices (Isoda, Stephens, Ohara, & 

Miyakawa, 2008). The process involves “ Plan, Do, 

See” collaboratively planning the lesson, observing 

its implementation in the class, discussing, revising 

the lesson, re-teaching revised lessons (optional) and 

sharing reflections about the process (Fernandez and 

Yoshida, 2004). These elements of lesson study could 

provide useful ideas to improve the COSMAT 

programme, especially on development of exemplary 

materials and school-l based seminars.
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要　　約

　タンザニア政府の数学教員の教授学的知識と技術を

向上させるための現職教員研修は大きな課題を抱えて

いるとされている．今回確率分野を事例として O レベ

ル数学教員６名と１２学年生徒１３０名を対象に，観察，

聞き取り調査および学生に対するテストを行い，数学

教員支援恊働（COSMAT）プログラムの評価を行った．

その結果，数学教員はプログラムを通じ，恊働するよ

うになり，教授学的知識と技術を向上させている．ま

た活動中心の確率の授業を受講することで学生の成績

も前後で向上している．従ってプログラムが正の影響

を与えていることがわかった．

（教員教育国際協力センター）



52 NUE Journal of International Educational Cooperation, Volume �

Septimi Kitta & Fidelice M. S. Mafumiko

Appendix A

Probability Test for Form 4 Students

Time: 1:30 Hours

Instruction: Answer all the questions by circling the letter of the correct alternative for each item

1. Probability is a branch of mathematics which is concerned with the

　�　measure of certainties

　�　measure of uncertainties

　�　measure of mathematical ability

　�　measure of mathematical capability

2. Which of the following is the probability experiment?

　�　Tossing a coin �　A head

　�　A red ball �　A blue colour

3. Which of the following is sample space when the two coins are tossed?

　�　{H, T, H, T} �　{HH, HT, TH, TT}

　�　{H, T} �　{TT, HH}

4. What is the probability of getting a head when a fair coin is tossed once?

　�　1 �　

　�　 �　0

5. If a fair die is tossed, what is the probability of getting a prime number?

　�　 �　

　�　 �　

6. Three coins are tossed simultaneously. What is the probability that three heads appear?

　�　 �　

　�　 �　

7. Which of the following experiments does NOT have equally likely outcomes?

　�　choosing a number at random between 1-7

　�　Tossing a fair coin

　�　Choosing a letter from the word CARTOON.

　�　Tossing a fair six-sided coin

8. All of the following are mutually exclusive events when a day of the week is chosen at random EXCEPT

　�　Choosing a Monday or choosing a Tuesday

　�　Choosing a Saturday or choosing a Sunday

　�　Choosing a weekend or choosing a weekday

　�　Choosing a Saturday or choosing a weekend

9. In probability, when two or more events are represented by a single event, they are called

　�　mutually exclusive events �　dependent events

　�　independent events �　combined events

1
�2

1
�4

1
�6

2
�3

1
�3

1
�2

1
�3

3
�8

1
�8

2
�3
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10. A student is chosen at random from the class of 26 girls and 24 boys. What is the probability that the student chosen 

at random is not a girl?

　� �

　� �

11. A teacher chooses a student at random from a class of 30 girls. What is the probability that the student chosen is a 

boy?

　�　1 �

　�　0 �

12. If spinner with 4 equal sectors coloured yellow, blue, green and red is spinned and a coin is tossed. What is the 

probability of landing on yellow and a tail?

　�　 �

　�　 �

13. A die and a coin are tossed simultaneously. Find the probability that an even number greater that 3 and a tail appear.

　� �

　� �

14. Mary has 3 blouses: red, blue and yellow. She has also 2 skirts: white and green. What is the probability that she will 

put on a blue blouse and a green skirt?

　� �

　� �

15. A single letter is chosen at random from the word TEACHER. Find the probability of choosing an E or a T?

　� �

　� �

16. In probability, we say that two events are independent if 

　�　the occurrence of one event is related to the probability of the occurrence of the other.

　�　the occurrence of one event is not related to the probability of the occurrence of the other.

　�　one and only one event among the two events can take place at a time.

　�　two are represented by a single event.

17. A spinner has 5 equal sectors labelled A, B, C, D and E. What is the probability of landing on A or D after spinning 

a spinner?

　�　 �

　�　 �　1

13
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�25

24
�25

1
�25

1
�30

1
�15

1
�6

1
�8

1
�2

1
�4

1
�6

1
�3

1
�2

2
�3

1
�3

1
�4

1
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1
�6

3
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1
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3
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1
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18. A single six-sided die is rolled. Find the probability of getting a number greater than 3 or an even number.

　� �　1

　� �

19. All of the following are mutually exclusive events when a single 6-sided die is rolled EXCEPT

　�　Getting a number less that 4 or getting a number greater than 4.

　�　Getting a 2 or getting an odd number

　�　Getting a 2 or getting an even number

　�　Getting a 4 or getting a prime number

20. A coin is tossed and a single six-sided die is rolled. Find the probability of getting a head on the coin and a 5 in the 

die.

　� �

　� �

21. A box contains 5 red, 4 green, and 6 black balls. A ball is chosen at random from the box. After replacing it, a second 

ball is chosen. What is the probability of getting a green and a black ball?

　� �

　� �

22. In a shipment of 20 computers, 4 are defective. Three computers are randomly selected and tested. What is the 

probability that all three are defective if first and the second ones are not replaced after being tested?

　� �

　� �

23. If a fair coin is tossed once, what is the probability of getting a head and a tail?

　�　0 �

　�　1 �

24. On a math test, 6 out of 25 students got an A. If two students are chosen at random without replacement, what is the 

probability that both got an A on the test? 

　� �

　� �

25. Mr. John needs two students to help him with a science demonstration for his class of 18 girls and 12 boys. He 

randomly chooses one student who comes to the front of the room. He then chooses a second student from those still 

seated. What is the probability that both students chosen are girls?

　� �

　� �

1
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2
�3
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�6

1
�12

1
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1
�2

1
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1
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1
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1
�30

1
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1
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1. Background and the Context

　　Ethiopia is a multi-ethnic society with more than 80 

different nationality languages that vary in population 

size. The total population of the country was estimated 

at 77.2 million in 2007, making it the second most 

populous country in Sub-Saharan Africa after Nigeria. 

The age composition is heavily concentrated in the 

young age cohorts; child and young people (0 to 14 year-

olds) make-up about 42.8 percent of the total population.

　　The government system of the country is federal 

structure comprising of nine regional states (Afar, 

Amhara, Benishangul-Gumuz, Gambella, Harari, 

Oromia, SNNPR, Somali, and Tigray) and two city 

administrations (Addis Ababa and Dire Dawa) 

established on the basis of proclamation No 7/1992.  

The regions are divided into zones, woredas/city 

administrations and kebeles. The woredas are key local 

government units in each region and responsible for the 

provision of basic services. Inline with the decentralized 

Lesson Study at Dhankaka Cluster Resource Center in Ethiopia

Jeilu OWNER

University College of Education, Addis Ababa University, Ethiopia

KOZAI Takeshi

Department of Natural Science Education, Naruto University of Education, Japan

Abstract：The Japanese lesson study model is the major form of professional development 

and a teacher-led instructional improvement cycle. This paper describes 

collaboration between researcher and teachers/practitioners on lesson study at 

Dhankaka CRC. The purposes of the project were to introduce lesson study 

approach to teaching-learning of science and mathematics, and to clarify the 

effect of lesson study centered in-service training of teachers by the cluster 

resource center (CRC) system. Moreover, the pilot work aimed to see the 

effectiveness of lesson study in one of the school cluster centre.

　　　　　　　Data on the pilot work show that the lesson study was positive. The 

approach has created better opportunity for both teachers and student. It was 

noted from reflections that teachers’ lesson study activities helped them to 

develop the kinds of instructional and subject matter knowledge that are goals 

of teacher professional development.

　　　　　　　Five issues/concerns are suggested from this research: The need for 

guidelines/handbooks for lesson study to support discussion of lessons, 

observation of students, write-up of lessons; research on the design of 

professional development or lesson study experiences; model development and 

evaluation strategies; teaching-learning facilities/technological aids, and 

finally it is necessary to implement the lesson study in more sample schools with 

close follow-up and assessing the effectiveness to carry out workshops and 

training programs for teachers on lesson study.

Key Words：Lesson study, effectiveness, suggestion, Ethiopia



56 NUE Journal of International Educational Cooperation, Volume �

Jeilu OWNER & KOZAI Takeshi

government arrangement, the managerial and 

administrative structure of the education system has 

five layers (school, worerda, zone, region and federal) 

whose functional responsibilities are defined by law 

(TGE, 1993; FDRE, 1995; MoE, 1995, 2002). 

　　The Ethiopian education system is guided by 

Education and Training Policy issued in 1994, which 

focuses on major areas of reform such as expanding 

access to education equitably, restructuring the 

education system, increase the relevance of education to 

communities and improving the quality of education 

throughout the system (TGE, 1994; MoE, 2000). Within 

the framework of poverty reduction strategy, Education 

Sector Development Program (ESDP) has been adopted 

to ease educational problems and to facilitate 

implementations. Regarding the medium of instruction, 

the education and training policy allows nationality 

languages to be used at primary level. The other 

fundamental issue in the policy framework is the 

education tuition, where provision of education from 

grades 1-10 is free for all children. However, there is a 

provision of introducing cost sharing from second cycle 

of secondary education up to tertiary level. The structure 

of the education system encompasses formal and non-

formal education. This formal system constitutes of basic, 

general, higher and specialized education and TVET 

programs. The components of the school education 

system are pre-primary for 4-6 years aged children, 

primary education of 8 years (grades 1-8) for 7-14 years 

aged children which is subdivided into basic education 

(1-4 grades) and general education (5-8 grades).  The 

secondary education comprises of two cycles; general 

secondary education from grades 9-10 and preparatory 

senior secondary education of 2 years (11-12 grades). 

　　The Education and Training Policy of 1994 stipulates 

that the teacher education and training components will 

emphasize basic knowledge, a professional code of 

ethics, methodology and practical training. A strategy 

of the policy is that teacher training programs and the 

curriculum will be made relevant to educational 

objectives and be responsive to the different curricula of 

education. The curriculum organization and instructional 

grouping for the first cycle primary education is self-

contained classroom and subjects taught are English, 

Local language, Amahric, Mathematics, Environmental 

Science and Aesthetics. For upper primary education 

departmentalized approach is employed, where teachers 

trained to teach 2-3 subjects. 

　　Regarding instructional methods, the policy strategy 

accentuates the teaching-learning process as learner-

centered, active learning, and problem solving, activity-

oriented, and life-related approaches in different contexts. 

Moreover, the schools in most cases are organized into a 

cluster system. The system of clustered school has been 

adapted with the objectives to: utilize scarce resources 

efficiently and share experiences among members of the 

school cluster, improve teaching and learning process, 

to enhance and sustain professional development of 

teachers, disseminate and localize curriculum and 

initiate creativity at local level and thereby improve 

quality of education (MoE, 2003). It is supposed that 

school cluster system serve to disseminate and familiarize 

teachers with research findings on approaches and 

methods of teaching and enhance professional 

competences of teachers, and consequently improve the 

teaching-learning process to impact on quality.

2. Rationale for Lesson Study

　　As literature indicates, many teachers have used 

the results of educational research to craft teaching 

methods that are innovative, interactive, learner-

centered and responsive to a variety of learning styles. 

These approaches require active participation from both 

teachers and students, and suggested to be noteworthy 

particularly for teaching science and mathematics. In this 

regard, researchers have credited Japan’ s improvement 

in math and science instruction to teacher-led lesson 

study (Lewis, 2002). The goal of Japanese lesson study 

is to improve the instructional practice of teachers and 

thus, improve student learning and success. 

　　The Japanese lesson study model involves teachers 

working in small collaborative groups. It is the major 

form of professional development and a teacher-led 

instructional improvement cycle. The teachers meet to 

discuss learning goals. Once a learning goal is agreed 

upon, teachers co-plan a classroom lesson. This planning 

involves the actual activities students will do and the 

teachers anticipate student responses. One teacher from 

the group teaches the actual lesson while the others 

from the group observe. The teachers then debrief the 

lesson and share observations. The lesson may then be 

revised and taught to another class by another teacher 

from the group (Fernandez et al., 2001; Lewis & Tsuchida, 

1997; 1998; Yoshida, 1999).

　　Lesson study embodies many qualities of effective 
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professional development and has enabled Japanese 

classroom teachers to build an emphasis on problem-

solving (Lewis & Tsuchida, 1998; Takahashi, 2000). In 

Japan, lesson study is a system for creating professional 

knowledge about teaching (Hiebert, Gallimore & Stigler, 

2002). Murata and Takahashi (2002) noted that lesson 

study incorporates features associated with effective 

professional development and providing onsite support 

within a collegial environment. Lesson study is a form 

of practitioner research in which teachers investigate 

issues of teaching and learning in their own classrooms 

(Zeichner and Noffke, 2001). It can be a method for 

generating not only practitioner knowledge but also 

professional knowledge if it becomes a way to carry out 

the erudition of teaching and learning (Hutchings, 

2000). The facts that lesson study creates multiple ways 

for learning that lead to instructional improvement. As 

Lewis (2005) suggested, teachers’ thinking and practice 

may improve in multiple ways as a result of: increased 

knowledge of subject matter, increased knowledge of 

instruction, increased ability to observe students, stronger 

collegial networks, stronger connection of daily practice 

to long-term goals, stronger motivation and sense of 

efficacy, and improved quality of available lesson plans. 

Thus, it is believed that lesson study is a fertile context 

for teaching improvement and teachers’ professional 

development.

3. The Problems

　　School clustering system was introduced to Ethiopia 

some years ago.  In Oromia, majority of primary schools 

have been organized as cluster since 1995. The basis of 

clustering of schools was the local and needs and 

geographic convenience. Besides sharing of some 

experiences and resources among schools in cluster, the 

traditional way of teaching-learning process has persisted. 

In spite of similar pedagogical goals, approaches and 

experiences, teachers typically work alone when 

planning instructional activities. Such isolation limits 

efforts to improve teaching on a broader scale, both 

within and across disciplines. Although individual 

teachers may reflect on and improve their practice, there 

are few occasions to converse with colleagues about 

what they discover about teaching and learning. When 

they do share their ideas about teaching, it likely takes 

the form of knowledge they develop from their 

experiences in the classroom. 

　　It is believed that teaching is a multidimensional 

process. Teaching may be identified as the active 

interactions between teacher and students in a classroom 

setting and embodies at least elements such as vision, 

design, interactions, outcomes, and analysis. Thus why, 

lesson study is highly valued by Japanese teachers and 

an effective way to promote long-term teaching 

improvement. As many researches identified, one of the 

factors that contribute to educational quality at the local 

level is quality of teaching, which is recognized as the 

key, the factor without which other quality inputs are 

unlikely to be successful. This was the idea behind that 

necessitates testing the lesson study in one of the cluster 

schools of Oromia Region.

4. Objectives

　　The purposes of the Lesson Study project were to 

introduce Lesson Study approach to teaching-learning 

of science and mathematics, and to clarify the effect of 

Lesson Study centered in-service training of teachers by 

the cluster resource center (CRC) system. The project 

was aimed at benefiting the students, teachers and CRC 

and the cluster member schools by providing: 

(i) Professional development for the teachers, i.e. 

enabling the teachers to use the child-centered and 

problem solving approach for lesson studying,

(ii) Teachers of cluster member schools and CRC 

share good practices among each other.

(iii) Improving teaching skills through reflective 

practice. 

　　Moreover, the pilot work aimed to see the 

effectiveness of lesson study in one of the school cluster 

centre; documenting the implementation process, supports 

and challenges; and using this information to contribute 

constructively to further development in this regard.

5. Methodology

⑴　Method and Sampling
　　The learning-teaching approach selected for 

implementation was the Lesson Study. Although, the 

approach employs child-centered and problem-solving 

methods, conceptually and practically in classroom 

application is new to Ethiopian context. Thus, an 

arrangement was made to discuss and share experiences 

on teaching in primary schools of Ethiopia, in particular 

in Oromia and that of the lesson study practices of 
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primary schools of Japan between the researchers. After 

a thorough discussion, a common understanding was 

reached to introduce the lesson study to one of the 

selected school cluster system in Oromia.

　　The idea of Lesson Study was communicated to 

Oromia Education Bureau, then, Dhankaka primary 

school cluster resource center recommended for the 

project work. Dhankaka school is a complete primary 

school (1-8 grades), a cluster resource center with four 

members of first cycle primary schools namely Daloo, 

Giche, Gubasaye, Dhankaka No. 2 in East Shewa Zone 

of Oromia Region. Afterward, a draft plan was prepared 

to introduce the Lesson Study method to Dhankaka 

CRC and member schools.

　　In order to introduce the Lesson Study to Dhankaka 

cluster center and member schools, it was necessary to 

retain essential features of the Japanese model, making 

necessary changes to adapt to the contexts and purposes 

to local situation, which are in no way uniform across 

regions, institutions or disciplines. However, it was 

learnt that lesson study involves a small team of 

teachers working together to design, teach, study, and 

refine a single class lesson.

⑵　Study Subjects
　　For the purpose of the project work, grade four 

Environmental Science subject, teachers who teach the 

subject and their students at this grade were selected. 

Accordingly, four teachers from Dhankaka CRC, two 

teachers from each four cluster member schools and 

grade four students were identified and included in the 

study. In addition, head teachers of each school and one 

supervisor from the Dhankaka CRC were involved in 

the pilot work. The Lesson Study team for each cluster 

member schools and the CRC was consists of two-three 

teachers, one head teacher and one supervisor.

⑶　Procedures and Discussion
　　After Lesson Study teams’ formation, the next step 

was to carry out brainstorming sessions and training on 

the implementation of Lesson Study. To facilitate the 

training sessions, training materials, formats/worksheets, 

other supportive aid and participatory/interactive methods 

were used. The following discussions present activities 

preformed.

①　Brainstorming and training
　　The first session of the meeting with teams of 

lesson study at Dhankaka CRC was devoted to reflect 

on practical problems on instructional methodologies 

and the existing experiences. The participants shared 

their views on: whether and how they can use the 

experience to improve their teachers in CRC and cluster 

member schools and whether they have other strategies 

to encourage teachers in meaningful team work. In the 

discussion, it was noted that teacher works alone. 

Teachers do not plan lessons together, and they don’ t 

even think about observing lessons conducted by their 

colleagues, except the head of the school or the 

supervisor who would observe lessons rarely, just once 

a semester for the requirements of teachers’ performance 

appraisal.  In most cases teachers were not reflective. 

No system in placed to assess what has been learnt and 

what needs to be changed. These were some of the 

teaching gaps realized and consensus reached among 

the teams/participants for the need to adopt ‘lesson 

study’ as a method for improving the learning-teaching 

(instruction) based on careful observation of students 

and their work. This was underlined as the purpose of 

the project.

　　The next point was clarification on Lesson 

Study/Research Lesson, the purposes, benefits and key 

features to familiarize the teams’ members and to 

develop conviction in them. Then, the process of Lesson 

Study which involves planning the lesson, presentation 

of the lesson and reflecting on the lesson was discussed. 

The teams were able to differentiate that Lesson Study 

as a continuous cyclical process, Plan, Do and See, 

which is different from their experience of common 

teaching  methods. Participants understood that working 

on Lesson Study involves planning, teaching, observing, 

and critiquing the lessons. To provide focus and 

direction to this work, the participants discussed on how 

to select an overarching goal and related research 

question that they want to explore which then serves to 

guide their work on all the study lessons.

　　Model of plan for Lesson Study for grade 3 

Environmental Science was given to all school teachers 

to learn out of it (annex 2). With the help of the model 

plan, steps to be followed during planning phase, how to 

select learning goals were discussed. Finally, how to 

conduct the lesson and make observation (checklist 

annex 3), tasks to be accomplished during post lesson 

conferences and post lesson activities were discussed 

with the support of examples. 

　　Regarding how long and how often teachers work 

on a given study lesson, the exact amount of time 

devoted per study lesson varies significantly from group 

to group. On average, a group may devote 2-4 weeks 
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period to working on a standard study lesson. Groups of 

4 to 6 teachers will work on an average of 2-3 lessons a 

year. Often, each of these lessons will be taught twice in 

the process of being developed. In most schools, there 

will be at least a few subgroups that work on study 

lessons, which yield many opportunities for teachers to 

teach, observe, and discuss publicly taught lessons. For 

the purpose of this exercise, 2 weeks of time was 

suggested to work on the selected lesson study.  

　　In general, the first day meeting has helped to 

clarify on the objectives of the project and to reach 

consensus to carry out the pilot study. For obvious 

reasons, the teachers need some time to internalize the 

method introduced and to visualize how to put it into 

practice in their own settings. Then, the teams of Lesson 

Study/participants agreed to go back to their respective 

schools, discuss among themselves on the workability 

of the method introduced, how and when they can 

implement, ways of assessing the impact of the method 

on students learning, and to come back with adequate 

preparation and arrangements needed for the next 

session.

② Reflections from the participants
　　The second training workshop was arranged after 

some weeks to discuss on any development and problems 

teachers faced in an effort to internalize the introduced 

method and its practicality. Accordingly, all schools 

including the CRC presented what they have done after 

the first training session. The following issues were 

reported:

(i)　The team of teachers for each school has identified 

the unit to be taught, the research lesson and the 

goals,

(ii)　Some teams questioned the role of observers in 

the classroom as when and how,

(iii)　All teams have scheduled to conduct lesson 

study in their respective schools,

(iv)　Some reported that the plan prepared overlaps 

with that of the usual lesson plan,

(v)　All teams have developed a draft lesson study 

plan, however they need more clarification and 

additional exercises to design,

(vi)　Lack of sufficient time to make detail discussion 

with a colleague to prepare and write the lesson 

plans, 

(vii)　Practically, it was almost out of question to get 

the teachers together because of restrictions the long 

distances among the CRC members’ schools and 

teachers residence.

(viii)　There was a doubt whether each unit of 

environmental science content could be written by 

using lesson study approach.

(ix)　The schools have stated they concern regarding 

the inadequacy of the materials to carry out as 

intended. 

　　As per participants reports presented from each 

schools, the units and lessons topic identified were 

different. The basis of topic selection would be those 

challenging and vertically linked to similar units in 

other grades. All groups presented their lesson study 

topic at plenary for discussion and review. The lesson 

study topics presented were not yet covered by the usual 

teaching-learning methods.   It was noted that almost all 

teams have difficulties in designing their lesson study 

plan, thus much time was devoted to clarify all elements 

of the plan (annex 2) and its features which distinguish 

it from the ordinary lesson plan.

　　The next point focused was the role of observers; in 

this case when one teacher presents the lesson, the rest 

colleagues observe the lesson study in the classroom. 

During observation in classroom, observers note as per 

the checklist given (annex 3) and the results of 

observation will be presented on discussion during post 

lesson conference. Regarding inadequacy of materials 

for lesson study, all schools were advised to depend on 

locally available materials.

　　At the end of the session, the participants were 

asked to reflect on their opinion regarding lesson study. 

Teachers and head teachers opinion towards success of 

the workshop indicate that objectives of the project was 

clear, after some exercises review of the process made 

has helped them to understand the method and how to 

go about. Teachers reflected that they can make necessary 

effort and had a confidence in giving knowledge to 

others. Participants had a confidence in the improvement 

of lesson plans and in developing the quality of teachers 

with this approach being enhanced and influencing 

student learning.

　　The other important issue was how do we know 

whether the Lesson Study method is effective? Of 

course, this is a trial phase and it needs a preliminary 

assessment to check its usefulness. One way suggested 

was to carry out pre-test before intervention and post-

test after intervention. Simple achievement test can be 

administered to assess the knowledge and skills. 

Finally, it was agreed that all teachers/teams to revise 
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their plan, carry out lesson study in their respective 

schools, conduct post lesson conference and submit 

report that includes the lesson study plan, pre-test and 

post-test results of the students, observation checklists 

and overall reports.

6. Limitations

　　One of the limitations was that the cluster member 

schools are located at 4-5 km far away from the 

Dhankaka CRC; thus, it was difficult to exercise the 

Lesson Study in one school. Further, the location/distance 

has limited the supervisor as external observer to some 

cluster member schools. Lack of educational technology 

materials to document classroom observation has reduced 

the quality of the lesson to learn out of it. An attempt 

was made to judge the effectiveness of the method 

based on test achievements, however, some other 

intervening variables were not adequately controlled 

that could interfere with the result. The large class size 

it-self in some schools have reduced the applicability of 

the method.  

　　The problem solving approach as a teaching 

method was not so internalized by teachers. The 

teachers need more experience about how to present the 

problem and give students time to read, analyze, 

remember previous experiences related before thinking 

to expect and solve. Also they must finish the teaching 

plan on time. The other challenge was schools lack 

supportive materials like cameras/videos, computers, 

projectors and others teaching-learning aids. The 

method/technology was difficult to set up every day. 

Some of the sections of the same course remain idle 

during lesson study; they were no longer in synchronized. 

The time selected for the study was not convenient due 

to two reasons: overlaps of program with the schedule 

of national census and the time were almost end of the 

academic year, where teachers overburden by other 

school activities. Further, teachers demand some incentives 

due to the fact that preparation for lesson study and 

implementation requires more teachers time.

7. Major Findings

(i)　The test results of the students before and after the 

implementation of lesson study is depicted in the 

following table. As can be seen from the table, the 

number of students who passed the test after 

intervention was greater than before intervention. In 

all schools number of students who failed in the test 

was decreased after intervention. That is the number 

of students who passed the test increased and who 

failed in the test decreased after intervention. 

Similarly, the mean score achievements of the 

students have drastically improved for all schools 

after the implementation of the lesson study.  This 

implies that the strategy employed/the lesson study 

makes students have good thought, high achievement 

and positive attitude.

(ii)　Students in the same grade and taking the same 

subject in the school communicate to discuss problem, 

and express their thought in oral communication as 

well as interaction. They can explain the process and 

how to solve problems.

(iii)　Through working with the team of teachers, there 

were improvements in performance of teachers. It 

was reported that teachers use problem solving as a 

teaching method, depending on process of teaching. 

They give students chance to deduce new concept and 

build their knowledge (conceptual knowledge, procedural 

knowledge, problem solving).They encourage students 

to use previous experiences to expect answers. 

Teacher works as facilitator for students to think and 

Table1. Results of Pre-test and Post-test Conducted
Post-testPre-testStudentsSchools

274274No. of students sat for test

Dhankaka 
CRC

7.314.91Mean scores achieved

234140No. of students passed

30134No. of students failed

100100No. of students sat for test

Dhankaka 
No.2

6.595.02Mean scores achieved

9164No. of students passed

936No. of students failed

4646No. of students sat for test

Gubasaye
6.625.38Mean scores achieved

4232No. of students passed

414No. of students failed

4848No. of students sat for test

Daloo
6.85.4Mean scores achieved

4432No. of students passed

416No. of students failed

2727No. of students sat for test

Giche
7.265.93Mean scores achieved

2725No. of students passed

02No. of students failed
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work themselves.

(iv)　The approach has created better opportunity for 

students to work in group and individually.

(v)　The teachers being observed by others have felt 

that this is very supportive.

(vi)　The teachers had positive feeling in using the 

lesson study plans in the class. The workshop was 

worth the time and it was the great activity. Teachers 

reflected that lesson study activities helped them to 

develop the kinds of instructional and subject matter 

knowledge that are goals of teacher professional 

development.

(vii)　Overall, the atmosphere of acceptance from the 

students and the teacher/practitioner was very 

inviting. The potential value of lesson study for 

teachers/practitioners willing to take the risks 

associated with an emerging innovation, and the 

importance of opportunities for practitioners to find 

ways to enhance their lesson study knowledge and 

practice over time needed.

8. Lesson Learned

　　Lesson study offers a different way of thinking 

about learning and teaching. Teachers get insight into 

how their students learn from the lesson, where they get 

stuck, what changes take place, and how they interpret 

ideas. Thus, how students learn is central at every step 

in the lesson study process. In the lesson planning phase 

teachers consider how their students are likely to 

interpret, construe and respond to the parts of the 

lesson. Observers attend to learning and thinking as the 

lesson unfolds. Data collection focuses on student 

learning and thinking throughout the lesson. After the 

lesson, the group analyzes the evidence of student 

learning as a basis for making changes to the lesson. It 

is believed that this piece of work indicated at least the 

following tangible products:

(i)　A detailed, usable lesson plan, 

(ii)　An in-depth study of the lesson that investigates 

learning and teaching interactions, explaining how 

students responded to instruction, and how instruction 

might be further modified based on the evidence 

collected,

(iii)　Aspects of lesson study require a start-up training, 

consisting of a workshop or self guided tutorial 

designed to get teams of teachers started doing lesson 

study,

(iv)　Some topics/units can be selected for lesson study 

and carried out in 1-2 weeks in a semester, or 2-4 

weeks in a year,

(v)　Carry out lesson study and participate in a review, 

receiving feedback and suggestions about how to 

improve the lesson study; then write a final lesson 

study that will eventually make a contribution to a 

knowledge base for other teachers in the same subject.

9. Recommendations

　　In lesson study a small group of teachers jointly 

designs, teaches, studies and refines a single class 

lesson. From this exercise and experiences of others the 

practice of lesson study creates multiple pathways for 

improving teaching and improved students’ academic 

performance. In light of this study the following 

issues/concerns are suggested: 

(i)　To implement lesson study in schools, resource 

development and key support is indispensable. Thus, 

four types of resource development seem especially 

important. These are: 

a. Guidelines/handbooks for lesson study; resources 

on Japanese models of instruction (science and 

mathematics); and resources on student understanding 

of specific topics.  One key observation of the pilot 

work on lesson study was the need for guidelines to 

support discussion of lessons, observation of students, 

write-up of lessons, etc. Descriptions of student 

thinking in various domains (misconceptions and 

strategies for building understanding) may also 

play an important role in supporting data collection 

on student understanding, which is a center of the 

lesson study process. The handbook illuminates 

both the key ideas underlying lesson study and the 

practical support needed to make it succeed in any 

subject area. It also provides practical resources 

including schedules, data collection examples, 

protocols for lesson discussion and observation, 

and instructional plans for subjects for which 

lesson study planned.

b. Research on the design of professional development; 

lesson study experiences, including those conducted 

with Japanese teachers could be as major source to 

learning.  Careful study and sharing of methods for 

conducting lesson study work with Japanese 

practitioners might enable improvement of 

professional development methods.
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c. Model development, evaluation strategies are 

needed that contribute to continuous improvement 

of lesson study, by promoting reflection and 

feeding back information to lesson study leaders 

and participants so that they know in a timely 

fashion what is going well and what needs to be 

improved.  How does lesson study improve instruction? 

 What sequence of activities (e.g., collegial planning, 

observation of student learning, identification of 

key understandings, revision of lessons) ultimately 

results in instructional improvement?  How is 

student learning best measured?

d. In lesson study, teams document their lesson 

studies so that other instructors can review and 

learn from their work. Moreover, the schools need 

to be equipped with important teaching aids, for 

recording such as videos and audio materials, and 

other essential equipments some to be shared at 

CRCs.

(ii)　The exercise made was in a very limited area and it 

demands to observe the technology/method in more 

and reasonable number of schools to assess the 

strength and weaknesses. Thus, it seems necessary to 

implement the lesson study in some selected woredas 

of the region with close follow-up and monitoring in 

order to introduce to the system of education/large 

scale implementation. On top of this, it is necessary 

to make preparation and train some experts to expand 

and disseminate the application of lesson study in 

school contexts. Overall, workshops and training on 

lesson study for local educational authorities, teachers 

and school leadership is essential to facilitate 

implementation.
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要　　約

　日本の授業研究は，専門性を高め，教師自らが教育

方法を改善する方法である．本論文は Dhankaka CRC

において調査研究者と教員との共同研究のもとに行っ

た研究である．このプロジェクトの目的は理科と数学

の学習における授業研究の方法について紹介すること

や，クラスタリソースセンター（CRC）制度によって

教員研修を中とした授業研究の効果を明らかにするこ

とであった．さらに，この調査は一つのクラスターで

の授業研究の有効性を確認することを目的とした．

　本研究の調査データは授業研究に効果があったこと

を示している．また，このアプローチは教師と生徒の

両方に良い機会をもたらした．教師の授業研究活動が，

教育力向上の到達点である教育方法と教科の知識の向

上に役だったことが授業研究後の反省から読み取れた．

　この研究から，次の５点の課題が示唆された．

１：授業の記録，児童生徒の観察，授業での議論のサ

ポートや授業を議論するために授業研究のガイドライ

ン／ハンドブックの必要性，２：授業研究の経験や専門

性の高め方についての調査，３：向上と評価戦略のモデ

ル，４：学習教材や技術への援助，５：より多くの学校で

綿密な追跡や有効性の測定をともなった授業研究を行

うことの必要性，授業研究を行う上での教師のための

トレーニングプログラムやワークショップを開くこと．

（訳：香西　武）
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Annex 1: List of Participants Attended Training on Lesson Study

Annex 2: Grade 3 Environmental Science; Lesson Study Plan, Model Example

School: 　　　　　　　　　　　　　　　　

Teachers: 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1. Date and Time: Tuesday, March 27, 2007; 3rd Period (10:50-11:35 a.m.)

2. Name of the Unit: Let’ s light up the miniature bulb.

3. Objectives of the Unit:

　Students try to actively investigate objects around them to see if electricity can travel through them. [Interest/Desire]

　Depending on an object a student chooses to connect in a circuit, the miniature bulb sometimes turns on. From this 

observation, the students are able to learn there are objects that electricity can travel through and objects that electricity 

cannot travel through. [Scientific thinking/decision making]

　Students are able to categorize objects around them into the objects that electricity can travel through and the objects 

that electricity cannot travel through using the miniature bulb tester. [Skills/Expression]

　Students are able to understand that there are objects that electricity can travel through and objects that electricity 

cannot travel through. They are also able to understand that those objects that electricity can travel through belong to a 

group called metals. [Knowledge/Understanding]

4. Instructional Plan:

　How to light up the miniature bulb-1 lesson.

　Let’ s light up the miniature bulb-1 lesson.

　Let’ s make a tester-2 lessons.

　Objects that do not pass through electricity and the object that pass through electricity-2 lessons. 

Responsibility
Dates of Training

SchoolNameN
Apr.26/07Mar. 27/07

TeacherXXDaloKedir Tura1

TeacherXX“Abadir Genna2

Head T.XX“Mulugeta Mengistu3

Head T.XXGicheFekadu Takele4

Teacher�X“Taye Gurmu5

“XXGubasayeDegefa Jango6

“XX“Bekelech Midhagsa7

Head T.XX“Tigist Zewdie8

Head T.XXDhankaa 2Adugna Kebede9

TeacherXX“Damirew Tulu10

TeacherXX“Nanno Bekele11

“XXDhenkaka 1Werkitu Badhaso12

“XX“Tilay Midhagsa13

“XX“Kibitu Soori14

“XX“Tsedala Legesse15

“XX“Chaniyalew Asfaw16

Head T.XX“Fekadu G/Meskel17

�
Supervisor

�
X

X“
Tigist Zewdie/
Getachew Kiflu

18
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Curriculum connections of topics related to electricity

5. Objectives of this Lesson:

　Students are able to categorize objects into those that electricity can travel through and objects that electricity cannot 

travel through by conducting an experiment.

　Students are able to understand that those objects electricity can travel through are metals.

6 . Lesson Process:

Grade 6Grade 5Grade 4Grade 3

Objective  of the unit:
Investigate changes of the 
strength of electricity when 
electricity travels through an 
electromagnet, and 
understand the function of 
electric current
Magnetization of iron core 
and nature of electromagnets.
Constructing a miniature 
motor that utilizes 
electromagnets.

No topics on electricity.Objective  of the unit:
Investigate function of 
batteries by connecting them 
to a miniature bulb. 
Develop conscious thoughts 
about electricity. 
How to make a series circuit 
and a parallel circuit.
Utilizing a solar battery.

Objective of the unit:
Explained above

Resources and preparationThings to remember for instructionLearning processSteps

Worksheet

・Tester (students made them 
prior to this lesson).

・Objects for conducting 
experiment (students will 
bring them from home)

Worksheet

Describe/demonstrate how to conduct an 
experiment and confirm the process.

・Provide opportunity for each individual 
student to conduct experiment in order 
for all students in the classroom to 
participate in the learning activity.

・Support the students and check their 
methods by team teaching.

・Conduct discussion with the whole 
class using the question indicated in the 
above box. If it is necessary ask the students 
to recall what they learned from the 
lesson entitled, let’ s light up the miniature 
bulb. If the students found different 
experimental results on the same object 
they investigated, the class will discuss 
the reasons why such differences occurred.

・ Walk around the classroom to observe how 
students are conducting the experiment 
and collect appropriate examples that 
are useful for carrying out a focused 
discussion, to resolve problems that students 
ran into or to highlight discoveries that 
the students made.

・Ask students to summarize new things 
they noticed/learned from this experiment 
by referring to the notes they took 
during the experiment.

・Suggest to the students that based on the 
learning experiences gained from today’ s 
experiment, they can deepen the 
investigation by changing conditions in 
future experiments.

⑴　Talk about today’s learning activity.
Aim of this lesson

⑵　conduct the experiment
・Learning settings:
Individual, group
Talk about the problem that occurred 
or was found during the experiment.
・By incorporating what they have 

learned from the discussion with 
the class, the students continue 
their experiment.

⑶　Carry out the discussion based 
on the results from the experiment.

⑷　Confirm what students are going 
to study in next lesson.

7 minutes

10 minutes

8 minutes

5 minutes

Let’s investigate whether or not 
electricity can travel through 
objects by using tester.

・Does the miniature bulb always turn on, even when other people 
try the experiment?

・Does the miniature bulb always turn on no matter how many times 
you try the experiment?
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7 . Evaluation:

　Students are able to categorize the objects that electricity can travel trough and the objects that electricity cannot 

travel trough.

　Students can understand that the objects electricity can travel through are metals.

8 . Notes for observers:

　How actively are students engaged in the experiment, and how are they thinking on their own to solve the 

problems/tasks?

Annex 3: Observation Checklist

Name of the School:  　　　　　　　　　　　　　

Name of the Teacher: 　　　　　　　　　　　　　

Date of Observation 　　　　　　　　　　　

Subject and Grade: Environmental Science Grade 4

Unit and Lesson: 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

12. How could the teacher reinforce what the students learned during the lesson?

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Annex 4: Lesson Study Project Schedule

NoYesObservation QuestionN.

Was the goal clear? 1

Did the supporting activities contribute effectively to achieving the goal?  2

Was the flow of the lesson coherent, and did it support students’ learning of the concept?3

Were the problems and the materials helpful in achieving the goal of the lesson?4

Did the classroom discussions help promote student understanding?5

Was the content of the lesson appropriate for students’ level of understanding?6

Did students apply their prior knowledge to understand the content of the lesson?7

Did the teacher’s questions engage and facilitate student thinking?8

Were student ideas valued and incorporated into the lesson?9

Did the lesson summary refer to student theories or ideas?10

Was the lesson summary consistent with the lesson goal?11

TimeframeActivitiesN.

March 20-30/2007 Conduct training for teachers, supervisor and school heads.1

April 1-10/2007First observation at 4 Satellite Schools, conduct preliminary assessment using checklist.2

 April 20-30/2007
Second observation, Lesson centered in-service training at the CRC conduct training 
for satellite schools teachers.

3

May, June 2007Reporting on performance, Analysis of Data.4

 JuneWrite up report of the Research.5

July, August 2007Discussion and conclusion of the research.6

September 2007Reflection to concerned bodies.7
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1. Definitions

Education
Noun

1. The process of acquiring knowledge and understanding 

2. Knowledge and understanding acquired through study 

and training

3. The process of teaching, esp. at a school, college, or 

university 

4. The theory of teaching and learning

Teaching
As a noun

1. The act, practice, occupation, or profession of a 

teacher.

2 . a. Something taught.

 b. A precept or doctrine. Often used in the plural 

As an adjective

1. of, involving, or used for teaching: teaching 

materials; teaching methods.

2. Working as a teacher or in teaching: teaching 

assistants.

Activity
1. The state of being active.

2. Energetic action or movement; liveliness.

3 . a. A specified pursuit in which a person partakes.

b. An educational process or procedure intended to 

stimulate learning through actual experience.

4. The intensity of a radioactive source.

5. The ability to take part in a chemical reaction.

6. A physiological process: respiratory activity.

Educational activity � the activities of educating or 

instructing; activities that impart knowledge or skill

Background

　　Many students at many countries in the world don’ t 

like mathematics and feel that it is a boring subject. 

That is related to many reasons. Some of them related to 

parent’ s bad experience in studying mathematics, some 

of them related to the way of forming Mathematics 

curriculum or text books, some of them related to the 

natural of the Mathematics subject itself, and some 

related to the teaching method and classroom 

environment. In this paper, we deal with development of 

teaching method and classroom environment.

2. Active Learning

　　Consequently, many faculties assert that all learning 

is inherently active and that students are therefore 

actively involved while listening to formal presentations 

in the classroom. (Chickering and Gamson 1987), however, 

Educational Activity and Development of Learning
at Mathematics Classrooms

Ahmed S. Maklad

Al-Asher Men Ramadan Exp. Lang. institute, Egypt

Abstract：Educational activities involve students in real situations. Those situations help 

them to understand importance of Mathematics. In educational activity, 

students use many senses compared with the traditional method. That lets 

learning outcomes more effective and continually usable in their daily life. 

Activity should be planed very well to help students learn and finally archive 

their task. That will increase their confidence about their ability and encourage 

them to try their best at learning Mathematics.

Key Words：Educational activity, Teaching, Learning, Mathematics, classroom
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suggests that students must do more than just listen: 

They must read, write, discuss, or be engaged in solving 

problems. Most important is to be actively involved. 

Strategies promoting active learning are defined as 

instructional activities involving students in doing 

things and thinking about what they are doing.

　　Use of active learning techniques in the classroom 

is vital because of their powerful impact upon students’ 

learning. For example, several studies have shown that 

students prefer strategies promoting active learning to 

traditional lectures. Other research studies evaluating 

students’ achievement have demonstrated that many 

strategies promoting active learning are comparable to 

lectures in promoting the mastery of content but 

superior to lectures in promoting the development of 

students’ skills in thinking and writing.

3. Principles of learning

⑴　Learning is not necessarily an outcome of 
teaching

　　Parsimony is essential in setting out educational 

goals: Schools should pick the most important concepts 

and skills to emphasize so that they can concentrate on 

the quality of understanding rather than on the quantity 

of information presented.

⑵　What students learn is influenced by their 
existing ideas

　　When students come to classroom, they already 

have their own ideas and experiences. New ideas should 

be adapted with old ideas to be accepted with them. 

Otherwise their old ideas will win even if they aren’ t 

correct.

⑶　Progression in learning is usually from the 
concrete to the abstract

　　Children can learn easily about thing that they can 

touch and accusable to their senses. With experience, they 

grow in their ability to understand abstract concepts.

⑷　People learn to do well only what they practice 
doing

　　When students are involved in a real learning 

situation, they can acquire a lot of experiences. Through 

involving them more and more in such situations, they 

can learn to think critically, analyze information, 

communicate scientific ideas, make logical arguments, 

work as part of a team, applying problem solving 

techniques and acquire other desirable skills.

⑸　Effective learning by students requires feedback
　　Students learning go to the best side, when they 

have a feedback about what they learned. That feedback 

shouldn’ t stop at giving right answers of they mistaken 

or summarizing ideas that they learned. But it would be 

analytical, suggestive, and come at a time when students 

are interested in it. Then students should have a chance 

to reflect on the feedback they receive, to make 

adjustments and to try again.

Fig.1. A model of an activity worksheet
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⑹　Expectations affect performance
　　Students’ confidence about their abilities affects 

their learning results. Students with positive confidence 

are encourages to study hard, and when the lack of 

confidence comes out, they perform poorly in their 

study. That positive confidence rises up through a series 

of success experiences. That leads us to, when a teacher 

gives a task to be achieved, he would guide his student 

till he succeeds.

⑺　Effective teaching
　　Effective teaching should be thought of as helping 

students learn, and every student encounter should be 

thought of as a student’ s opportunity for learning.

4. Some examples of activities at Mathematics 
classrooms

⑴　Example 1
Title: Length measure 

Purpose: To train students about how to find out length 

of something practically. 

Required materials: 100 cm. rulers, 50 cm. rulers, a measure 

tap, white papers, colored chalk, pencils, and 

worksheets. 

Steps:

1- A teacher introduces some information about units of 

measuring length and the relation between them and 

discusses it with his students. He should teach them 

how to use a ruler or a measure as well.

2- Students should be divided into small groups of 4-6 

students.

3- A group takes a measure, worksheet, a pencil, a color 

chalk, and a white paper.

4- Two students use the measure to find length of their 

class wall, a third student put s marks where the 

measure end every time, a fourth student records their 

results on the white paper.

5- When they finished measuring, they start calculation 

to find the final result in meters and centimeters.

6- They discuss and analyze their results with each other 

and with their teacher. 

7- They get 5 minutes reflection about the whole activity 

and what they notice, and then how to develop it next 

time.

8- They replace each other role in their group and start 

to find length of any other place inside school.

Lessons can be obtained from such activity:

・Involving students in a real educational activity 

combines between what student study at schools and 

their daily life. That lets mathematical concepts more 

reliable in their minds. Then positive attitude towards 

mathematics can be come out.

・Training children about how to behave as a member 

of a team and how to respect other members in his 

classroom and outside school as he understand his 

need to other members to achieve a task in or outside 

school.

・Combine between intellectual and practical work.

・Through that activity, student is active and not only 

listening to his teacher. He can practice, listen, 

measure, write, calculate, record result, discuss 

results, express his opinion to others, think and 

suggest solutions to develop his work, be familiar 

with problem solving strategies. 

・Two directions teaching can be achieved.

⑵　Example 2
Title: Make a puzzle

Purpose: To learn through play

Use of more senses lets learning more 

effective and exciting.

Required materials: match boxes, scissors, white paper, 

glue, color box, a ruler.

Steps:

1- Students should be divided into pairs.

2- Put 8 match boxes beside each other.

3- Attach a white paper to one side of those boxes.

4- Use the color box to draw the picture or shape you 

like on that paper.

5- Put marks at the end of each match box on the colored 

paper.

6- Join those marks vertically and horizontally.

7- Use scissors to cut its parts according to those lines to 

get the puzzle parts.

8- Measure length and width of that puzzle and design a 

box without lid to put that puzzle in.

Fig.2. Final shape of the formed puzzle
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9- Using those parts discuss with your friend and your 

teacher how to express different fractions. How to do 

different operations on fractions such as addition, 

subtraction, equalization

Lessons can be obtained from such activity

・It can help students to understand the real meaning of 

simple fractions.

・It combines between theory and practical meaning of 

addition, subtraction, and equalization of fractions.

・Students learn while playing.

・Students are very active while learning, where they 

measure, fix, paste, cut, mark, and rearrange. They 

use different senses.

5. Conclusions

・The more senses student uses the more effective 

learning he gets. 

・Educational activity involves students in a real 

situation. That situation helps him to understand 

importance of mathematics. That feeling guides him 

to do his best in learning mathematics. 

・Teaching should aim to guide children to learn how to 

learn by themselves not to give them information 

directly.

・Using activity in learning Mathematics lets it more 

applicable in the daily life.
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要　　約

　生徒は活動を通して，現実の場面を学ぶことができ，

数学の重要さを理解できる．活動は従来の方法と比べ

て，多彩な感覚を活用し，日頃の生活において役立つ

ことにつながる．そして活動を通して身につけた能力

は，それが使える状態で保持し，活用されることで，

数学の学習も確信を持って進められ，促進されること

になる．

（訳：教員教育国際協力センター）
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研究ノート
� 鳴門教育大学国際教育協力研究　第４号，�����，����

　２００５年教育法は，１９９８年教育法の改正法として，

２００５年の第１０期第７回国会（２００５年５月５日〜６

月１４日）において可決されたもので，本稿は，この

教育法の全文を翻訳したものである．

　筆者は，今回の改正のポイントは次の５点にあると

考えている．紙幅の関係で詳細は別稿を参照された

い１）．

１．全般的に，教育と現実社会とりわけ，就職及び起

業との関係が重視されていること．

２．試験主義・教員中心主義から教育プロセスの重視・

学習者重視へ方向を変えようとしていること．小学

校卒業試験の廃止はその象徴である．

３．教育の中央集権的管理からの転換と機関の自己保

証の方向が打ち出されていること．

４．才能教育や遅れたところでの教育普及，教員給与

等に関し，現実的な対応を模索しているところ．

５．教育システムへの民間等からの投資・援助に関し，

規定を厚くし，奨励していること．教育の「商業化」

禁止規定の廃止はその象徴である．

　尚，本法の翻訳にあたっては，次のベトナム語文献

を使用し，英文訳を参考とした．訳文中の［　］内

の表記は，原語及び訳注である．

Luat Giao Duc va Cac Van Huong Dan Thi Hanh,Nha 

Xuat Ban Thong Ke, 2006.

Luat Giao Duc Nam 2005 va Quy Dinh ve Xu Phat Vi 

Pham Hanh Chinh Trong Linh Vuc Giao Duc,Nha Xuat 

Ban Chinh Tri Quoc Gia, 2006.

 　<http://en.moet.gov.vn/?page=8.8&view=5101>

第１章　全般規定

第１条　この法の適用範囲

　本教育法は国民教育システム：国民教育の学校及び

他の教育機関，政府機関，政治組織，社会−政治組織［to

　chuc chinh tri-xa hoi：婦人組織，出版社など］，人民

軍に属する他の教育機関，教育活動に参加する組織及

び個人，について規定する．

第２条　教育の目的

　教育の目的は，ベトナム人を徳，知，体，品位，専

門性を持ち，国家の独立と社会主義に忠実な，全体的

２００５年ベトナム教育法−翻訳と解説−

Viet Nam Education Law in 2005: Japanese Translation and some Explanations

石村　雅雄＊・Tran Thi Ngoc ＊＊

ISHIMURA Masao,Tran Thi Ngoc

＊鳴門教育大学

Naruto University of Education
＊＊ホーチミン市国家大学

Vietnam National University-Ho Chi Minh City

Abstract：The educational law in 2005 of Viet Nam is translated into Japanese and is also 

explained a few on following 5 points in this document. 1 . to strengthen the 

relation between education and job, 2 . to transform educational system from 

overemphasis on examination and teachers to emphasis on process and learners 

centered learning, 3 . to transform educational administration from center 

government focused to institutional responsibility, 4 . trying to take realistic 

attitude on educational universalisation, fee of teachers, etc., 5 . encouragement 

private funding and investing to educational sector.

キーワード：ベトナム，教育法，教育政策，市場化，試験中心主義
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石村　雅雄・Tran Thi Ngoc

に発達した人格に教育することであり，併せて，祖国

の建設と防衛の需要を満たすひとりの尊厳，市民とし

ての資質，能力を形成し，育成することである．

第３条　教育の特質と原則

１．ベトナムの教育は，人民とともにあり，全国的で

あり，科学的であり，現代的であるという特質を持ち，

マルクス−レーニン主義とホーチミン思想に基礎づ

けられている．

２．教育活動は，実践と結びつけられた学習，生産と

結びついた教育，実践と結びついた理論，そして，

家庭と社会の教育と結びついた学校教育という原則

によって指導される．

第４条　国民教育システム

１．国民教育システムは学校教育と継続教育から構成

される．

２．国民教育システムの教育レベルと訓練の品質は次

のとおりである．

ａ）保育園及び幼稚園による幼児教育

ｂ）小学校，中学校，高等学校による学校教育

ｃ）職業中等教育と職業訓練による職業教育

ｄ）短期大学，学士，修士，博士課程教育による大学・

大学院教育（ここには高等教育後教育も含む）

第５条　教育内容と方法の必要条件

１．教育内容は，思想的かつ市民的な自覚を持つ教育

を備え，良き伝統と国の文化のアイデンティティー

を保ち，発展させ，人類の文化の本質を享有し，学

習者集団の様々な年齢の心理−生理学的発展を達成

させる，基礎的で，実践的で，現代的であり，シス

テマティックな特徴を保障しなければならない．

２．教育方法は，学習者の活動性，知覚，自己到達意

思，創造的思考の全般的発揮を実現し，自己学習能力，

実践的能力，学習意欲及び前進思考を育てるように

しなければならない．

第６条　教育プログラム

１．教育プログラムは，教育の目的を考慮し，教育内

容の知識，技術，範囲及び構造のため，教育活動を

組織する方法と形式のため，教育の全ての段階・レ

ベルのそれぞれの教科の教育達成度を測る方法のた

め，標準を設定する．

２．教育プログラムは，国民教育システムの各教育段

階，特質及び形式における接続と移転可能性を保障

しながら，異なったレベル，異なった教育段階にお

ける現代性，普遍性，継続性及び伝統性を保障しな

ければならない．

３．教育プログラムに規定される知識と技術内容の要

求は，学校教育で使用される教科書，職業教育，高

等教育及び継続教育で使用されるシラバスや教材，

に具体化されなければならない．教科書，シラバス

及び教材は教育方法の要求に適合していなければな

らない．

４．教育プログラムは，幼児教育や学校教育の学年，

職業教育や高等教育の学年あるいは単位附与に沿っ

て作られる．

　　１つの教育プログラムにおける教科の学習結果あ

るいは学習後の学習者の獲得単位は，学習者が自ら

の教育の専門，学習形式を変え，または高等教育レ

ベルの教育を受けようとする時に，他の教育プログ

ラムのそれぞれの教科あるいは単位に転移可能な価

値を持つものとして考慮される．

　　教育訓練省は，単位制に依る教育プログラムの実

現，各教科の結果あるいは単位の転移可能な価値を

考慮する認識向上を図る．

第７条　学校及び他の教育機関で使用される言語；教

授・学習のための少数民族の読み・書き言語；外国

語教育

１．ベトナム語は学校及び他の教育機関で使用される

公式言語である．教育内容の教育的かつ特別な需要

の目標に沿って，首相は学校及び他の教育機関にお

ける外国語教育に向けた教授・学習を奨励する．

２．政府は少数民族のアイデンティティーを保持し，

発展させるために，少数民族が自らの読み書き言語

を学習させるようにし，少数民族出身人民が学校及

び他の教育機関で学習するときに知識を容易に吸収

できるように援助する．

３．教育プログラムに規定された外国語は国際的なコ

ミュニケーションにおいて普段に使用される言語で

ある．学校及び他の教育機関における外国語の教授

では，学習者に継続的で効率的な学習過程を保証し

なければならない．

第８条　学位／修了証及び資格

１．本法の要求する教育のレベルあるいは学校の基準

を修了した学習者には国民教育システムにおける学

位／修了証［van bang］を授与する．

　　国民教育システムにおける学位／修了証は次のと

おりである．

　　中学校修了証［trung hoc pho thong］，高等学校修

了証，職業中等教育修了証，短期大学修了証，学士，修

士及び博士

２．国民教育システムの資格は，学習者に，知識もし

くは職業技術向上のための課程を修了した学習結果

を認めるものとして与えられる．

第９条　教育開発

　教育開発は，人民の知識向上，人的能力訓練，才能

開発を見通した国の最優先事項である．

　教育開発は社会−経済開発，科学−技術開発及び国

の防衛保障ヘの統一とリンクしていなければならず，
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標準化，現代化及び社会化を進展させなければならず，

資格，専門性及び地域性の構造のバランスを保たねば

ならず，質と効率の保証に基礎づけられた規模の拡大

をしなければならず，雇用と結びついた教育とリンク

しなければならない．

第１０条　市民の学習についての権利と義務

　学習は全ての市民の権利であり，義務である．

　民族，宗教，信条，性別，門地，社会的地位，また

は経済的条件に関わらず，全ての市民は学習機会に関

して平等な権利を持つ．

　政府は，教育に関して社会的な公平性を保ち，全て

の者が教育を受けられるようにする．政府及び市民組

織［cong dong］は，貧困者が教育を受けられるよう援

助し，才能ある者についてその才能が開発されるよう

にする．

第１１条　義務教育

１．初等教育及び前期中等教育は義務教育［普及教育：

pho cap giao duc］である．政府は義務教育の計画を

決定し，国全体を通した義務教育の条件整備を行う．

２．規定された年齢の全ての市民は，義務教育を学ぶ

義務を負う．

３．家庭は，規定された年齢に属する家族の義務教育

を学ぶについて環境を整える責任を負う．

第１２条　教育事業の社会化

　教育を開発し，学習社会を開発することは政府と全

ての民衆の責任である．

　政府は教育状況の発展に対し固有な役割を果たし，

学校のタイプや教育形式の多様化を実行し，教育状況

の発展について参加する組織・個人を奨励し，進め，

環境を整える．

　教育を考慮し，教育目的の達成のため学校と協力し，

健全で安全な教育環境を構築し，保全していくのは全

ての組織，家庭，市民の責任である．

第１３条　教育に対する投資

　教育に対する投資は発展のための投資である．

　政府は教育に対する投資に関して優先権を与え，教

育に投資するベトナムの組織・個人，海外のベトナム人，

外国の組織・個人の法的な権利と利益を奨励し，保護

する．

　政府の予算は教育に投資する全ての資源の中で中心

的な役割を果たさなければならない．

第１４条　政府による教育運営

　政府は，目的，教育プログラム，内容，教育計画，

教員の標準，試験規則及び学位／修了証システムに関

して，全国レベルの教育システムの統一した運営を実

行する．それは，教育の質の保証した運営に焦点を向

けており，教育の運営の地方分権化の実行そして，教

育機関の自治と責任を強化するものである．

第１５条　教員の役割と責任

　教員は教育の質を保証する決定的役割を負う．

　教員は学習者の模範となるような学習，継続的な自

己改善を行わなければならない．

　政府は教員のための教育・訓練を組織し，雇用と報

償についての政策を立て，教員が自らの役割と責任を

果たすに必要な物質的・精神的条件を保証し，教員を

尊敬し，教職を報償する伝統の保持と発展を行う．

第１６条　教育運営スタッフ［can bo quan ly giao 
duc］の役割と責任

　教育運営スタッフは教育活動を組織し，運営し，指

導していく重要な役割を果たす．

　教育運営スタッフは，道徳的な標準，資格，運営能

力及び個人責任に関して学習し，継続的な自己改善を

図らなければならない．

　政府は，教育運営スタッフの役割と責任を発展させ

るため，教育運営スタッフの質の構築と改善の計画を

立て，教育状況の発展を保証する．

第１７条　教育の質のアクレディテーション

　教育の質のアクレディテーションは，学校と他の教

育機関のための教育目標，プログラム及び内容を達成

するレベルを策定する主要な基準である．

　教育の質のアクレディテーションは全国にわたって，

全ての教育機関について，定式的に行われる．教育の

質のアクレディテーションの結果は公示され，全ての

社会から監督［giam sat］される．

　教育訓練省は教育の質のアクレディテーションの実

行の指導に責任を持つ．

第１８条　科学研究

１．政府は，学校と他の教育機関が，科学−技術の研

究，応用及び広報［pho bien］を組織すること，教

育の質を改善するために研究と生産を結びつけるこ

とを援助し，地方あるいは全国のための文化・科学・

技術センターの役割を次第に整備する．

２．学校と他の教育機関は科学研究組織，生産販売

サービス局と協力を行い，社会−経済発展のための

教育，科学研究及び技術移転を実行する．

３．政府は，教育科学の研究，応用及び実用化の発展

のための優先的政策を立てる．教育に関するガイド

ラインと政策はベトナムの現実に適合した科学研究

の成果に基礎づけられて立てられる．

第１９条　学校及び他の教育機関における宗教的宣伝

の禁止

　如何なる宗教的宣伝や宗教的儀式も，国民教育シス

テム，政府の部局，政府機関，社会−政府機関，人民

軍に属する学校及び他の教育機関では禁止される．

第２０条　教育活動における腐敗の禁止

　政府のガイドライン，政策，法律，を犯し，ベトナ
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ム社会主義共和国に反対し，国の偉大な連帯性を崩し，

暴力を行使し，戦争を助長し，良き伝統・習慣を乱し，迷

信と悪い習慣を広め，または，社会悪に学習者を誘導

する教育活動の腐敗は禁止される．

第２章　国民教育システム

第１部　幼児教育

第２１条　幼児教育

　幼児教育は３か月から６歳までの子どもに育成，保

護，教育を行う．

第２２条　幼児教育の目的

　幼児教育の目的は，パーソナリティーの主な部分の

形成と教育の第１段階のための準備のために，子ども

を体力的，情緒的，知的及び審美眼的［tham my］に

発達することを助けることである．

第２３条　幼児教育に必要な内容と方法

１．幼児教育の内容は，子どもが調和のとれた，健康

で活動的な体を発達させることを助け，祖父母，両親，

教員及び年長者を尊敬し，愛し，尊重することを学

ばせ，兄弟，姉妹友人を愛し，正直であること［that 

tha］，前向きであること［manh dan］，純粋であるこ

と［hon nhieu］そして美しさがわかる［yeu thich 

cai dep］感覚と旺盛な知的好奇心を持つことを視野

に入れた，育成，保護，教育のバランスのとれた，

子どもの心理−生理学的発展に適合したものでなけ

ればならない．

２．幼児教育の主要な方法は，問いを発したり，励ま

したり，助けたりする例に特別の注意を与える中で

遊び活動を組織し，子どもの全体的な発達を援助す

ることである．

第２４条　幼児教育の教育プログラム

１．幼児教育のプログラムは，幼児教育の目的を考慮

しながら，異なった年齢段階の子どもの育成，保護，

教育について必要な具体化を行い，子どもの体力的，

情緒的，知的及び審美眼的な発達を支える諸活動の

組織化を規定し，幼児教育年齢での発達を評価する

ガイドラインを定める．

２．教育訓練省は，幼児教育カリキュラム評価レビュー

カウンシルの評価に基づいて，幼児教育のためのプ

ログラムの実施について決定する．

第２５条　幼児教育機関

　幼児教育機関は次のとおりである．

３か月から３歳までの保育園；

３歳から６歳までの幼稚園または幼児教室；

　若い芽の学校［Tru’o’ng mam non］，これは保育

園と幼稚園を統合したもので３か月から６歳までの

子どものためである．

第２部　学校教育

第２６条　学校［Pho thong］教育

１．学校教育は次のとおりである：

ａ）小学校教育は５年の学校教育であり，第１学年

から第５学年からなる．第１学年への通学開始は

６歳からである．

ｂ）前期中等教育は４年の学校教育であり，第６学

年から第９学年からなる．第６学年へ入学する生

徒は，１１歳の時に，小学校教育を修了しなければ

ならない．

ｃ）後期中等教育は３年の学校教育であり，第１０

学年から第１２学年からなる．第１０学年へ入学す

る生徒は，１５歳の時に，前期中等教育修了証を得

ていなければならない．

２．教育訓練省は，早期の知的発達によって早い年齢

で学校教育を開始できる場合についての規定，社会

−経済的に遅れた地域に居住する人民，少数民族に

属する人民，身体障害を持つ人民，体力的・知的に

遅れたところを持つ人民，孤児，政府の規定する貧

困家庭に属する人民，海外からの帰国人民，が遅い

年齢で学校教育を開始できる場合の規定，飛び級や

学年留置についての規定，そして第１学年に入学す

る前の少数民族の子どものためのベトナム語の学習

についての規定を行う．

第２７条　学校教育の目的

１．学校教育の目的は，道徳，知識，健康な体力，審

美眼及び他の基礎的な能力を獲得して人民が全体的

な発達をするのを助けることにあり，社会主義者と

してのベトナム人のパーソナリティーを養成し，市

民の態度と義務を構築し，さらなる学習または就職

を準備し，母国の建設と防衛を準備する観点を持っ

て個人的能力，柔軟性及び創造性を発達させること

にある．

２．小学校教育は，前期中等教育に入学する基礎的な

能力の発達を伴って，人民が正しくかつ永続する道

徳的，知的，体力的及び審美眼的な発達のための主

要な基礎を得る助けをなす事を目的とする．

３．前期中等教育は，後期中等教育，職業中等教育，

職業訓練に入学もしくは就職するための技術につい

ての主要な理解と職業オリエンテーションを伴って，

人民の連帯，小学校教育の成果の発展，一般的・基

礎的な知識の準備に向けて行われる．

４．後期中等教育は，自らの発展方向を選択し，大学，短

期大学，職業中等教育学校，職業訓練学校への入学，

あるいは就職のために，人民の連帯，前期中等教育

の成果の発展，普通教育と技術の完成及び自らの能

力を発達させる条件予想，職業オリエンテーション

についての普遍的な理解に向けて行われる．
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第２８条　学校教育の必要な内容と方法

１．学校教育の内容は，実際の生活，人民の心理−生

理学的特徴への適合，それぞれのレベルでの教育目

的への適合，と結び付いてあるいはそれらと伴に，

人民に基礎的で普遍的かつ職業への方向性を持った

システマティックな特徴を保証しなければならない．

　　小学校教育は，聞き，読み，話し，書き，計算す

る基礎的な能力，体育と衛生に関した実践の習慣，歌，

踊り，音楽，芸術ヘの主要な理解，と伴に，人民に

自然，社会，人類についての基礎的で必要な知識を

与えることを保証しなければならない．

　　前期中等教育は，小学校教育で学習した内容の統

合と発展をしなければならず，また，人民に，技術

と職業選択についての必要最低限な理解と伴に，ベ

トナム語，数学，ベトナムの歴史，社会科学の他の

分野，自然科学，法律，情報学，外国語に関しての

基礎的で一般的な知識を保証しなければならない．

　　後期中等教育は，前期中等教育で学習した内容の

統合と発展をしなければならず，また普通教育の内

容の完成を行わなければならない．全ての人民に対

する一般的で，基礎的，普遍的で，かつ職業選択の

内容を含んだ知識を保証するだけでなく，特定の科

目に於いて，人民の能力を発展させその必要を充足

する進んだ教育を行う．

２．学校教育の方法は，人民の活動性，知覚，主導性，

創造性を発展させるものであり，それぞれの段階・

教科の特徴に応じたものであり，自己学習の方法と

集団学習の能力を養成するものであり，実践におい

て得た学習知を応用させる能力を培うものであり，

人民の情緒的な発展を促すものであり，人民に学習

の楽しさと喜びをもたらすものである．

第２９条　学校教育の教育プログラム，教科書

１．学校教育の教育プログラムは，普通教育の目的を

考慮しなければならず，学校教育の内容の知識，技術，

範囲及び構造，教育活動を組織する方法と形式，普

通教育の全ての段階・レベルの各々の教科の教育的

結果を評価する方法の標準を設定する．

２．教科書は，普通教育の方法の要求に適合した，普

通教育の各々の段階の教科に関する教育プログラム

に規定された知識の内容・技術の要求を具体化する

ものでなければならない．

３．教育訓練省は，学校教育・教科書に関する教育プ

ログラム評価のための全国レビュー委員会の評価に

基づいて，学校教育機関での教授・学習に公的・統

一的かつ一様に使用される教育プログラム及び教科

書を認定する．

第３０条　学校教育機関

　学校教育機関は次のとおりである．

１．小学校

２．中学校

３．高等学校

４．統合教育機関［Tru’o’ng pho thong co nhieu cap 

hoc］

５．総合技術・職業指導センター

第３１条　小学校修了認証［xac nhan］及び中学校・

高等学校修了証［van bang］の授与

１．教育訓練省の設定した基準に適合した初等教育を

修了した児童は，自らが初等教育を修了した小学校

長によって，自らの学事記録に基づき，認証される．

２．教育訓練省の設定した基準に適合した中学校プロ

グラムを修了した生徒は，県［huyen］，郡［quan］，

町［thi xa］または地方行政市（県レベルとみなされ

るもの）の教育訓練局長によって中学校修了証を授

与される．

３．教育訓練省の設定した基準に適合した後期中等教

育プログラムを修了した生徒は，試験を受験する資

格を持ち，この試験に合格した者は地方，中央行政

市（省レベルとみなされるもの）の教育訓練省の長

によって後期中等教育ディプロムを授与される．

第３部　職業教育

第３２条　職業教育

　職業教育は次からなる．

１．中学校修了証を持つ学習者に対する３−４年；後

期中等教育ディプロムを持つ者については１−２年

の学習で為される後期中等教育レベルの職業教育

２．少なくとも１年以上の予備的な職業教育プログラ

ムと１−３年の後期中等段階及び短期大学段階の職

業教育プログラムからなる職業訓練

第３３条　職業教育の目的

　職業教育の目的は，潜在能力のある労働者に，知識，

様々なレベルでの職業スキル，道徳，職業倫理，専門

理解，就業習慣，健康が身に付くように教育すること

である．これによって，社会−経済発展と国の防衛・

保障の必要性に適合した雇用可能性［kha nang tim 

viec lam］，事業開発可能性［tu tao viec lam ＝自分で

仕事を作る可能性］または職業資格を向上させていく

ためのさらなる学習の可能性を労働者に提供すること

となる．

　後期中等職業教育は，労働者の職業に関する基礎知

識と実践的スキルを訓練するよう目指され，もって，

独立して創造的に労働する能力と労働に技術を適用す

る能力が持てるようにする．

　職業訓練は，技術ある労働者が，関連する訓練資格

に適合する職業実践的能力を持てるよう，直接に生産・

サービスに参加するよう目指される．
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第３４条　職業教育の必要な内容と方法

１．職業教育の内容は，職業能力の訓練，道徳及び体

育への配慮，各々の職業で必要とされるスキルの向

上，必要とされる教育資格レベルの向上，に焦点を

置かなければならない．

２．職業訓練の方法では，実践的スキルの向上と理論

的教授が結びついていなければならず，各々の職業

で必要とされるように学習者が職業を実践し，発展

させることができるようにする．

第３５条　職業教育の教育プログラムとシラバス

１．職業教育の教育プログラムは職業教育の目的を反

映し，職業教育の知識，スキル，範囲及び構造の基

準を設定し，職業教育の訓練方法・形式，各々の科

目，分野，職業，訓練資格ごとの訓練結果の評価方

法の基準を設定し，他の教育プログラムへの移転可

能性に関する需要を満たすものである．

　　教育訓練省は，関係する省庁と協力し，後期中等

職業教育プログラムレビュー評議会［hoi dong tham 

dinh nganh ve chuong trinh trung cap chuyen nghiep］

の承認に基づいて後期中等職業教育のコアプログラ

ムを設定する．そこには，内容構造，科目数，科目

の履修期間，理論と実践の比率が含まれており，訓

練される各々の教科及び職業の目的を明示する．後

期中等職業教育学校は，このコアプログラムに基づ

いて，自らの訓練プログラムを決定する．

　　職業訓練の管理を担当する国の部局の長は，関係

する省・長と協力し，職業訓練プログラムレビュー

評 議 会［hoi dong tham dinh nganh ve chuong trinh 

day nghe］のレビューに基づいて各々の職業訓練レ

ベルのためのコアプログラムを設定する．そこには，

内容構造，科目数，科目の履修期間，理論と実践の

比率が含まれており，訓練される各々の教科及び職

業の目的を明示する．職業訓練機関は，このコアプ

ログラムに基づいて，自らの職業訓練プログラムを

決定する．

２．職業教育のシラバスは，職業教育の各々の科目，

分野，職業及び訓練資格のための教育プログラムに

おいて規定されている知識・スキルの内容の必要部

分を具体化する．これは，職業教育の必要な方法に

適合するものである．

　　職業教育機関に於いて教授・学習教材として公的

に使用される教科書の準備及び承認は，校長もしく

は職業訓練センター長によって任命される教科書レ

ビュー評議会のレビューに基づいて，校長または職

業訓練センター長によって為される．

第３６条　職業教育機関

１．職業教育機関は次のとおりである．

ａ）後期中等職業教育学校

ｂ）職業訓練短期大学，後期中等職業訓練学校，職

業訓練センター，職業訓練学級［職業訓練機関附

属）

２．職業訓練機関は独立して設立できるほか，生産単

位，企業または教育機関と連携して設立できる．

第３７条　職業教育のディプロムと修了証

１．職業訓練を所管する国の部局の長によって設定さ

れた基準に適合した，予備職業訓練プログラム，職

業スキルアップグレードプログラムを修了した学習

者は修了証試験を受験する資格を持つ．この試験に

合格した学習者は職業教育機関の長から修了証を授

与される．

２．教育訓練省によって設定された基準に適合した，

後期中等職業教育プログラムを修了した学習者は試

験を受験する資格を持つ．この試験に合格した学習

者は学校長から後期中等職業教育ディプロムを授与

される．

３．職業訓練を所管する国の部局の長によって設定さ

れた基準に適合した，後期中等職業訓練プログラム

を修了した学習者は試験を受験する資格を持つ．こ

の試験に合格した学習者は学校長から後期中等職業

訓練ディプロムを授与される．職業訓練を所管する

国の部局の長によって設定された基準に適合した，

職業訓練短期大学プログラムを修了した学習者は試

験を受験する資格を持つ．この試験に合格した学習

者は学校長から職業訓練短期大学ディプロムを授与

される．

第４部　高等教育

第３８条　高等教育

　高等教育は次のとおりである．

１．短期大学教育は，専門分野に従った，後期中等教

育ディプロムまたは職業中等教育ディプロムを持っ

た者に対しての２−３年の学習，同一分野に関して

は，職業中等教育ディプロムを持った者に対しての

１年半−２年の学習によって為される．

２．大学教育は，専門分野に従った，後期中等教育ディ

プロムまたは職業中等教育ディプロムを持った者に

対しての４−６年の学習，同一分野に関しては，職

業中等教育ディプロムを持った者に対しての２年半

−４年の学習，短期大学ディプロムを持った者に対

しての１年半−２年の学習によって為される．

３．修士教育は，学士号を持った者に対しての１−２

年の学習によって為される．

４．博士教育は，学士号を持った者に対しての４年以

上の学習，修士号を持った者に対する２−３年の学
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習によって為される．特別な場合は，博士教育の期

間は，教育訓練省の要求によって延長され得る．

　　首相は，教育の特別の分野において，修士号や博

士号と同等の資格に対して具体的な規定［quy dinh 

cu the］を定める．

第３９条　高等教育の目的

１．高等教育の目的は，祖国の建設と防衛の必要性に

応えた，政治的・道徳的モラル，人民に奉仕する姿

勢，教育レベルに合わせた専門的識［kien thuc］と

実践スキル及び健康な体力を獲得できるように学習

者を教育することである．

２．短期大学教育は，当該分野における普遍的な問題

を解決できる能力を備えて，１つの専門に於いて，専

門的知識及び基礎的な実践的スキルを学生に身につ

けさせる．

３．大学教育は，独立して創造的に働く能力や当該分

野における問題解決能力を備えて，１つの専門に於

いて，より深い専門的知識及び柔軟な実践的スキル

を学生が身につける助けを行う．

４．修士課程教育は，独立して創造的に働く能力や当

該分野における問題を発見し解決する能力を備えて，

学生が理論に精通し，先進的な実践的スキルを身に

つける助けを行う．

５．博士課程教育は，独立した創造的研究を行う能力，

科学・技術に関連する出現する問題を発見し解決す

る能力，そして，科学研究と専門的活動を導く能力

を備えて，学生が理論と実践の両面で先進的なレベ

ルに達するのを助ける．

第４０条　高等教育の必要な内容と方法

１．高等教育の必要な内容は次のとおりである．

　　高等教育の内容は，現代的で発展的な特徴を持っ

たものでなければならず，基礎知識間の合理的なバ

ランス，外国語，情報技術，専門的知識，マルクス

−レーニン主義・ホーチミン思想の科目を身につけ

るものであり，国際レベル・地域レベルに応じた良

き伝統と国の文化的アイデンティティーの継承と発

展を為すものでなければならない．

　　短期大学教育は，学生に，基礎的なスキルと職業

的な活動を遂行する能力の育成に焦点を置きながら，

基礎的な科学知識と必要な専門的知識を保証するも

のでなければならない．

　　大学教育は，学生に，基礎的な科学知識と比較的

完成された専門知識，科学的な行動方法［phuong 

phap lam viec khoa hoc］及び理論を職業的な活動に

適用していく能力を保証するものでなければならな

い．

　　修士課程教育は，大学教育で得られた学生の知識

の補足と発展を保証するものでなければならない．

また，それは，学際的な知識と当該学習分野におけ

る専門的活動と研究を遂行する能力を強化するもの

である．

　　博士課程教育は，学生の基礎的で科学的な知識を

完成させ，発展させていくことを保証するものでな

ければならない．そして，専門化された知識に関す

る深い理解を与え，独立した研究を遂行する能力と

専門的活動において創造的である能力を発展させる

ものでなければならない．

２．高等教育に必要とされることは次のとおりである．

　　短期大学教育と大学教育では，学習に関する自覚

の発展，自己教授−学習能力の発展，創造的思考の

発展，実践的スキルの習得，研究・実験・適用への

参加能力の獲得に注意を置かなければならない．

　　修士課程は，教室内での学習と自己学習・自己研

究の様々な方式の組み合わせによるものであり，専

門的問題の発見と解決のための実践的スキルと能力

の改善に注意を払わなければならない．

　　博士課程は，主として，教育者や科学者の監督の

下での自己学習・自己研究である．それは，科学的

研究習慣の発展と専門的問題の発見と解決における

創造性の発展に焦点を置くものである．

第４１条　高等教育の教育プログラムとシラバス

１．高等教育の教育プログラムは高等教育の目的を反

映するものであり，高等教育内容の知識，スキル，

範囲及び構造の基準を設定し，高等教育の方法と訓

練型式，各々の科目，分野，職業，資格の訓練結果

を評価する方法の基準を設定し，他の教育プログラ

ムとの移転可能性を担保するものである．

　　教育訓練省は，全国高等教育プログラムレビュー

評議会［hoi dong quoc tham dinh nganh ve chuong 

trinh giao duc dai hoc］のレビューに基づいて，短期

大学教育や大学教育の各々の分野におけるコアプロ

グラムを設定する．そこには，全ての科目の内容構造，

教育期間，異なった科目間における教育期間の比率

や理論，実践及びインターンシップの比率も明示さ

れている．短期大学及び大学はこのコアプログラム

に基づいて自らのプログラムを決定する．

　　教育訓練省は，修士課程教育及び博士課程教育の

知識量，プログラム構造，論文［luan van：社会科

学論文］［luan an：自然科学論文の提案］について

規定する．

２．高等教育の教科書は，各々の科目，分野及び教育

資格の教育プログラムに規定されている知識内容と

スキルに関する必要部分を具体化する．

　　短期大学及び大学の長は，機関の長によって任命

される教科書承認委員会［hoi dong tham dinh giao 

trinh］のレビューに基づいて，各々の短期大学，大
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学が公的に使用する教科書［giao trinh］の編集，承

認に責任を負い，教授−学習のための十分なシラバ

スを保証する．

　　教育訓練省は，短期大学または大学によって普遍

的に使用される教科書の編集と承認に責任を負う．

第４２条　高等教育機関

１．高等教育機関は次のとおりである．

ａ）短期大学教育を提供する短期大学

ｂ）短期大学教育，大学教育及び首相によって割り

当てられた修士課程教育，博士課程教育を提供す

る大学

　　首相によって割り当てられた修士課程教育を提

供する大学と協力して博士課程教育を提供する研

究機関

２．高等教育機関は，次の条件に適合した場合，博士

課程教育を提供できる．

ａ）教育プログラムを構築・実行し，論文評価評議

会を組織できる，十分な数の教授，助教授，博士

を持つこと．

ｂ）博士課程教育で必要とされる条件に適合した十

分な設備・備品を備えること．

ｃ）国家レベルの科学プログラムの事業を管理実行

し，科学研究活動に携わる人民の教育・養成の経

験があり，科学研究活動の経験を持つこと．

３．高等教育機関の様々なタイプの特別な組織的モデ

ルについては政府が条件を定める．

第４３条　高等教育の学位

１．短期大学のプログラムを修了し，基準を満たした

学生は受験資格を得，もし，教育訓練省が定める条

件に適合すれば，大学の短期大学長あるいは総長か

ら短期大学学位を授与される．

２．大学のプログラムを修了し，基準を満たした学生

は受験資格を得，もしくは，卒業論文・製作の資格

を得，もし，教育訓練省が定める条件に適合すれば，

大学の総長から大学学位を授与される．

　　技術分野の大学学位は技術学士と呼称され；建築

分野の大学学位は建築学士と，医学・薬学分野は医師，

薬剤師，学士と，基礎科学，教育，法律，経済学の

大学学位は学士［bang cu nhan］と，その他の分野

の大学学位は大学卒業学士［bang tot nghiep dai hoc］

と呼称される．

３．修士課程のプログラムを修了し，基準を満たした

学生は，修了論文の資格を得，もし，教育訓練省が

定める条件に適合すれば，大学の総長から修士号を

授与される．

４．博士課程のプログラムを修了し，基準を満たした

学生は学位論文の資格を得，もし，教育訓練省が定

める条件に適合すれば，大学の総長，もしくは，科

学研究機関の長から博士号を授与される．

５．本法の第４２条第１項に定められた地方高等教育

機関が外国の高等教育機関と単位互換協定を締結す

るときは，教育訓練省は，該当機関の学位授与の責

任及び権限について規定する．

６．首相は，特別な教育分野における修士・博士学位

の同等の資格認定について計画を立てる．

第５部　継続教育

第４４条　継続教育

　継続教育は，生活の質，雇用可能性，自己事業開発

可能性，そして社会生活への適合を改善する視野を

もって，人格を磨き，理解を進め，教育的，専門的，

職業的［nghiep vu］強化をなすため，人民を就業中に

も学習すること，生涯にわたって継続的に学習するこ

と，を可能にさせる．

　国家は継続教育を開発し，全人のための教育を整備

し，学習社会を構築するため政策を形成する．

第４５条　継続教育の教育プログラム，内容及び方法

１．継続教育の内容は次のプログラムを考慮するもの

とする．

ａ）修字教育及びその後の継続教育

ｂ）学習者の必要，知識・技能の最新化，技術移転

に応えた教育プログラム

ｃ）訓練，最新化プログラム，資格取得と専門性向

上のためのプログラム

ｄ）国民教育システムの学位取得に繋がるプログラ

ム

２．国民教育システムの学位取得に繋がる継続教育プ

ログラムを運営する形式は次のとおりである．

ａ）現職教育

ｂ）遠隔教育

ｃ）指導された自己学習

３．本条第１項ａ）ｂ）ｃ）で規定されたプログラムの内

容は，有用であり，学習者の労働の生産性や生活の

質の向上を援助するものでなければならない．

　　本条第１項ｄ）で規定されたプログラムの内容は，

本法の第２９条，３５条及び４１条で規定されたと同

じ教育プログラム及び教育資格の内容が要求するも

のを満たすものでなければならない．

４．継続教育の方法は，自己学習能力の発達に強調点

を置き，教授−学習の質や効率を向上するため現代

的機材や情報技術を使い，学習者の自主性や豊富な

経験を助長するものでなければならない．

５．教育訓練大臣，職業訓練の運営を担当する国の機

関の長は，その権限内において，継続教育のプログ

ラム，シラバス，教科書及び教材についての特別な

規定を行う．
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第４６条　継続教育機関

１．継続教育機関は次のとおりである．

ａ）省と県レベルに組織される継続教育センター

ｂ）村［xa］，区［phuong］，町［thi tran：村レベル

と見なされるもの］に組織されるコミュニティー

学習センター

２．継続教育のプログラムは学校教育機関，職業教育

機関，高等教育機関及びマルチメディアによって提

供される．

３．本法第４５条第１項に規定される継続教育プログ

ラムを運営する継続教育センターは，職業後期中等

教育修了証，短期大学修了証または大学学位を授与

できない．コミュニティー学習センター本法第４５条

第１項ａ）及びｃ）に規定する教育プログラムを管

理する．

４．継続教育プログラムを運営する学校教育機関，職

業教育機関，高等教育機関は，自らの正式な教育義

務の遂行をなさなければならない．これらの学校が

実施できるのは，権限ある国の教育当局が認めた本

法第４５条第１項ｄ）に規定するプログラムのみであ

る．短期大学修了証または大学学位に繋がる継続教

育プログラムを運営する高等教育機関は，地方教育

機関［co so giao duc tai dia phuong］が，大学，短期

大学レベルとして十分な施設，設備，管理スタッフ

に関する基準を満たした時には，地方の大学，短期

大学，職業高等学校，省の継続教育センターと連携

することができる．

第４７条　継続教育の学位及び修了証

１．教育訓練大臣が設定した基準を満たし，前期中等

教育プログラムを修了した学習者は，前期中等教育

修了証を交付される．本法第４５条第１項ｄ）に規

定する教育プログラムを修了した学習者は，次に掲

げる基準を満たした時，当該の学位・修了証授与の

ための試験を受ける資格を持つ．

ａ）同等のレベル，資格についての教育を行うと認

められた教育機関に登録していること．

ｂ）規定のプログラムを修了し，学修認定及び評価

の基準を満たし，教育訓練大臣が設定した規定に

沿った試験を受ける資格を持つと教育機関によっ

て認められていること．

　　継続教育修了証交付を行う権限は，本法第３１条，

３７条及び４３条に規定されていることと同様である．

２．本法第４５条第１項ａ）ｂ）ｃ）に規定されてい

る教育プログラムを修了し，教育訓練大臣が設定し

た基準を満たす学習者は，試験を受験する資格を持

つ．そして，継続教育修了証を交付する基準を満た

す時は，継続教育センターの長は継続教育修了証を

交付する．

第３章　学校と他の教育機関

第１部　学校の組織と活動

第４８条　国レベルの教育システムの学校

１．国レベルの教育システムの学校は，次のような形

で組織される．

ａ）公立学校は，設立，インフラストラクチャーの

整備，について，国の通常経費から支出される．

ｂ）民立学校は，設立，インフラストラクチャーの

整備，について，地方任意団体［cong dong dan 

cu］の運営経費から支出される．

ｃ）私立学校は，設立，インフラストラクチャーの

整備，について，社会組織，社会ー専門組織，経

済組織，または，非政府財団の個人の運営経費か

ら支出される．

２．全ての形式の国民教育システムの学校は，教育事

業［su nghiep giao duc］の発展を目指した国の計画

に沿って設立される．国は，国民教育システムにお

いて指導的役割を果たす公立学校を援助する．

　　学校設立，あるいは，学校設立認可の条件，手続

き，及び権限については本法の第５０条及び第５１条

に規定する．

第４９条　政府機関，政治組織，社会−政策組織及び

人民軍の学校

１．政府機関，政治組織，社会−政策組織の学校は，

公務員を教育し訓練する責任を負う．人民軍の学校

は，士官，下士官，専門スタッフ，防衛要員を教育

し訓練すること，指導幹部［can bo lanh dao］及び

管理幹部［can bo quan ly nha nuoc］の国の防衛と保

障についての役割と知識を養うこと，について責任

を負う．

２．政府は，政府機関，政治組織，社会−政策組織及

び人民軍の学校について，詳細な規定を定める．

第５０条　学校設立

１．学校設立の条件は次のとおりである．

ａ）教育目的とプログラムを履行することを保障す

る，道徳的質を備え，教育的資質を備えた，量的

にも構造的にも十分な経営及び教授スタッフを

持っていること．

ｂ）学校活動の必要性に適合した十分なインフラス

トラクチャー，施設及び資産を持っていること．

２．本法の第５１条に規定する権限を持つものは，教

育の発展の必要性に依拠して，公立学校の設立を決

定し，民立あるいは私立学校の認可を与える決定を

行う．

第５１条　学校の設立，設立認可，活動停止［dinh chi 
hoat dong］，合併，分割及び解散［giai the］

１．公立学校の設立及び民立及び私立学校の設立認可
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を与える権限は次のとおりである．

ａ）地区人民委員会の議長は，保育所，幼稚園，小

学校，中学校及び少数民族の子どもたちのための

半寄宿舎学校について決定する．

ｂ）省の人民委員会の議長は，高等学校，少数民族

の子どもたちのための寄宿舎学校及び省の管轄下

にある職業後期中等教育学校について決定する．

ｃ）大臣及び省と同格の機関の長は，当該の当局の

管轄下にある職業後期中等教育学校について決定

する．

ｄ）教育訓練大臣は，短期大学，大学予備学校につ

いて決定する．職業訓練の管理を担当する国の当

局の長は，職業短期大学について決定する．

ｅ）首相は，大学について決定する．

２．学校の設立あるいは学校の設立認可を与える権限

を持つものは関連の学校の活動を停止し，合併し，

分割し，あるいは解散する権限を持つ．

　　首相は，大学について，設立，活動停止，合併，

分割及び解散の手続きについての詳細な規定を制定

する．

　　教育訓練大臣，職業訓練の管理を担当する国の当

局の長は，それぞれの管轄において，国民教育シス

テムにあるその他の学校について，設立，活動停止，

合併，分割及び解散の手続きを定める．

第５２条　学校憲章

１．学校は本法及び学校憲章に沿って組織され，運営

される．

２．学校憲章は次のことを含まねばならない．

ａ）学校の業務と権利

ｂ）学校における教育活動の組織

ｃ）教員の義務と権利

ｄ）学習者の義務と権利

ｅ）学校の組織と経営

ｆ）学校の財政と財産

ｇ）学校，家庭，社会の関係

３．首相は大学憲章を発布する．教育訓練大臣及び職

業教育の経営を担当する中央の当局の長は，それぞ

れの権限にある，その他のレベルの学校憲章を発布

する．

第５３条　学校評議会

１．公立学校の学校評議会または民立及び私立学校の

経営評議会（後は学校評議会と記載する）は，学校

活動の方向性を決定し，学校の資産の運用及び使用

についての勧告を行い，コミュニティー及び社会と

学校との連携をなし，教育目的の実現を保障するた

めの応答機関である．

２．学校評議会は次の任務を持つ．

ａ）学校の目的，戦略，計画［du an］及び将来構想

［ke hoach phat trien］について決議する．

ｂ）学校の組織及び運営について，規定をし，規定

を補足し，修正をなすことについて決議し，権限

ある当局に対して送付する．

ｃ）学校の資産，金融資本の使用についての政策を

決議する．

ｄ）学校評議会の決議の履行及び学校活動の民主的

規則の履行について勧告する．

３．学校評議会の詳細な設立手続き，組織構造，権利

と義務については学校憲章の中で規定する．

第５４条　校　　長

１．校長は権限のある国の経営当局によって任命ある

いは承認される．校長は学校の行為を経営する責任

を負う．

２．国民教育システムにある校長は，学校経営につい

て訓練し，自らを向上させなければならない．

３．大学の学長の基準，役割，権利，任命あるいは承

認手続きは首相が，その他の全てのレベルの学校の

長については教育訓練大臣が，職業教育機関の長に

ついては職業教育についての中央の経営当局が規定

する．

第５５条　学校審議会

　学校審議会は，学校長の義務と権利にある仕事の執

行において，学校における教育管理者，教員，組織の

代表の意見を聴取するために学校長によって設置され

る．学校審議会の組織と活動は学校憲章に規定される．

第５６条　学校における党組織

　学校のベトナム共産党組織は学校を指導し，憲法と

法律に従って行動する．

第５７条　学校における大衆及び社会組織

　大衆及び社会組織は，学校において法に従って行動

し，本法に規定されている教育目的の実現に貢献する

責任を負う．

第２部　学校の任務と権限

第５８条　学校の任務と権限

　学校は次のとおりの任務と権限を持つ．

１．教育の目的とプログラムに適合した教授，学習及

びその他の教育活動を組織すること．その権限の中

において学位，免状を承認あるいは授与すること．

２．教員及び職員を採用し，監督すること．教員及び

職員に関する国の当局による異動のプロセスに参加

すること．

３．学習者を入学させ，監督すること．

４．法に従って，資産を運用，管理，使用すること．

５．標準化及び近代化の必要性に応じてインフラスト

ラクチャーを改善すること．

６．学習者の家庭，教育活動に携わる組織及び個人を
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２００５年ベトナム教育法−翻訳と解説−

協力すること．

７．教員，職員及び学習者が社会活動に参加すること

を調整すること．

８．質についての自己評価を実施し，かつ，権限ある

質のアクレディテーション機関［quan co tham 

quyen kiem dinh chat luong giao duc］による認定を受

けること．

９．法に規定されたその他の任務と権限．

第５９条　科学研究，社会貢献に関する職業高等学校，

短期大学，大学の役割と権利

１．本法第５８条に規定する役割と関連して，職業高

等学校，短期大学，大学発議のとおりの役割を持つ．

ａ）科学研究の遂行，技術の応用，発展，移転，地

方及び国の社会−経済的問題の解決への参加．

ｂ）法に適合した科学的サービス［dich vu khoa hoc］，

生産及びビジネス．

２．本条第１項に規定された役割の遂行にあたっては，

職業高等学校，短期大学，大学は次のような権利を

持つ．

ａ）国からの土地の付与あるいは貸与，インフラス

トラクチャーの付与あるいは貸与，法に規定され

た税金の減額あるいは免除，資金の借入．

ｂ）教育の質の向上，教育の連携，社会−経済的発

展への貢献及び機関への特別な資金の獲得のため

に経済，教育，文化，体育［the duc］，競技［the thao］，

医学及び研究の組織と連携すること．

ｃ）法に規定された機関のインフラストラクチャー

への投資，生産及びビジネスの拡大及び教育活動

への支払いのために経済活動から生じた収入を使

用すること．

第６０条　職業高等学校，短期大学及び大学の自治と自

己責任

　職業高等学校，短期大学及び大学は，次に掲げる局

面において，法及び各校の憲章の規定するところに

従って自治が与えられ自己責任を負う．

１．権限内の教育領域における教育プログラム，シラ

バス，教授−学習計画の策定

２．入学定員の計画，入学管理，教育課程の組織，修

了の認定，学位・修了証の交付

３．機関の組織構造の組織，大学教職員の採用，管理，使

用［su dung］及び報酬の支払い

４．資産の運用，管理及び使用

５．政府の規定に従った，経済，教育，文化，体育，

競技，医学及び研究に関する国内，国際組織との協

力

第３部　特別な学校

第６１条　少数民族のための寄宿舎学校，半寄宿舎学校，

大学予備学校

１．国は，少数民族の子どもたちのため，そして・あ

るいは，社会経済的に極めて困難な地域に長期に居

住する家庭の子どもたちのために，寄宿舎学校［noi 

tru］，半寄宿舎学校［ban tru：寄宿するのではなく，

通常の学校より長期に子どもたちがいる形の学校］，

大学予備学校を設立し，それらの地域の人的資源を

準備するのを助ける．

２．少数民族のための寄宿舎学校，半寄宿舎学校，大

学予備学校は，教員配置，インフラストラクチャー，

施設，財政について優先権を与えられる．

第６２条　特別学校及び才能を持つ生徒たちのための

学校

１．特別学校は，普通教育を保障しながら，特定の科

目に関する才能を発展させ，学習における卓越した

到達を生徒にさせるために後期中等段階で設立され

る．

　　芸術，体育，競技における才能を持つ生徒たちの

ための学校は，これらの領域において才能を持つ生

徒たちを発展させるために設立される．

２．国は，教員配置，インフラストラクチャー，施設，

予算に関して，国立の特別学校，才能を持つ生徒た

ちのための学校に対して優先権を与え，個人あるい

は組織が設立する才能を持つ生徒たちのための学校

に対して優遇策をなす．

３．教育訓練大臣は，他の関係する大臣や政府機関の

長と協力して，特別学校及び才能を持つ生徒たちの

ための学校のための教育プログラム，組織規定を策

定する．

第６３条　身体障害者及び肢体不自由者のための学校

及び学級

１．国は，身体障害者及び肢体不自由者が自らの機能

を回復し，教育と職業訓練を受け，コミュニティー

に統合できるようにするために，彼らのための学校

及び学級を設立し，かつ組織及び個人がそれらを設

立することを奨励する．

２．国は，国が設立した身体障害者及び肢体不自由者

のための学校及び学級に対して，教員配置，インフ

ラストラクチャー，施設及び予算に関して優先権を

与える．また，個人または組織が設立した身体障害

者及び肢体不自由者のための学校及び学級に対して

優遇策をなす．

第６４条　再教育学校

１．再教育学校は，犯罪を犯した若者を更正し，発展

させ，良き市民となるようにさせ，社会に再統合で

きるように教育することに責任を持つ．
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２．公安大臣は，教育訓練大臣，労働・傷痍・社会保

障大臣と協力して，再教育学校のための教育プログ

ラムを規定する責任を持つ．

第４部　民立学校と私立学校についての政策

第６５条　民立学校及び私立学校の義務と権利

１．民立学校及び私立学校は，教育目的，内容，プロ

グラム，方法の実施及び入学，教授，学習，日常の

テスト［kiem tra］，試験［thi cu］，卒業認定，学位・

修了証・資格の授与に関する規定に関して公立学校

と同等の権利を持つ．

２．民立学校及び私立学校は，改革［quy hoach］，将

来構想［ke hoach］，教育活動の組織，教授スタッフ

の研修，資産の運用，使用，管理について自治的で

あり，自己責任を負う．

３．民立学校及び私立学校によって授与された学位・

修了証・資格は同等の法的価値を持つ．

４．民立学校及び私立学校は，政府の規定するところ

に従って，教育のための管理機関の管理に従う．

第６６条　財政規定

１．民立学校及び私立学校は，会計と監査についての

法規定に従って，財政自治，収入及び支出の自己平

均の原則によって運営される．　

２．民立学校及び私立学校の収入は，学校の必要な運営，

国家予算への義務の遂行，投資的経費増額の設定及

び学校の他の財源のために使用される．残りの収入

については，資本への貢献の割合によって設立人に

配分される．

３．民立学校及び私立学校は，会計の透明性を保ち，

管轄の国の教育管理機関及び所在する財政当局に対

して，財政年間報告書を作成する責任を持つ．

第６７条　資産の保有者の権利と資本の引き上げ及び

移転

　民立学校の資産，財政は地方任意団体の集団的所有

権の下にある．私立学校の資産，財政は株式所有者の

所有権の下にある．民立学校及び私立学校の資産，財

政は法の規定に従って国により保護される．

　私立学校の資本の引き上げ及び移転は，学校の安定

と発展を保障するため，国の規定に従って行われる．

第６８条　優遇政策

　民立及び私立学校は，国による土地の付与あるいは

貸与，インフラストラクチャーの付与あるいは貸与を

受け，国によって要求される義務を履行する時に財政

補助を受け，税金と資金借り出しについての優遇を受

ける．民立及び私立学校は，本法の第８９条に規定さ

れた学習者のための政策を履行するために，国によっ

て財政保障を受ける．

　政府は民立及び私立学校についての優遇政策に関し

て詳細な規定を設ける．

第５部　他の教育機関の組織と運営

第６９条　他の教育機関

１．国民教育システムの他の教育機関は次のとおりで

ある．

ａ）ベビーシッターグループ，保育所，幼稚園学級

を含む独立学級，修字学級，外国語学級，情報教

育学級，学校登校が不可能な子どもたちのための

学級，障害を持った子どもたち及び肢体不自由な

子どもたちのための学級，及び生産，ビジネス，

サービス企業によって組織される職業訓練学級，

後期中等職業教育学級．

ｂ）技術教育及び職業オリエンテーションセンター，

職業訓練センター，継続教育センター，コミュニ

ティー学習センター．

ｃ）博士課程レベルのプログラムの提供を許可され

た科学研究機関，または，大学と連携して修士課

程レベルのプログラムの提供をする科学研究機関．

２．大学と連携して修士課程レベルのプログラムの提

供を政府に許可された科学研究機関は，教育プログ

ラムの実行にあたって大学と契約を結ぶ責任を負う．

３．教育訓練大臣は，本条第１項ｂ）に規定された他

の教育機関の組織及び運営についての規定，本条第

１項ａ）に規定された他の教育機関の組織及び運営

原則についての規定，及び本条第１項ｃ）に規定さ

れた他の教育機関の訓練協力原則についての規定を

定める．

第４章　教員

第１部　教員の義務と権利

第７０条　教員

１．教員は学校，その他の教育機関において教授，教

育を遂行する者である．

２．教員は次の基準を持たなければならない．

ａ）良き道徳的，心理的，思想的質を持つこと．

ｂ）専門職として標準的なレベルを持っていること．

ｃ）専門職に必要な健康を保持していること．

ｄ）明確な履歴を持っていること．

３．就学前教育，義務教育，職業教育の機関で働く教

員は教師［giao vien］と呼ばれ，高等教育機関で働

く教員は講師［giang vien］と呼ばれる．

第７１条　教授及び准教授

　教授及び准教授は，高等教育機関で教授を行う教員

の職名［chuc danh］である．

　首相は，教授及び准教授の職名の賦与，剥奪につい

ての基準及び手続きを決定する．
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第７２条　教員の義務

　教員は次の義務を負う．

１．教育目的，教育原則及びカリキュラムに沿った教

育と教授．

２．市民の義務，法規定，学校憲章の履行について模

範となること．

３．教員の道徳的質，威信，名誉を維持し，学習者の

尊厳を尊重し，学習者を平等に扱い，学習者の適法

な権利と利益を保護すること．

４．道徳的質，倫理，専門的力量の向上のために継続

的に学習し，学習者の良き模範となること．

５．法によって規定されたその他の義務を遂行するこ

と．

第７３条　教員の権利

　教員は次の権利を持つ．

１．自らの教育された専門に沿って教授すること．

２．力量を高めるためのさらなる教育訓練を受けるこ

と．

３．他の学校や教育研究機関において非常勤教員及び・

あるいは研究者として契約し働くこと．但し，自ら

の本務校で割り当てられた仕事は遂行しなければな

らない．

４．名誉と尊厳について保護されること．

５．教育訓練省によって規定された夏期休暇，新年休暇，

学期休暇及び労働法によって規定されたその他の休

日をとること．

第７４条　招聘教授［thinh giang］
１．教育機関は，本法第６５条第２項に規定する基準

に適合した者を，教授のため招聘すること［che do 

thinh giang］ができる．

２．招聘された者は本法第７２条に規定された義務を遂

行しなければならない．

３．招聘された者は，その者が公務員の場合，その所

属する組織の仕事の達成をまず始めにしなければな

らない．

第７５条　教員の禁止行為

　教員が次のような行為をすることは禁止される．

１．学習者の名誉及び尊厳を傷つけることや身体的に

傷つけまたは虐待すること．

２．入学，試験における不正．学習者の学習及び訓練

結果についての意図的な評価ミス．

３．教育内容をゆがめること．

４．学習者に金銭の掛かる追加授業を強制すること．

第７６条　ベトナム教員の日

　毎年１１月２０日をベトナム教員の日とする．

第２部　教員の養成と研修

第７７条　教員の標準的教育資格

１．教員の標準的教育資格は次の通り規定される．

ａ）就学前及び初等教育の教員は後期中等教育レベ

ルの教育称号を持たなければならない．

ｂ）前期中等教育の教員は教育短期大学の称号また

は短期大学レベルの証書と教育訓練証書を持たな

ければならない．

ｃ）後期中等教育の教員は教育大学の学位及び教育

訓練証書を持たなければならない．

ｄ）職業訓練機関の実践指導教員は後期中等レベル

の職業学校または職業訓練短期大学が出す学位を

持つか，熟練職人［nghe nhan］，高等技術を持っ

た労働者［cong nhan ky thuat co tay nghe cao］で

なければならない．

ｅ）後期中等教育レベルの職業学校の教員は教育大

学の学位あるいは大学の学位及び教育訓練証書を

持たなければならない．

ｆ）短期大学と大学の教員は大学学位もしくはそれ

以上の学位あるいは教育訓練証書を持たなければ

ならない．専門の科目の教授あるいは修士論文の

審査には修士号以上，専門の科目の教授あるいは

博士論文の審査には博士号を持たなければならな

い．

２．教育訓練省と職業訓練に係る政府機関の長は，そ

の権限に従って，必要とされた基準を満たさない教

員のさらなる教育と訓練について規定する．

第７８条　師範学校［truong su pham］

１．師範学校は，国によって設立され，教員及び教育

行政スタッフを教育し訓練する．

２．師範学校は，教員の採用，行政官の配置，基盤設

備及び宿舎への投資，資金調達に関して優先権を与

えられる．

３．師範学校は，宿舎，学校もしくは教員の実践のた

めの施設を持つ．

第７９条　短期大学・大学の教員

　短期大学・大学の教員は優良かつ優秀な卒業生で，

良い個人的資質を持ち，学士，修士，または博士の資

格を持ち，実践的経験［kinh nghiem hoat dong thuc 

tien］を持った教員［nha giao］志望者からの優先的採

用に基礎を置く．教授の任務を果たす前に短期大学・

大学の教員は教育学的訓練を受けなければならない．

これらの訓練課程は教育訓練省によって規定される．

第３部　教員の政策

第８０条　職業的・教育的強化

　国は，教員の質を強化し，必要な基準に至らせるため，

教員を職業的・教育的に強化する政策を形成する．
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　職業的・教育的強化プログラムに参加する教員は政

府が規定する給与及び補助金を受領する．

第８１条　給与

　教員は政府が規定する給与，職業的手当及び他の手

当を受領する．

第８２条　極度の社会経済的困難を抱えた地域におけ

る特別学校の教員及び教育管理者についての政策

１．専門化された学校，才能教育を行う学校，少数民

族のための寄宿舎学校または半寄宿舎学校，大学予

備学校，障害を持った者及び肢体不自由者のための

学校，再教育学校，その他特別な学校の教員及び教

育管理者は，政府が規定する手当及び他の優先的報

酬を受ける．

２．極度の社会経済的困難を抱えた地域で働く教員及

び教育管理者は，宿舎に関して様々なレベルの人民

委員会によって援助され，政府が規定した手当及び

他の優先的報酬を受ける．

３．政府は，極度の社会経済的困難を抱えた地域で働

く教員及び教育管理者を交代させる政策を策定し，

その他の地域で働く教員及び教育管理者が極度の社

会経済的困難地域に異動することを奨励しかつ優先

的報酬を与え，それらの地域の教員が安心して自ら

の仕事ができる［an tam cong tac］援助を与え，教

授及び学習の質の改善のために，少数民族地区で働

く教員及び教育管理者が少数民族の言語を学べる訓

練を与える．

第４章　学習者

第１部　学習者の義務と権利

第８３条　学習者

１．学習者は，国民教育システムにある教育機関で現

在学ぶ者である．学習者は次の通りである．

ａ）就学前教育機関に通う子ども

ｂ）義務教育機関，職業教育クラス，職業訓練セン

ター，後期中等職業機関及び大学予備教育機関に

通う人民

ｃ）短期大学と大学の学生

ｄ）修士課程教育を提供する機関の学生

ｅ）博士課程教育を提供する機関の博士候補生

ｆ）継続教育プログラムの学習者

第８４条　就学前教育機関に通う子どもの権利と彼ら

のための政策

１．就学前教育機関に通う子どもは次の権利を持つ

ａ）教育訓練省の目標及び就学前教育プランに適合

したケア［cham soc］と養育［nuoi duong］，教育

を受けること．

ｂ）早期健康保障サービス，無料の医学的検査，公

的健康ケア施設の治療を受けること．

ｃ）公的娯楽施設の割引を受けること．

２．政府は，就学前教育機関に通う子どものための政

策を形成する．

第８５条　学習者の義務

　学習者は，次の義務を負う．

１．学校，その他の教育機関の教育課程・計画に従っ

た学習と訓練を遂行すること．

２．学校，その他の教育機関の教員，スタッフを尊敬

すること．国の法律に従い，学校の規則・憲章に則っ

て，教育・訓練において連帯と相互扶助を維持する

こと．

３．年齢集団，健康，能力に応じて，学校奉仕活動

［lao dong：学校を清掃する，台風被害の片づけ，

補習等］，社会活動［貧困者への教育活動援助，クリ

スマスの時の訪問等］，環境保全活動に参加すること．

４．学校，その他の教育機関の財産を保全，保護する

こと．

５．学校，その他の教育機関の伝統の構築，保護，発

展に貢献すること．

第８６条　学習者の権利

　学習者は次の権利を持つ．

１．学校，その他の教育機関における自らの学習・訓

練に関して，尊重され，平等な扱いを受け，適当な

情報の十分な提供を受けること．

２．早期教育，飛び級，教育期間の短縮，規定されて

いるより早い年齢での学習，学習期間の延長［hoc 

keo dai thoi gian：障害者，就業学習者等への措置］，原

級留置［hoc luu ban］の可能性を持つこと．

３．法に規定された学業，訓練レベルを卒業した後に

学位，免状，または証書を授与されること．

４．法に従って，学校，その他の教育機関において，

大衆組織，社会組織に参加すること．

５．学校，その他の教育機関に学習，文化活動，スポー

ツ，運動のために設置されている施設・設備を使用

すること．

６．直接あるいは法的代表者を通じて，学校，その他

の教育機関に，学習者の合法な権利・利益を保護す

るため，学校の改善案を提出すること．

７．優秀な成績を修め，優良な行動であった卒業生には，

政府機関への採用について国の優先政策の恩恵を受

けること．

第８７条　国の配置に従った一定期間の就業義務

１．国公立の短期大学・大学の学生で奨学金あるいは

国・国との協定を結んだ外国からの資金提供を受け

ている学生は，卒業後，国の配置に従った一定期間

の就業をしなければならない．もし，就業が達成さ

れない場合は，教育経費と奨学金は，学生によって
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返還されなければならない．

２．関係当局の配置による就業の特定期間，就業待機

期間，本条第１項に規定された返還額について，政

府は詳細な規定を制定する．

第８８条　学習者の禁止行為

　学習者は，次に掲げる行為を為すことを禁止される．

１．学校の教員，スタッフ及び他の学習者の名誉，尊

厳を傷つけたり，暴行したりすること．

２．学習，テスト［kiem tra：日常的］，試験［thi cu：

定期的］，入学試験において不正を行うこと．

３．授業中の喫煙，飲酒，学校や公的エリアに無秩序

と騒ぎをもたらすこと．

第２部　学習者についての政策

第８９条　奨学金と補助金

１．国は，本法第６２条に規定された特別学校及び才

能を持つ生徒たちのための学校において優秀な成績

を修めた生徒に対する奨学金の授与に関する政策を

策定する．また，推薦入学をした学生，少数民族の

ための大学予備学校・寄宿舎学校，傷痍者・障害者・

肢体不自由者のための職業訓練学校，の生徒に対す

る奨学金の授与に関する政策を策定する．

２．国は，社会政策が重点を置くグループ，極度の社

会−経済的困難を抱えた地域の少数民族，家庭のな

い孤児，経済的困難を抱える障害者及び肢体不自由

者，特別な経済的困難を克服して優秀な成績を修め

た者の学習者に対する補助金及び授業料の減額・免

除についての政策を策定する．

３．師範学校の学生及び教員養成教育を受ける学生は，

授業料を免除され，本条第１項及び第２項に規定す

る奨学金及び，または社会補助についての考慮につ

き優先的扱いを受ける．

４．国は，組織及び個人が，法に規定された学習者に

対する奨学金または手当を授与することを奨励する．

第９０条　推薦入学

１．国は，極度の社会−経済的困難を抱えた地域の人

的資源，公務員の養成のために，その地域の学生に

推薦方式によって短期大学，大学または職業高等学

校への入学を許可する．

　　国は，短期大学，大学，または職業高等学校の修

了証・学位を持つ官吏がいないか，少数である少数

民族のために，推薦入学枠を確保する．また，国は，こ

れらの少数民族の生徒たちがよりよい条件で寄宿舎

学校へ入学できるようにし，また，予備学校の期間

の延長を行って，入学者の母集団を拡大する政策を

策定する．　

２．省レベルの人民委員会は，省の必要性に基づいて，

適当な分野，学科の推薦入学枠の申請，確保，承認

された枠と設定された基準に従った選抜及び学習者

の卒業後の就職に対し，責任を持つ．

３．推薦方式によって入学した学生は，卒業にあたっ

て，当該の学生を送り出した権限ある国の当局によ

る就職に応じなければならない．

　　政府は，推薦入学方式の基準や受益者，推薦方式

の実施，学生が就職に応じなかった時に学生にか

かった奨学金及び教育経費の返還について規定する．

第９１条　教育クレジット

　政府は，利子，融資条件，融資期間を含めて優先ク

レジット政策を策定する．これは，低収入家庭の学習

者の学習を可能とする．

第９２条　人民及び生徒の公的サービス料金の減額，免

除

　人民及び学生が公的サービスを受ける際，及び移動，

娯楽，博物館・歴史遺跡，文化的施設を訪れる際の料

金の減額あるいは免除を受ける資格については，政府

が規定する．

第６章　学校と家族，社会

第９３条　学校の責任

　学校は，教育的目標及び原則を遂行して，家族と社

会の活発な関係を保つことに責任を持つ．

　本章の学校に関する他の規定は，他の教育機関にも

適用される．

第９４条　家族の責任

１．両親または保護者はその子ども，もしくは，その

監護下にあって，学習・訓練・学校活動への参加を

している者について，その養護，監護，育成に責任

を持つ．

２．全ての家族員は，普遍的な，道徳の備わった，知

的な，健康的な，審美眼のある子どもの育成のために，

文化的家族と望ましい環境を作ることに責任を持つ．

大人は，教育の質と効率の向上のために，学校とと

もに，教育し，模範を示し，働くことに責任を持つ．

第９５条　両親または保護者の権利

　両親または保護者は次の権利を持つ．

１．子どもあるいはその監護下にある者の学習・訓練

の結果について，学校に情報請求すること．

２．学校の計画に従って教育活動に参加すること．学

校における両親または保護者のための活動に参加す

ること．

３．子どもあるいはその監護下にある者に関係する問

題に応えるよう，法に従って，学校または教育行政

当局に要求すること．

第９６条　生徒の両親による代表協議会

　生徒の両親のための代表協議会は，就学前学校及び
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義務教育レベルで毎年設立され，学校の役割の実施に

ついての学校との関係で，それぞれの学級，あるいは，

学校ごとに，両親または保護者によって任命される．

この協議会は学校を超えて，あるいは行政レベルで設

立されない．

第９７条　社会の責任

１．政府機関，政治組織，社会−政治組織，社会−政

治−専門組織，社会組織，社会−専門組織，専門組

織，経済組織，人民軍団，及び全ての市民は次の責

任を負う．

ａ）教育・研究活動について学校を助けること．教

員及び学習者に，訪問，実践，研究に関して便宜

を与えること．

ｂ）若者と子どもへの悪い影響を妨げる活動を通し

て，健全な学習運動と教育的環境の創造に貢献す

ること．

ｃ）リクレーション，文化，スポーツ，体育活動に

ついて，学習者に便宜を与えること．

ｄ）その能力に応じて，教育の発展のために，労働，資

源，資金を提供すること．

２．ベトナム祖国前線委員会とそのメンバーの組織は，

教育問題への参与のために人民を動員することに責

任を持つ．

３．ホーチミン共産主義青年同盟は，青年と子どもた

ちの教育について学校と協力すること，そのメン

バー及び青年が学習・訓練・教育問題の発展活動へ

の参加において模範を示すことを促すことについて

責任を負う．

第９８条　学習奨励ファンド，教育支援ファンド

　政府は，法に従って，学習奨励ファンド［quy khuyen 

hoc：優秀者の支援］，教育支援ファンド［quy ao tro giao 

duc：貧困者への補助］を立ち上げ，組織及び個人を支

援する．

第７章　教育に関する政府政策

第１部　教育管理に関する政府政策と政府機関の内容

第９９条　国の教育管理の内容

　国の教育管理の内容は次のとおりである．

１．教育開発に関する戦略，計画，政策の形成と実施

指導

２．教育に関する法，学校憲章［dieu le nha truong］，

他の教育機関の組織及び運営に関する規定の公布と

実施

３．教育の目的・プログラム・内容，教員の基準，学

校のインフラストラクチャーと施設基準，教科書の

編集・出版・印刷・頒布，教材［giao trinh］，修了

証・学位・資格の試験と授与に関する規定，の決定

４．教育の質保証とアクレディテーションの組織と管

理

５．教育の組織と運営に関する統計管理作業

６．教育管理システム［bo may］の組織

７．教員及び教育管理者の研修［dao tao］，資質向上

［boi duong］，管理に関する組織と監督

８．教育開発のための資産の運用，管理，使用．

９．教育部門における科学的・技術的研究・応用の組

織と管理

��．教育における国際協力の組織と管理

��．教育への貢献が顕著な者に対する表彰状授与の規

定

��．教育に関する法遵守の監督と指導．教育法に関す

る苦情，告発，違反の解決

第１００条　教育管理を扱う国の機関

１．政府は，教育の管理の国レベルでの統一的管理を

行う．政府は，議会に対し，全国の市民の学習の権

利と義務に関する指針，全体の教育レベルに関係す

る教育内容の改革のための方向付けについての決定

を求め，教育運営及び教育予算の執行についての年

度報告を送付する．

２．教育訓練大臣は，国の教育管理の執行に関して政

府に対し責任を負う．

３．他の大臣及び大臣レベルの当局は，教育訓練大臣

と協力して，その権限に従って，国の教育管理の執

行に関して責任を負う．

４．各レベルの人民委員会は，政府の委任によって国

の教育管理の執行を行う．また，管轄下にある公立

学校の財政状況，インフラストラクチャー，教員，

教授施設の保証を行い，当該地域の規模の拡大の要

求に応え，教育の質と効率性の向上に責任を負う．

第２部　教育に関する投資

第１０１条　教育に関する投資の財政的資源

　教育に関する投資の財政的資源は次のとおりである．

１．政府予算

２．授業料；入学金；教育機関のコンサルタント，技

術移転，生産［san xuat：教材等］，ビジネス［kinh 

doanh：施設を貸す等］，サービス［dinh vu：食堂，

バイク預かり等］からの収入；教育開発［phat trien 

giao duc］のための国内外の組織及び個人からの投

資；組織及び個人からの国内外からの合法なその他

の資金．

第１０２条　教育についての国の予算

１．国は，教育についての国の予算の増加比率が国の

予算総額の増加比率を超えるように，教育に対する

予算配分について最優先権を与える．

２．教育についての国の予算は，透明性，民主集中制
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の原則によって，教育規模，それぞれの地方の社会

経済的発展に従って，国の教育普及，少数民族居住

地域，極度の社会経済的困難を抱える地域の教育の

発展についての優先政策を考慮して，配分されなけ

ればならない．

３．財政当局は，学年の進行に従って，十分で，時宜

を得た教育支出について責任を負う．教育経営に責

任を負う当局は，配分された予算及び法に規定され

たその他の支出を管理し，効率的に使用することに

ついて責任を負う．

第１０３条　学校建設における財政及び土地割り当てに

関する優先

　省，省レベルの当局，全てのレベルの人民評議会，

人民委員会は，学校，教育サービスにおけるスポーツ・

運動・文化・美術施設の建設の具体化について，その

セクター［nganh］及び地方の社会−経済発展計画の

策定にあたって，責任を負う．また，学校，宿舎の建

設について，その社会−経済発展計画の中で，財政及

び土地割り当てに関して優先を与える．

第１０４条　教育に対する投資の奨励

１．国は，組織及び個人がその知性，労働力及び資産

を教育に向けることを奨励し，援助する．

２．企業において訓練学校及び学級を設立する時，教

育機関との訓練に関する協力をする時，就業したま

ま自らが必要な訓練及び新技術の獲得のためにス

タッフを派遣する時，それに係る企業［doanh 

nghiep］からの投資，寄付［dong gop］，補助金は，

合法的な支出と認められ，企業所得税法に従って企

業課税収入から除かれる．

３．教育に対する個人の寄付［dong gop］，補助金は，

政府の規定する高収入人民に適用される所得税の減

額を考慮される．

４．教育のインフラストラクチャーの建設に対する投

資，教育発展のための資金付与［tien］，物品提供

［hien vat］を行った組織及び個人は，適当な形式で

記録［ghi nhan］される．

第１０５条　授業料，入学金

１．授業料，入学金は，教育活動の援助のために，学

習者の家庭または学習者本人によって支払われる．

公立学校の小学校レベルの児童は授業料の支払いは

必要とされない．授業料と入学金を除いて，学習者

及び学習者の家庭は，いかなる形式のその他の支払

いを求められない．

２．政府は，全ての学校及び他の教育機関の授業料徴

収及び使用の仕方［co che］を決定する．

　　財務大臣は，教育訓練大臣及び職業訓練を担当す

る国の管理当局の長と協力して，中央政府の管轄下

にある公立教育機関の授業料及び入学金の額を決定

する．

　　省の人民委員会は，省の人民政府の要求に応じて，

省の管轄下にある公立教育機関の授業料及び入学金

の額を決定する．

　　民立及び私立学校は，自らの授業料及び入学金の

額を決定できる．

第１０６条　教科書発行，教育機器・教材生産に係る優

先税制

　政府は，教科書の発行，教授マニュアル，教材の発行；

教育機器・玩具の生産及び提供；学校や他の教育機関

で使用される書籍・定期刊行物・学習援助・研究機器

の輸入に関して優遇税制政策を形成する．

第３部　教育に関する国際協力

第１０７条　教育に関する国際協力

　政府は，国の独立と主権の尊重，平等，相互利益の

原則のもとで教育に関する国際協力を拡大し，発展さ

せる．

第１０８条　諸外国との教育協力の奨励

１．国は，ベトナムの学校及び他の教育機関が，教授，

学習及び科学研究について，外国の組織，個人及び

在外のベトナム人と協力することを奨励し，援助す

る．

２．国は，私費負担もしくは国内もしくは外国の組織

及び個人からの財政援助によるベトナム市民の外国

での学習，教授，研究，研究者交流を奨励し援助す

る．

３．国は，重点領域及び祖国の建設と防衛に貢献する

分野における学習・研究に携わる資質と道徳性及び

資格を備えた者を外国に派遣する予算を確保する．

第１０９条　ベトナムとの教育協力の奨励

１．ベトナム政府は，外国の組織，個人，国際組織，

在外ベトナム人が，ベトナムの教育に対し，教授，

学習，投資，財政援助，協力，科学研究，技術移転

をすることを奨励し援助する．彼らの合法な権利と

利益はベトナム法及びベトナム社会主義共和国が批

准し，承認した国際協定に照らして保護される．

２．ベトナム領土内での，在外ベトナム人または外国

組織・個人，国際組織の教育に関する協力，学校ま

たは教育機関の建設については，政府が規定する．

第１１０条　外国の称号／学位の認証

１．ベトナム人が受けた外国の称号／学位は，規定に

従って，教育訓練省及びベトナム社会主義共和国に

よって合意もしくは了解された国際協定によって認

証される．

２．教育訓練省は，称号／学位の同等性もしくは相互

認証に基づく，他の国及び国際組織との合意の調印

に責任を負う．
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第４部　教育視学

第１１１条　教育視学

１．教育視学は，法の執行の確認，積極的側面の助長，

違反の防止・処理，教育についての政府の利益，組

織及び個人の合法な権利と利益の保護，のため，政

府の教育管理に関して視察する権限を実行する．

２．教育視学は次の機能を有する．

ａ）教育法に従った視察．

ｂ）教育目標，計画，プログラム，内容及び方法，

専門的規定，試験・学位・証書に関する規定の遵守；

教育機関における教育の質保証に関する必要条件

の確保［bao dam］．

ｃ）不平及び告発についての法規定に従った，教育

に関する不平，告発の処理．

ｄ）行政的不法行為処理に関する法規定に従った，

教育に関する行政的不法行為の処理．

ｅ）教育法の施行を保証する手段の要求．教育に関

する政府の政策及び規定について補い，追加する

こと．

ｇ）他の法規定に従ってその義務を遂行すること．

第１１２条　教育視学の権限と義務

　教育視学は視察に関する法に規定された権限と義務

を持つ．

　視察を遂行している間，同じレベルの教育管理当局

の長の権限内において，教育視学は，教育に関する違

法な［trai phap luat］活動を一時的に停止する権限を

持つ．教育視学は，この処理について権限のある当局

に対して報告し，この一時的停止に関する決定に対し

て責任を持つ．

第１１３条　教育視学の組織と行動

１．教育視学を担当する部局は次のとおりである．

　ａ）教育訓練省の教育視学

　ｂ）県の教育視学

２．教育視学の行動は，視察に関する法律の規定に従っ

てなされる．

　　地区レベルの教育視学の行為は，教育訓練省の教

育視学の技術的指導を伴って，教育訓練局の長の直

接責任の下になされる．

　　職業教育機関，高等教育機関に対する教育視学の

行為は，教育訓練省及び職業教育を担当する国の管

理機関の諸規定に従って，機関の長の直接責任の下

になされる．

第８章　表彰と違反に関する扱い

第１１４条　「人 民 教 員」［nha giao nhan dan］及 び

「優秀教員」［nha giao uu tu］の称号の授与

　法に規定する基準に適合した教員，教育行政官，教

育研究者は，「人民教員」または「優秀教員」の称号を

政府から授与される．

第１１５条　教育に対する顕著な貢献に関する組織・個

人表彰

　教育に関係した顕著な貢献を為した組織・個人は法

に従って表彰される．

第１１６条　学習者表彰

　学習・訓練において極めて優秀な成果をあげた学習

者は，学校，その他の教育機関または教育施設から表

彰される．特別な成果の場合は，法律の規定に従って

表彰される［duoc khen thuong］．

第１１７条　名誉博士号

　国際的名声を受けた政治・社会活動家，教員，科学

者で，海外に居住するベトナム人，もしくは，ベトナ

ムの教育・科学に多大な貢献を為した外国人は，政府

の規定に従って名誉博士号を大学から授与される．

第１１８条　違反に関する措置

１．次に掲げる違反を行った者は，違反の性質や程度

に応じて，懲戒，行政罰または刑法罰を受ける．違

反が重大な場合は，法の規定に従って刑が執行され

る．

ａ）教育機関を不法に設立すること，または教育活

動を違法に組織すること．

ｂ）学校，または他の教育機関の組織，活動に関す

る規定を犯すこと．

ｃ）カリキュラムに規定された教育科目及び，また

は教育内容を，権限なしに，付け加えたり，削除

したりすること．

ｄ）不法に教科書を発行したり，印刷したり，頒布

すること．

ｅ）書類［ho so gia］を偽造すること．学校入学，

試験，称号・学位・証書の授与に関する規定を犯

すこと．

ｆ）教員に暴力をふるうこと，またはその尊厳を犯

すこと．学習者を虐待し，酷使すること．

ｇ）学校，あるいは他の教育機関において秩序を乱

し，妨害をすること．

ｈ）教育予算を損失させること．不法に金銭を徴収

するために教育活動を悪用すること．

ｉ）学校，その他の教育機関の財産に損害を与える

こと．

ｊ）他の教育法違反行為．

２．政府は，教育セクターにおける違反の取り扱いに

関する具体的規定を定める．
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第９章　実施規定

第１１９条　効力

　本法は，２００６年１月１日より実施する．

　１９９８年教育法は，本法によって置換される．

第１２０条　実施に関するガイダンス

　政府は，本法の実施に関する詳細なガイダンスを配

布する．

【註】

１）石村雅雄（２００８），ベトナムの２００５年教育法に

ついて−現状と建て前の折り合いの付け方に注目し

ながら−，鳴門教育大学研究紀要，第２３巻，pp．

７４−８６．
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va Nha Xuat Ban Giao Duc.

Parti Communiste du Vietnam (2006), Xe Congres 

National, Documents, Editions The Gioi.

石村雅雄（２００５），ベトナム，日本教育大学協会特別

委員会，諸外国の教員養成制度（アジア編）（pp．１６５

−１８０），学文社．

石村雅雄（２００３），ベトナム，村田翼夫編著，アジア

諸国における中等・高等教育の民営化に関する実証

的比較研究（pp．７９−８８），筑波大学教育開発国際

協力センター．

近田政博訳，ヴォ・ヴァン・セン監修（２００１），ベト

ナム教育法（翻訳），名古屋高等教育研究，第１号，

pp．１８３−２２０．

石村雅雄（２００１），ベトナム，村田翼夫編著，東南ア

ジア諸国の国民統合と教育（pp．１１７−１３０），東信

堂．
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平成２０年度教員教育国際協力センター活動報告

１．センター教員

　　センター所長� 服部　勝憲　教授

　　理数科教育協力研究分野� 服部　勝憲　教授

　　ICT 教育協力研究分野� 青山　和裕　講師（〜平成��年９月��日）

� 松嵜　昭雄　講師（平成��年��月１日〜）

　　シニア教育人材養成研究分野／国際教育開発研究分野

� 小澤　大成　准教授

２．主要行事日程

　　平成��年８月��日� 南太平洋大学における ICT ネットワーク基盤整備に関する研究会

　　　　　　��月��日� 鳴門教育大学国際教育オープンフォーラム

 　　「インターナショナルフェスタ徳島����」

　　平成��年３月５日〜８日� ウガンダワークショップ及びシニアボランティア専門家会議

　　　　　　３月��日� 事業外部評価会議

３．主要事業概要

⑴　南太平洋大学における ICT ネットワーク基盤整備に関する研究会

　　����年９月に導入が始まった，岡山理科大学情報処理センターの所有する「サイバーキャンパス基盤ネット

ワークシステム」の視察を行った．本システムは，学内の高速ネットワーク化を実現しているのみならず，学

術情報ネットワーク（SINET）・民間ネットワーク（OCN）・岡山情報ハイウェイ（OKIX）といった学外との

高速ネットワーク接続を行っている．このような設備は，岡山県内の高大連携遠隔講義を実現し，同期双方向

と非同期双方向の様々な講義形式に対応することが可能なものにしている．遠隔講義は，南太平洋大学の所有

する USPnet も実現可能であり，本システムの特徴と類似した点が多く，配信されているコンテンツが関心事

となった．そこで，研究会では，USPnet によって各国の南太平洋大学のキャンパス間に送信されるコンテンツ

の開発を検討する際，本システムで行っている社会貢献の側面に着目した．例えば，鳴門教育大学が支援可能

であるとすれば，これまでに数多くの海外研修員を受け入れてきた実績をどのように反映させ，またどのコン

テンツをデジタル化するのかといったストリーミングの可能性についても検討された．これらの諸点について

は，USPnet 本部のあるフィジー諸島共和国の実情を調査し，南太平洋大学の USPnet から配信するか否かの価

値判断について，南太平洋大学のスタッフらとコンテンツ開発のための協議をおこなう必要性があることなど

の意見として集約された．

⑵　鳴門教育大学国際教育オープンフォーラム「インターナショナルフェスタ徳島２００８」

　　独立行政法人国際協力機構四国支部，特定非営利法人 TICO，財団法人徳島県国際交流協会，鳴門市国際交

流協会，北島町国際交流協会との共催により，「インターナショナルフェスタ徳島����−徳島でまなぶ世界の

こと，地球のこと，わたしができること−」という題目で，平成��年��月��日に徳島市内の徳島県郷土文化

会館において開催した．本フォーラムの趣旨は以下である．「本学の豊富な国際協力経験を踏まえ，現職教員，

児童・生徒・学生及び一般が親しみやすい活動を企画・実施し，国際教育協力に対する理解を深める．また本

学が取り組んできている国際教育協力事業の意義と内容についてより広く共有できるように努め，その事業展

開のさらなる活性化への視野を明らかにする．

　　なお，本事業では，対象者の多様な興味関心に対応するため，実施プログラムの企画・運営を工夫する．

　　また，徳島県内の国際交流支援団体との連携を深め，本県・地域で取り組む国際交流活動の一層の活性化へ
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の基盤づくりに寄与する．」

　　第一部では，パネルディスカッションとして「それぞれの視点から見た国際協力活動−世界とつながる人た

ち−」を行った．国際協力に携わる大学教員，援助機関職員，NGO 職員，学校教員が協力を始めるに至った経

緯を紹介した後，会場からの質問を受け付け，これから国際協力を始める若い世代を主たるターゲットとした

啓発活動を行ったほかポスターセッションで徳島県の国際協力に関わる団体の活動紹介を行った．第二部は分

科会形式で行った．JICA 四国による外国人とのコミュケーション体験を目的とした「コミュケーションにチャ

レンジ」，北島町国際交流協会による参加型の活動である「一緒にメキシコ・マレーシアのダンスをしてみよう」，

そしてイスラム教徒の日常生活について学ぶ活動である「イスラム教徒の生活を知る」である．高校生，大学

生，学校教員及び一般市民と多様な参加者が親しみやすい活動に取り組むことができ，当初の目的を達成した

と考えられる．本オープンフォーラムの実施状況については，JOCVNEWS（����．１．��号）で報道された．

⑶　ウガンダワークショップ及びシニアボランティア専門家会議

　　シニアボランティアの重要な活動の１つとして想定させる，学校内における授業研究の組織的な実施をいか

に支援するかを検討するため，ウガンダにおいてワークショップ及び専門家会議を実施した．ワークショップ

は初等学校において，管理職に対して学校改善活動の１つとしての授業研究を紹介した後，実際に授業観察と

授業検討会を行い，授業研究の過程を共有した．専門家会議では，初等学校管理職及び教員，教員養成大学教

員，JOCV（青年海外協力隊員）が参加し，日本における授業研究の実施に関する報告，ウガンダの初等学校

における取り組み，エチオピアの初等学校における取り組みが報告され，シニアボランティアの活動対象であ

る授業研究の組織的な実施に関する成果と課題が議論された．

⑷　事業外部評価会議

　　平成��〜��年度及び平成��年度の事業展開に関して，その成果と課題について評価し，現在かつ今後の事

業計画とその実施の改善・向上を図ることを目的として実施した．この会議は学外有識者を招いて実施事業に

対する評価と意見聴取を行ったもので，全体計画としてはこの後，学内の選ばれた教員から意見聴取し，最終

的に評価報告書として取りまとめることとしている．

　　なお，今回はスケジュールの都合で学内意見聴取が平成��年度となった．会議には，筑波大学教育開発国際

協力研究センター長，広島大学教育開発国際協力研究センター長，（独）国際協力機構（JICA）四国支部長及

び徳島県立総合教育センター所長を招き，様々な視点において事業評価及び意見聴取を行った．意見には，本

センターの運営や将来の事業展開に係るものもあり，今後の事業展開及び次期中期目標へつなぐためのよい基

礎となった．

４．所属教員の海外調査および協力活動

　　平成��年４月��日〜５月１日�南アフリカ共和国調査（小澤大成准教授）

� ７月��日〜８月２日�パラオ国「初等中等算数・数学教育向上」フォローアップ協力（服部勝憲教授）

� ８月��日〜９月��日�南アフリカ共和国ムプマランガ州授業研究調査（小澤大成准教授）

� ��月６日〜��月��日�フィジー国実地調査（松嵜昭雄講師）

　　平成��年１月８日〜１月��日�中東理数科研修フォローアップに関するチュニジア国調査（服部勝憲教授）

� ２月��日〜２月��日�ガーナ／タンザニア調査（大学院学校教育研究科への１０月入学実施に向けた調

査研究と兼務）（服部勝憲教授，松嵜昭雄講師）

５．所属教員の海外調査及び協力活動概要

　⑴　南アフリカ共和国調査

　　南アフリカ共和国ムプマランガ州から，平成��年度研修修了者を受け入れて授業研究に重点をおいた研修を

行った．シニア教育人材の活躍するテーマとして，途上国における授業研究実施支援が想定されるため，平成

��年度の研修フォローアップ及び評価を行うとともに，シニア人材の活動モデルを考察した．南アフリカ共和
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国ケープタウンで開催された日本副学長会議にも出席し，本センターの取り組みについて報告した．

⑵　パラオ国「初等中等算数・数学教育向上」フォローアップ協力

　　パラオ国 JICA 駐在員事務所並びに教育省表敬訪問の後，現地の教員研修用の教材及び印刷物を確認，それ

を踏まえてワークブックの活用を目指したセッションに参加した．

　　なお，JOCV（青年海外協力隊員），SV（シニアボランティア）との学習会で服部，金児（金児正史　東京女

学館中学校・高等学校教諭）がコメントを加えた．

　　また，別のセッションではタングラムを利用した数学的活動については服部が，また通分の意味と考え方，

持参した展開図の解説は金児が担当した．さらに本年度本邦研修員であったデイビッド氏が本邦研修における

報告を行った．また同氏が校長を務めるアイライ小学校を訪問した．こうした活動を通して，パラオ国教育省，

JOCV，現職派遣教員，SV そして調査団員は，計画的・継続的な初等中等算数・数学教育等の教員研修の重要

さと教員のカリキュラムに対する理解の重要さについて共通理解を図ることができた．

⑶　南アフリカ共和国ムプマランガ州授業研究調査

　　本調査の目的は，本年度広島大学／鳴門教育大学で行う「南ア理数科教員養成者研修」の研修候補者の教員

が勤務する学校を訪問し，授業観察や聴き取り調査を行った．この目的として，①授業研究に関するインプッ

トを行う前のベースラインデータの取得とそれを利用したニーズ調査の実施．②授業研究の普及を促進するた

めに，授業研究普及ワークショップを州教育省とともに開催し，平成��年度「国際協力イニシアティブ」教育

協力拠点形成事業の活動で作成した「授業研究マニュアル」を配布・共有する．③学校管理職・教育行政官向

けのガイドブック作成のための知見を得ることである．

　　この結果，以下のような成果を得た．①研修候補者の勤務する学校への訪問と授業観察から研修候補者に関

するベースラインデータを取得した．また「授業研究マニュアル」を用いた授業研究ワークショップ（研究授

業及び授業検討会）を開催し，授業研究の普及活動を行うことができた．②�地域�学校において教育行政官，

校長，クラスターのリーダー教員を集めた授業研究普及ワークショップを開催し，授業観察とその後の授業検

討会を通じて授業研究のプロセスを広く共有することができた．

⑷　フィジー国実地調査

　　平成��年度より始まった大洋州研修を第１フェーズとして位置づけ，研修後の現地研修フォローアップの充

実を図ることと，これまでの研修の成果を今後の研修の事前研修に役立てるため，南太平洋大学（USP）の所

有する衛星システム USPnet を活用して，教員教育研修を番組化した情報を提供することを提案した．これま

での３年間の研修に参加した研修員３名と，平成��年度客員研究員として来日していた USP 教員の間で意見

交換を行った．その結果，次年度より予定している大洋州研修第２フェーズの内容の一部を番組化し，研修員

のフォローアップ・プログラムと絡めてフィジー国内で USPnet を用いたパイロット・スタディを行うため，

今後の作業行程について確認した．

　⑸　中東理数科研修フォローアップに関するチュニジア国調査

　　本調査において，昨年度及び本年度に受け入れた３名の研修員を対象にして長時間のインタビューをするこ

とができた．研修員からは，本邦研修の内容について，校内，地域さらに国レベルで報告会，ワークショップ

を計画，実施しているとのことである．

　　なお，JICA チュニジア事務所長，副所長，同 SV に面談し，情報交換，資料収集することができた．さらに

研修員の勤務する学校を訪問し，授業参観とともに校長及び教職員と意見交換することができた．さらに特筆

すべきはチュニジア教育省を訪問し，教育大臣補佐官と情報交換ができたことである．同補佐官は中東研修に

大いに期待を寄せるとともに，鳴門教育大大学院での教育人材養成が両国にとって重要な意味を持つことから，

機会があれば推薦・応募させたいと強調をした．

⑹　ガーナ・タンザニア調査

　　大学院学校教育研究科・国際教育協力コースの秋季入学の可能性について，平成��年２月��日〜��日の期

間，ガーナ共和国とタンザニア連合共和国を訪問した．



　　ガーナ共和国では，教育省と JICA 事務所の他，本学の修士課程に留学生として来日していた，Accra Teacher 

Training College 勤務の Kofi 氏，Peki Training College 勤務の Kaba 氏と Saba 氏の両氏からの意見聴取も行っ

た．ガーナ共和国の学校制度はすべて９月入学であり，大学院への秋季入学も実現すると大変好ましいという

意見であった．不安な点としては，留学希望者の日本語トレーニングの問題と，教職経験（学習歴��年以上）

の問題であり，これらをクリアする人材の確保が課題であるという意見が出された．

　　なお，国際教育協力コースの指導内容の柱である理数科教育，ICT 教育，教員研修についてはガーナ国内に

おいても関心事の内容であり，特に，教員研修についてレベルの向上を図る人材を送り込みたいという意見が

出された．Peki Training College では，Principle の計らいにより，附属学校の視察も合わせて行った．本コー

スの授業科目「国際教育協力演習Ⅱ」（現地演習）の実施可能性や附属学校のニーズなどについて意見交換を行っ

た．

　　タンザニア連合共和国では，教育省と JICA 事務所の他，本学の客員研究員として来日していた，Dodoma

大学の教育学部長 Kalafunja O-saki 氏，Dares Salaam 大学の教授 Mafumiko 氏と JICA 研修留学生であった

Makoye 氏より，意見聴取も行った．タンザニア連合共和国の学校制度もガーナ同様，すべて９月入学であり，

大学院への秋季入学も実現すると大変好ましいという意見であった．しかし，タンザニアの隣接国であるケニ

アの SMASSE に教育協力の重点を置いているタンザニアでは，そのリーダー的存在の人物を大学院へ派遣して，

本国での牽引的リーダーとして活躍して欲しいと願う一方で，����年度より始まる理数科教育支援への支障も

懸念されるという意見も出された．

　　また，本センターが平成��年度より「国際協力イニシアティブ」教育協力拠点形成事業として取り組んでい

るハンズオン事業に関する協議も行った．今後も引き続き，DaresSalaam 大学，Dodoma 大学と鳴門教育大学

の間で，ハンズオン研究に関する協議会を推進していくことなどが確認された．

６．独立行政法人国際協力機構（JICA）プロジェクト等に係る受託研修
　　平成��年６月９日〜７月��日�大洋州地域初等中等算数・数学科教育（大洋州諸国から９名受入れ）

� ��月６日〜��月７日�地域特設「中東地域小学校理数科教育改善」（中東諸国から��名受入れ）

� ��月��日〜��月５日�国別研修南アフリカ共和国「理数科教員養成者研修」（南アフリカ共和国から

��名受入れ）

　　平成��年１月��日〜２月��日�地域別研修「仏語圏アフリカ INSET 運営管理（校内研修導入・改善支援）」（仏

語圏アフリカ地域から��名受入れ）

� １月��日〜２月��日�国別研修「アフガニスタン教授法改善」（アフガニスタン・イスラム共和国から

��名受入れ）

� １月��日〜２月��日�国別研修「教師教育強化プロジェクトフェーズ２カウンターパート研修」（アフ

ガニスタン・イスラム共和国から２名受入れ）

� ２月９日〜２月��日�国別研修「住民参加型初等教育改善プロジェクト」（エチオピア連邦民主共和国

から２名受入れ）

７．その他受託事業

　　文部科学省「国際協力イニシアティブ」教育協力拠点形成事業

　　　平成��年６月２日〜平成��年３月��日

　　　（継続事業）授業を中心とした校内研修の導入による初中等教育の質的向上（小澤大成准教授ほか）

　　　平成��年８月��日〜平成��年３月��日

　　　（新規事業）日本国内での実践知を反映したハンズオン素材の集約（服部勝憲教授ほか）
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　投稿する原稿は，次の各号にしたがって作成するものとする．

⑴　原稿はＡ４版横書きとする．

⑵　原稿には，題名・著者名（和文及び欧文），���字以内の要約，�から�個のキーワードを記載する．要約は，

本文が和文の場合は英文，本文が欧文の場合は和文で記載する．

⑶　前項に規定する刷り上がり頁数には，題名・著者名，要約，キーワード，図・表・写真注釈，参考文献リスト

等をすべて含む．なお，刷り上がり�頁の分量は，字数換算で����字（本文横���字×縦���行×�段組，�����

ポイント）とし，���枚以内（表題，筆者名・所属，図表，参考文献を含む），偶数頁を原則とする．

⑷　読点はカンマ（，）句点はピリオド（．）とし，�文字分を占める．

⑸　図・表・写真は，出典を明記し，必要最小限の枚数及び大きさとし，�点ごとに本文とは別の用紙に作成し，

縮尺率と本文中の挿入位置を明記して原稿に添付する．図表については，写真製版するので，完全な原図を作

成する．

⑹　注及び引用文献は，本文中の該当箇所の右肩に，�）の番号を付し，本文末尾に通し番号順に一括記載する．

⑺　参考文献は，本文最末尾に参考文献と表示して一括記載する．

⑻　引用及び参考文献の表示は原則として次のとおりとする．

　　ア）�論文の場合：著者名，発行年，論文名，雑誌名，巻号，頁とする．

　��（例）服部勝憲（����），�小学校教師の算数科カリキュラムに関する認識について，日本数学教育学会誌，��巻

��号，pp.�������．

　　イ）�著書の場合：著者名，発行年，題目，書名，編者名，出版社，頁とする．

　�����（例）齋藤昇（����），��山登り式学習法の実践方法，齋藤昇編，「山登り式学習法」入門，明治図書，pp.�����．

⑼　執筆投稿者校正は，初校を原則とする．校正は朱筆で行い，誤植，誤字及び欠字の修正にとどめ，原文の加筆

及び変更は認めない．

⑽　校正は，校正刷りが執筆者の手元に回送された後，編集委員会が定めた期日以内に完了し，返却する．
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　『鳴門教育大学国際教育協力研究』第４号をお届け

致します。

　本号では，これまでの論文種別「研究論文」，「実

践研究」の他に，「研究ノート」を加えました。「２００５

年ベトナム教育法−翻訳と解説−」は，国際教育情

報として有用であると判断し掲載しました。是非，

ご活用下さい。



巻頭言

研究論文

南アフリカ共和国の目指す Curriculum 2005 の考え方に基づく統計教材の構成

　− Outcomes-based CLASSROOM MATHEMATICS（Grade 7 〜 Grade 9, Heinemann）に見る統計教材について−

 服部　勝憲

国立教員養成系大学・学部の理数科国際協力参加−その教育研究に与えたインパクト− 小澤　大成

日本国内の実践知を反映したハンズオン教材の集約と教材の作り方

　−パラオ共和国アイライ小学校における実践事例紹介を通じて− 松嵜　昭雄

パラオ国における初等中等算数・数学教育向上の今後の展望 金児　正史

青年海外協力隊帰国教員を活用した国際教育協力モデルについて 宮古　　昌

Research on Case Method for Japanese Prospective Teachers： Focus on Numeracy OHARA Yutaka

The Impact of Peer Collaboration in Enhancing Mathematics Teachers' Pedagogical Content Knowledge and Skills:

　Lessons from Tanzania Septimi Kitta & Fidelice M. S. Mafumiko

Lesson Study at Dhankaka Cluster Resource Center in Ethiopia Jeilu OWNER & KOZAI Takeshi
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